










































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ネカマにマジな告白をするという大惨事から、今の嫁であるアコにプロポーズされるまで、俺はゲーム内での結婚については否定的な立場だった。

　もちろん自分が大恥をかいたからっていうのが一番の理由だけど、周りでいくつかトラブルがあったってのも理由にあってさ。

　その一つがこんな話なんだ。

　俺が結婚に否定的だって言っても、フレンドから結婚するって言われたらやっぱり結婚式には行ってたし、ちゃんと祝ってたんだよ。

　そしたらさ、みんなに祝われて結婚したフレンドから、数日後にチャットが飛んできたんだ。

◆ユユン：あいつ、俺のことは遊びだったんだよ！

　そんなチャットだった。

◆ルシアン：よくわかんないが、男からそんな話聞きたくない

　とりあえずあしらった。忙しかったし。


◆ユユン：いやいや聞いてくれよ

◆ルシアン：そう言われても



　その時はソロで狩ってたんだけど、しょうがないからユユンの為ために町に戻ってやったのを覚えてる。


◆ルシアン：で具体的にどういう話だよ

◆ユユン：それがな、酷いんですよ。俺の結婚したさらさらちゃんなんだけど

◆ルシアン：おう



　結婚式に呼ばれたから覚えてる。結婚相手はさらさらちゃんって人で、蒼あおい髪がさらさらした魔ま法ほう職の子だった。

　女キャラを見る目がとても厳しかった当時の俺は、こいつネカマくさいな、って以外には何も感想がなかったけど。


◆ユユン：さらさらが、さらさらがな

◆ルシアン：あの子がどうしたんだ



　ユユンはぶわっと涙を流し（エモーション動作で）、ぐっとそれを拭い（エモーション動作で）、空を見上げて（エモーション動作で）言った。


◆ユユン：別キャラで、他の男と結婚してたんだよ！

◆ルシアン：……あ、っそう

◆ユユン：そのリアクションは何だルシアン！



　何だって言われても、他人の夫婦関係とか聞かされても困る。そうなんだあ、へえー。みたいな反応になっちゃうのも仕方ないでしょうよ。

　ＬＡの結婚システムはアカウント単位の結婚じゃなくキャラ同士の結婚でしかないんだよな。一部アイテムインベントリが共有されたりとか、そういう深いつながりはないんだ。

　だからさらさらちゃんは別に何に違反してるってわけでもないし、むしろ全キャラ同士で結婚してる人なんて見たことがないぐらいだ。

　だがそんな建前はユユンには関係ない。


◆ユユン：俺は浮気されたんだぞ、浮気！　慰謝料取れるでしょう！

◆ルシアン：浮気って言ってもそのキャラでは結婚したままなんだろ？

◆ユユン：いっそ離婚された方がマシだ！



　あふれる程の怒りエモーションと共にユユンは吼ほえた。


◆ユユン：俺と結婚したまま別キャラでも結婚してたってことは、俺のことは体と金だけが目的だったんだよ！

◆ルシアン：壁役と経験値な



　言葉の選び方が凄すごく情けない。

　でも実際の話、利益だけの繋つながりを求められていたというのは事実なんだろうと思ったよ。

　曲がりなりにも愛情と言えるようなものがあれば、別キャラで結婚はしないだろうし。


◆ルシアン：要するに、さらさらちゃんはお前のことを、遠距離火力職の時に使える相棒だとしか思ってなかったわけだ

◆ユユン：そうだ。俺への愛はなかったんだよ



　それに対して、コイツはさらさらちゃんに愛があったと。


◆ルシアン：なるほど……辛いなそりゃ

◆ユユン：もう引退したい

◆ルシアン：すげえわかるけど



　相手が男だったのとどっちが辛いだろう。一度上げてから落とされた分こっちのショックも冗談じゃ済まないとは思う。

◆ルシアン：ゲーム内結婚へのスタンスって人によって違うからなあ……

　狩りの効率が上がるから結婚するって人、友人の中で一番気が合うから結婚するって人や、本気で相手が大好きだから結婚するって人。

　気持ちがズレたまま結婚システムを利用するとこんな悲劇がよく起きる。


◆ルシアン：で、どうすんの、離婚するのか？

◆ユユン：……ああ。さらさらちゃんとはもう終わりだ

◆ルシアン：でも一方からの同意だけで強制離婚すると凄い額の金を取られるよな

◆ユユン：なんでこんなクソシステムにしたんだ運営の野郎！

◆ルシアン：素直に離婚しようって言ってみれば？

◆ユユン：相手はシステム使うだけのつもりだったのに、俺だけは本気で好きだったとか、そんな暴露をするぐらいなら死ぬ！　俺は死ぬぞ！

◆ルシアン：……ああ、うん……わかる……



　俺も戻れることなら猫ねこ姫ひめさんに告白する前に戻りたいよ……できることなら……。


◆ユユン：というわけで俺だけ苦しむのは納得がいかない

◆ルシアン：おう……おう？



　なんか話がおかしくなってきたぞ？


◆ユユン：お前にも一緒に苦しんでもらう為ために、どうしてルシアンと結婚しなかったか猫姫さんにインタビューしてきたぞ

◆ルシアン：お前何やってくれてんの!?　聞きたくねえよそんなの！

◆ユユン：まず一つ目！



　無視!?　無視か!?

　人の話聞いてねえこいつ！


◆ユユン：ゲーム内で結婚とかする気がないにゃ

◆ルシアン：ぐおおおおお

◆ユユン：二つ目！　ルシアンだけと特別に仲が良かったわけじゃないにゃ

◆ルシアン：ぎやあああああ

◆ユユン：三つ目！　っていうか男と結婚とかありえないにゃ──だそうだ！

◆ルシアン：も……もうやめてくれ……



　なんで俺まで過去の傷をほじくり返されないとならないんだよ……。

　確かに俺も相手の気持ちとか、ゲーム内結婚へのスタンスとか、何も考えずプロポーズをしたよ、こいつを笑えないよ。

　だからってこんな仕打ちがあっていいものか。

　いや違う。こいつだって悪くない。被害者なんだ。

　全てネカマが悪い。全てゲーム内で結婚とかできるようにした奴やつが悪い！


◆ルシアン：もう二度と結婚なんてしないぞ！

◆ユユン：そうだ、絶対に結婚なんてしねえぞ！



　俺達はそう言って拳を突き上げた。

　しかしユユンはさらに二度の離り婚こんと三度の再婚をした。

　そして現在の嫁は中身が男なのだという。

　最後の結婚式で彼女──彼？　──と熱い口づけを交わすユユンの姿を、俺は悲しい思いで見つめたのだった。





◆ルシアン：ということがあってだな

◆アコ：離婚はしませんよ？



　そこまで黙だまって俺の話を聞いていたアコは、若干食い気味なぐらいの勢いで言った。


◆ルシアン：うん、俺にもその気はない

◆アコ：良かったですー



　ほっとしたように言うアコ。

　相変わらず心配しなくても良い所で勝手に不安がる癖くせが治らない奴やつだった。


◆ルシアン：本題はそっちじゃない。聞きたかったのは結婚へのスタンスの方なんだよ

◆アコ：はあ



　なんでちょっとよくわかりませんって感じのリアクションなんだよ。大事だろ、ゲーム内での結婚をどんな風に考えてるかって。

◆ルシアン：俺とお前の結婚へのスタンスが違ったら困るだろ。その辺深く考えずに結婚したしさ

　言ってみればアコに押し切られたわけで、そんなこと深く語ったことなかったんだよ。


◆アコ：え、でも、私、ルシアンのこと好きですよ？

◆ルシアン：……俺も好きだけど

◆アコ：ですよね？



　じゃあなんで聞いたんですか、と言わんばかりに、アコの頭上にクエスチョンマークが浮かぶ。

　確かにアコの言うことは正しいよ、俺もゲーム内でアコに好かれてないんじゃないかって不安を感じたことは一度も無い。


◆ルシアン：じゃあちょっと聞きたいんだけども

◆アコ：はい

◆ルシアン：…………

◆アコ：……？

◆ルシアン：……き、聞けるかー！



「聞けるかああああああ！」

　ルシアンと俺が同時に口に出した。

　聞けるか、こんなこと、聞けるかっ！


◆アコ：えええっ!?　そんな一方的に怒られてもっ!?

◆ルシアン：るさいっ、今日は寝るっ、おやすみっ

◆アコ：は、はい。おやすみなさい



　混乱するアコと別れを告げて、クライアントを落として頭を抱える。アコには明日謝っておかないと。

　でもさあ、こんなの、正気の状態で聞けやしないだろ。

　アコ、お前さ。

　リアルの俺のこと、好きなのか？　なんてさ。
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「おーら、教卓運ぶぞー」

「おう構わんよ、持ってこい」

「お前も持てっつんだよ」

　こういうのはどこもあんまり変わらないと思うんだけど、俺の学校では週に一回ぐらいのペースで教室の掃除当番がやってくる。

　業者にやらせれば良いじゃんなんて言う奴やつも居るけど、なんだかんだで小学一年生の頃からやらされてきたことで、ただの日常みたいなもんだ。

「今日の重かった机選手権は圧倒的大差をつけて高たか崎さきだな。何入れてるんだコイツ」

「罰として椅子を上げたままにしておいてやろう」

　イジメみたいだからやめてあげて。

　とにかく大して思う所もなく適当に済ませるのが常だった。

「悪いな、手伝ってもらって」

「俺らどーせ暇だしなー」

「お前だけだよ」

「るっせ」

　普段はただ意味もなくダベりながら残ってるだけだと思ってたリア充じゆうグループが何な故ぜか掃除を手伝ってくれたりして、あれ、こいつら意外と良い奴なんじゃね？　みたいな錯さつ覚かくを覚えたりもする。そんな放課後。

「っし、終わった」

　ちりとり一杯になったゴミを捨てると、リア充の一人が俺の肩を叩たたいた。

「んじゃルシアン、お疲れー」

「明日なー、ルシアーン」

「またね、ルシアン君」

「…………ああ、うん」

　各々輝かがやくような笑顔で言うと、彼らは何ごともなかったようにウェーイと盛り上がり始めた。特に言い返すこともなく教室を出て、充分に離はなれたぐらいでぽつりと言う。

「……お前らにルシアンと呼ばれる筋合いはねえ」

　名前で呼ばれたアコが怒った気持ちがちょっとわかった。

　定期的にうちの教室にＰＯＰするアコがルシアンルシアンルシアンとしつこいぐらいに言う上に、『しょうがないにゃあ、いいよ』事件以降は秋あき山やまさんまでキャラ名で呼ぶもんだから、俺のクラス内では無駄に浸透してる。

「しかし一番の原因は授業中に『次、ルシアン読んで』って言い放った猫ねこ姫ひめさんかもしれん」

　教室は爆ばく笑しようの渦に包まれたけど、猫姫さんだけは『ち、違うのにゃああああああ』って顔をしてた。

　浸透したと言っても、アコや猫ねこ姫ひめさん、瀬せ川がわに最悪秋あき山やまさんならともかく、大して仲良くもないクラスメイトに呼ばれると、からかわれてるみたいで良い気分じゃないんだよ。できればやめてくれないかなあ。

　やっぱああいう奴やつらとは気が合いませんわー、と掃除を手伝ってもらった恩もすっかり忘れて歩いていると、他のクラスにも同じように残ってるグループが居た。

　まったく、さっさと帰れよリア充じゆうが────と思ったけど、違った。リア充じゃなかった。確実にリア充ではないのが混ざってた。

「……アコも居るじゃん」

　放課後の教室に居残って騒さわぐ女子グループの中にアコが混ざっていたのだ。

　コミュ障気味でネットゲーム中毒で学校すら休みまくってたあの『俺の嫁』だ。もうテスト前に入って部活がないので学校に来てなくても驚おどろかないぐらいだったのに、まさかあんなにも馴な染じんでるとはなあ。

　瀬川と秋山さんに両側を挟まれて半ば強制的にって感じだったけど、アコは割と輪の中心に居るように見えた。なにやら雑誌を見せられて、熱く語られてるっぽい。

「ほら、ね！　玉たま置きさんもこういうのいけるって！」

「えー？　それなくない？　玉置さんにはこっちじゃない？」

「は、はあ……」

　きゃーもー、やだー！　という何を言ってるのか俺にはさっぱりわからない会話を、同じようなさっぱりわかってない顔で聞いているアコ。

　あいつやるなあ、という感心と共に、なぜか敗北感がわき上がる。アコのくせに生意気だぞっていうガキ大将みたいな感情で心がざわついた。

　脱だつヲタしてリア充気取ってる友人を見た時のようなこの気持ちは一体何だろう。敗北感なのか劣等感なのか、侮蔑してるのか嫉そねんでいるのか。

「いかんいかん。素直に喜んであげないと」

　旦那役も終了かな、なんてほんのり黄昏たそがれながら教室の横を通り過ぎる。色々迷惑もかけられたけど、アコと一緒の時間は凄すごく楽しかったよ。

　さようなら、少しだけ華やかだった俺の青春。

「も、もう限界です！　こんな、こんな呪われたアイテムみたいなものーっ！」

　なんだかあまり良くない声が聞こえた。

　ちょっと目を向けてみると、泣きそうな顔をしたアコが見せられていたファッション誌を両手で握って破り捨てようとして、瀬川が超困ってて秋山さんが爆ばく笑しようしてた。周りの子がかなり本気で引いてた。
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　ったく、何やってんだかあいつは。

　そんなことしてると折角できた友達が居なくなるぞ──

「──って、マジで何やってんだよアコ！」

「る、るしあんー！」

　俺に気づいたアコが涙目で駆け寄って来た。ちょ、待って、やめて！　ここでそういうことされると、ほら！　女子グループの人に生温かい目で見られてるから！

「聞いてくださいルシアン、酷ひどいんです、酷いんですよ！」

「話は後で聞くけど酷いのはお前だ！」

「ルシアンも酷いですーっ！」

　裏切られた！　って顔をされても、むしろ裏切られたのはこっちだよ。更生したんじゃなかったのかお前は。

「あー、旦那さん来たみたいだし？」

「空気読んで後は任せよっか？」

　爆ばく発はつしたアコの面倒くささを敏感に感じ取り、そそくさと居なくなっていく隣となりクラスの女子。残ったのは未いまだに笑っている秋あき山やまさんと、頭を抱えている瀬せ川がわだけだった。

「……危ない所だったわ。本当に」

「でも気持ちわかるって。私もたまに破り捨てたくなるもんこういうの」

「奈な々な子ことはまた別の理由だと思うわよ、アコのは」

　ここまでフォローを頑張っていたらしい瀬川は疲れ切った様子だった。隠れオタの片へん鱗りんを見せることなくアコを庇かばうのは大変だったんだろう。

「やっほー、西にし村むら君」

「はいやっほー。……んで、何があったの？」

　腰にしがみついたアコを引きずって尋ねると、秋あき山やまさんは至極楽しそうに笑った。

「んーと、玉たま置きさんもちょっとはお洒落しやれしても良いんじゃないかと思って、みんなで小物とか勧めてただけなんだけど」

「あなた俺の嫁に酷ひどいことしますね」

「でしょうっ？　酷いですよね!?」

「ええっ、そうなの？」

　そうだよ、酷いよ。鬼畜の所行だよ。

　アコに──っていうか俺達たちにそんなことしたら拷問に決まってるだろ。

「ほらほら見てください、この『我こそは校内カースト最上位に位置する読モ女子！　ひれ伏せ愚民ども！』みたいなドヤ顔の嵐！　誰だれが楽しくてこんなのを読むんですか！」

「いやそれは流石さすがに読者モデルさんへのイメージが偏りすぎてるけども」

　雑誌の中の人にまで憎悪を向けちゃいけません。

「んー、そうかなあ。結構勉強になるよ？」

「そんな勉強はしたくないです」

　アコはげっそりとうなだれた。キラキラ笑顔の読モさん達に相当なダメージを受けているらしい。

「別に嫌いなら嫌いで良いけど、あたしの本を破るのはやめてくれる？　ほら、返して」

「あれ、これってお前の本なの？」

「……そうだけど、何か文句でもあんの？」

　学校モードの瀬せ川がわは雑誌を奪い返し、若干不機嫌な顔で言った。別に文句はないし意外ってほどでもないけど、ちょっとイメージと違うような気はする。

「二月三月号なんかは新入生向けにメイクの基本とか服の選び方とか初心者向けになってるからね、わざわざ昔のを茜あかねが持ってきてくれたんだけど」

「そもそもレベルを上げるつもりがないんですっ」

　例え初心者向けでも本人が望んでいないと意味がないだろうなあ。

「わかってないわね、アコ。こういうのは逃しちゃいけない重要なアイテムなのよ」

「重要アイテムって言ってもクエスト進めないとずっとインベントリに残って邪じや魔まをし続けるタイプのお邪魔系重要アイテムじゃないですかっ」

「そういうんじゃなくて！　だから、ゲームで言うと！　──あ、ええと」

　何やら言いたいことがあるらしいが、瀬川の歯切れが妙に悪い。ちらちらと秋山さんに視線を送り、言い難にくそうに口をもごもごとしていた。

「…………奈な々な子こ、そろそろ帰った方が良いんじゃない？」

「ううん、まだ時間あるし、付き合えるよ？」

「……そう？」

　こ、これは一般人が混ざってるせいで全開のオタトークができないあの現象！

　秋あき山やまさんにもうバレているとはいえ、隠れオタ継続中の瀬せ川がわにはきついんだろう。焦った顔で辺りをうかがってる。

『ちょっと、奈々子どうにかしてよ』

　瀬川の必死な視線が俺達たちにそう語りかけるが、俺の方も首を振るしかない。

『秋山さんはお前の担当だろ、自分でなんとかしろよ』

『無理です無理です絶対無理です』

『ちっ、使えないわね』

　そんな理不尽な！　いや本当にそう言ってるのかはわからないけど！

「人を置いてけぼりにして目と目で会話するのやめようよー」

「ああ、えっと、そういうんじゃなくてね？」

　瀬川はしばしうんうんと悩むと、ついに決意したのか、ぐっとアコに向き直る。

「こうなったら仕方ない……ええとね、アコ。よく聞きなさい。こういうファッション誌とかはね」

　強く拳を握りしめて言う。

「リアルオフライン職業女子校生用のしたらばまとめ攻略Ｗｉｋｉなのよ！」

「……Ｗｉｋｉ？」

　なんか変なこと言い出したぞこいつ！

「だってそうでしょう！　これを見るだけで肌のケアやメイクの知識、最低限知っておくべきモデル、会話でよく名前の出るブランドまで、一般的なリアル女子校生として生きていくのに必要な全てがわかる攻略情報まとめサイトなのよ！　破り捨てるなんてとんでもない！　Ｗｉｋｉを大切にしない奴やつはあたしが地獄の火の中に投げ込んでやるわ！」

「そ、そう言われると大事な気がしてきますけど……」

　あ、納得するんだ。

　これでアコ的には通じたらしく、微妙な視線をファッション誌に向ける。やっぱり表紙に載ったキラキラ女子は認められないらしい。

「でもでも、攻略はＷｉｋｉが全てじゃないですよ。Ｗｉｋｉが間違ってたり、Ｗｉｋｉより効率が良い方法があることなんて幾らでもありますしっ」

「そういう場合でも野良と遊ぶ時はＷｉｋｉ通りにやんないと、Ｗｉｋｉが全てだと思い込んでる情弱が足を引っ張って面倒臭いでしょ！　だからＷｉｋｉはちゃんと目を通さないと駄目なの！」

「す、凄すごく覚えがありますーっ！」

「覚え、あるんだな……」

　アコはどちらかといえば情弱側だろ、と言いたい気持ちをこらえる。

　言われたら確かに居るけども。Ｗｉｋｉの情報が古かろうが間違っていようが効率が悪かろうが、それでもＷｉｋｉが全てだと思い込んで融ゆう通ずうの利かないプレイヤーって。

「西にし村むら、あんたもそうなんでしょ!?　リアルオフライン攻略用にちゃんと下調べはしてるんでしょ！」

「……まあ、ちょっとは。クラスの奴やつが好きそうな動画とか生放送とか、興味なくても一応チェックするし」

　オタっぽい話題なら全部通じるオールラウンドオタというのもそれはそれで大変なんだよ。

　インターネットカラオケマンとか全然興味ないけど聞くだけ聞いておかないと、ふっと耳にした時にニヤっと笑い合うっていう、オタク同士の隠れたコミュニケーションを取る為ために必要だから困るし。

「……茜あかね、あたし達たちをそういう目で見てたの？」

「そういうわけじゃないけど！　そういう要素もあるって話よ！」

　困惑顔の秋あき山やまさんに瀬せ川がわが必死に言い募るが、欠片かけらも信用できなかった。

　お前完全にリアルオフラインを攻略するつもりでこういうの読んでたろ。あーはいはい、Ｗｉｋｉに書いてあった話をドヤ顔でするｎｏｏｂ乙、みたいなこと考えてたんだろ。

「ともかく！　わかるでしょアコ！　事前に攻略情報を見ないでネトゲなんてしたら他のプレイヤーに差をつけられるのは当然なわけよ！」

「私はそういう初見プレイが好きなんですよう」

「初見が許される時期はとっくに過ぎてんのよ！　職業固定の経験者限定募集、完全作業周回ＰＴしか残ってないのよ、オフラインには！」

「末期ゲーは嫌ですううううう」

「諦あきらめなさい！　あたし達はこのリアルオフラインにしがみつくしかないのよ！　これまでに幾ら課金したと思ってるの!?」

「やめろ、やめてくれ……」

　余りに悲しい会話にこっちまで泣きそうだった。

「ねえ茜、そういう考え方はどうかと思うよ？　みんな義務感で服選んでるわけじゃないし、他の人に合わせて好きなブランド考えてるわけでもないしさ。玉たま置きさんの好きなように、ゆっくりでいいからちょっとずつ……」

「ああもう、うるさいわね！　あんただって全然わかってないのよ！」

「え、ええ？　わたし!?」

「セッテの時よ！　初心者Ｗｉｋｉすら見ないからＬＡであたし達に散々迷惑かけてんのよ！　わかってるの!?」

　大分溜たまってるらしい瀬せ川がわが盛大にキレた。

　秋あき山やまさんが迫力に押されている隙に、さらに文句を続ける。

「大体ね、あたし達たちが奈な々な子こに教えるようなことは全部Ｗｉｋｉ見れば書いてあるのよ！　一人で練習すればすぐできるようになるでしょ！」

「で、でも、折角一緒に遊ぶんだし」

「ダンジョンの基本ぐらい見てこいって言ってるのよ！　そういうのがわかってないから適当に罠わな触りまくって大惨事になったりするんでしょ!?」

「それは悪かったと思ってるけど……」

　確かにセッテさんをダンジョンに連れて行った時、順番の決まっているボタンを適当に押したせいで大だい爆ばく発はつしたことがあったなあ……。

「そういえば昨日も他のＰＴが狩ってる大型モンスターを勘違いで攻こう撃げきし続けて連携をぐちゃぐちゃにしてましたよね……」

「あ、あれは知らなかったからっ、おっきな敵をみんなで倒してるんだと思ってっ」

「知らないは許されないって言ってるでしょ！　知らないって自分でわかってるなら調べろっつうのよ！」

「ご、ごめんね、これから気をつけるから」

　すげえ、なんか攻守が逆転してる。

　あの秋山さんがこんなにしょんぼり謝ってる所なんて初めて見た。

「ほらアコ、リアル側で情弱だとこうなるのよ」

「わかりました。こうはならない為ために頑張って読んでみます」

　アコは力強く頷うなずき、瀬川から雑誌を受け取った。ぺらぺらとページをめくると、攻略サイトを見るような情報しか探していない目で内容を追っていく。その読み方は本当に正しいのか。

　めでたしめでたしと言えばめでたしめでたしなんだが。

「……なんだか納得いかない」

　秋山さんだけは不満げなままだった。

「ええと、話まとまったんなら俺は帰っても良いか？」

「あれ、今日は部活ないんでしたっけ」

「今はどの部活も休みだろ」

「なら私はどうして学校に来たんですかっ!?」

「俺に怒られても」

　というか、仮に部活がなくてもちゃんと学校へは来て欲しいんだけど。

　そんな俺の思いに気づく様子もなく、アコは後悔一杯に肩を落とした。

「半端にクラスの人と絡みがあるせいで、今までよりもっと疲労が溜たまるんですよう」

「わからんでもないけど……」

　慣れない相手と会話するのは寝たふりしてるよりずっと疲れそうだ。

「そうね、あんた達たちは帰りなさい。あたしは奈な々な子ことじっくり話があるから」

「え、ちょっと待って待って、一緒に帰ろうよ」

「いいから残りなさい」

「……んじゃ、お疲れー」

　据わった目つきをした瀬せ川がわを背後にアコへ声をかける。

「ほら、ラスボスはシューに任せて帰るぞ」

「はあい」

　名残惜しげに部室棟に目を向けるアコの背を押し、俺達は家路についた。




「部活はしばらくないんですね……」

「まだ言ってるのか」

　校門を出ても、アコはまだ残念そうだった。

　そんなに部活が楽しみだというのはちょっと嬉うれしかったりもするんだけど、だからといってそれだけが目的になっても困る。

「だって部活の為ために学校に来てるのに、部活がなかったら意味ないじゃないですか！」

　だってこんなことを言い出すし。

「自分の人生の為に学校に来て欲しい」

「ルシアンとの将来の為ならなくはないです」

「将来のことは俺には責任もてません」

　将来のことは将来の俺に考えてもらおう。今の俺は今夜ログインしたら何を狩ろうかなって考えるだけで精一杯だよ。

「でも部活がないってわかると明日から学校なんて来なくていいやって気分になりますよね。特典アイテムが大したことないってわかった後の連続ログインイベントみたいな感じで」

「それでもなんだかんだでログインしてアイテムをもらうもんだろ。頑張れよ」

「知らぬ間に一日だけスルーしてて完全制せい覇は特典がもらえなくて泣くんですよ」

「お前の場合最低ログインノルマが既に怪しいんだよ。頼たのむよ」

　出席日数的な意味で。

　とりあえず最低限のノルマをクリアしないと特典をもらうどころじゃない。

「そうだ！　鯖サバ対抗イベントと同じようなシステムにしませんか？　私が頑張らなくてもクラスの他の人が登校してたら特典がもらえるようにするんです！」

「それ鯖別スレが超荒れるやつだから。お前が白い目で見られるだけだから」

「駄目ですかー」

　しょんぼりと肩を落とし、アコはのろのろと足を進める。

　小さな背中に手を当てて支えてやると、ちょっとびっくりするぐらいに軽い。

「ほら、押してやるから頑張れ頑張れ」

「歩くの辛つらいのでそのまま背中を押しててくださいー」

「体重かけるのやめろ」

「ひゃうっ」

　軽く背中を押すと、アコの軽い体がぽんと前に飛び出した。でもよく懐なついた犬のように、アコはすぐに俺の所に戻ってくる。

　少し気を抜くと体が触れ合うぐらい、凄すごく凄く近い距きよ離りを歩く俺の嫁。

　揺れる黒髪は出会った頃よりも少しだけ長くなったように思う。

　もやもやする。なんか、すごく、もやもやする。

　今だってすぐそこに居るのに、もうちょっとだけアコに近づけるような、近づきたいような、そんな気がする。

「……？　ルシアン」

　そうやって見つめる俺の視線にアコが笑顔で首を傾かしげた。

　やべ、よくわからないけど、滅茶苦茶恥ずかしいこと考えてた。

　見ていたことを誤ご魔ま化かそうと、慌てて口を開く。

「あー、そういや、もうすぐ夏休みかー」

「そうですねー」

　アコは棒読みの俺を特に気にした風もなく言った。

「辛く苦しい学校も終わりの時が来るんですね。これからは夢の毎日が待ってます。昼からゆっくり起き出してネトゲをして、晩ご飯を食べてネトゲをして、夜中までネトゲをして、日が昇った頃に寝るんです」

「俺も似たような生活をすると思うけど、他人の口から聞くと完全無欠の駄目人間だな」

「ＬＡの中も活気が出ますし、イベントも増えますし、やらざるを得ないじゃないですか」

　ネトゲ三昧の生活を想像しているのか、アコはよだれでも垂らしそうなぐらい蕩とろけた顔をしていた。

　確かに俺も夏休みは楽しみだ。

　ネトゲに始まってネトゲに終わる。そんな夏休みこそが理想であり、俺は全力で夏休みを満喫してみせると、神にだって誓える。

　そう、確かに楽しみだよ。楽しみなんだけど……ちょっと気がかりもあったりする。

「しかし学校がないってことはさ、しばらくアコとも会えないんだよな」

「え？　ＬＡでいつでも会えますよ？」

「ＬＡでは会えるけど、生身じゃ会えないだろ」

　どれだけ矯きよう正せいしても未いまだにゲームとリアルをあんまり区別してくれないアコ。こいつにとってはＬＡの中で会えればそれで構わないのかもしれない。

　でも極々普通な俺からすると、仲の良い女の子と一月以上会えないというのは色んな意味で残念なんだよ。

「夏休み中は部活もないんですか？」

「斉さい藤とう先生が会長にマジ勘弁してくれって頼たのみ込んでた」

　部活やる場合顧こ問もんも来なきゃいけないもんなあ。

「そうですか……」

「そうなんだよ」

「……」

「…………」

　なんとなく会話が止まり、そのまま無言で歩く。

　しかし会えなくなって初めて気づく──なんてのはよくあるけど、しばらく会えないんだなって思うだけでこんなにテンションが下がるとは。

「……知らぬ間にアコに汚染されてたのかな、俺」

「や、やめてください、子供の頃に『玉たま置き菌だー、略してタマキンだー』って虐いじめられてた記き憶おくが蘇よみがえるじゃないですか！」

「なんかほんとにごめん」

　トラウマを刺激するつもりはなかったんだ。いや本当に。

「高校でも言われたら今度こそ学校やめますよ」

「そんなガキみたいなことしないって。それにテストさえ終わればしばらくは夏休みだからさ。休みの間に色々落ち着いて、二学期には元の感じに戻ってるかもよ」

「っ！」

　ビクッとアコの体が震ふるえた。あれ、今の何か反応する所だったか？

　ええと、言った言葉は、二学期、夏休み、それから──。

「──テスト」

「っ!!」

　ビクビクッとアコが強い反応を示す。

　ああ、なんとわかりやすい。

　しかしテストって単語にこんなに反応するということは。

「アコ、テスト勉強、ちゃんとしてるか？」

「………………私、将来の夢は主婦なんで」

　目を逸そらして言うアコ。うわあ、これ駄目なやつだ。

　夏休み。一夏の思い出。一夏の経験。

　そんな未来を語る前に、俺の嫁には大きな壁かべが待ち構えているらしかった。
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　ネットゲームにおいて、特にイベントがないのに勝手にログインプレイヤー数が上下する時期ってのがある。

　それは学校の定期テスト前と、定期テスト後だ。

　俺のように不真面目なネットゲーマーは試験期間中も平然とログインするんだけど、やっぱりテスト前は学生プレイヤーの数が減ってるように思う。

　ギルドアレイキャッツもテスト前はなかなか面子メンツが揃そろわないのが普通だった。

　以前は気にしてなかったけど、よく考えればテスト前に居ないってだけで中身が学生なのはバレバレだよな。

　というわけで、絶賛期末テスト前である現在。

　オンラインゲーム『レジェンダリー・エイジ』内にある、俺達たちが溜たまっている酒場には誰だれも居ない──はずなんだが。


◆ルシアン：じゃあ次の問題な。政府から農地を与えてその分の税を徴収する制度をなんと言う？

◆アコ：班田収授法……

◆ルシアン：正解。漢字で書けるようにしておけよ。言うまでもないけど、墾田永年私財法との区別は文章で説明しておけるようにな

◆アコ：あうう……日本史はもう嫌です……漢字が頭の中を踊るんですぅ……



　アコがじりじりと俺から離はなれていく。

　だがその背後には、既にもう一人の刺客が控えているのだ。


◆シュヴァイン：おう、なら数学だ。この俺様が直々に見てやろう。因数分解からやり直していくからノートを出せ

◆アコ：数学はもっといやああああああ



　アコが発狂して酒場から飛び出そうとする。その眼前、酒場から出るワープポイントの前に、なんの脈絡もなく氷の壁かべが突き立った。


◆アプリコット：私のアイシクルウォールから逃げられると思うな

◆アコ：ワープポイントの封鎖は利用規約違反ですよっ！

◆シュヴァイン：ぐだぐだ言わずにやるぞ。三十五ページの練習問題Ａ

◆アコ：おかしいです！　こんなの絶対おかしいです！　ゲームをしてるはずなのに、どう見ても完全に勉強してますよ、私！



　アコの必死の訴えを、俺達は当たり前の様に受け流す。


◆ルシアン：だから勉強してるんだよ

◆アコ：どうして勉強しなきゃいけないんですかあああああ

◆ルシアン：お前が中間テストでとんでもない点数取ってるからだろ！　



　そうなのだ。どうしても嫌な予感がした俺はアコの家まで行って中間テストの結果を見せてもらい、余りの点数にドン引きしたのだ。

　成績悪いって聞いてはいたけど、ここまで凄すごいとは、もう本当に予想外だった。

　このままではアコが一年生をループすることになりかねない。しかし放って置けば勉強するって奴やつでもない。

　何せ俺の嫁だ。俺と同じで、面倒なこと、嫌なことからは可能な限り逃げていくのがアコなのだ。

　そんなアコに無理にでも勉強させる作戦として、こうしてゲームの中で強制的に勉強を教え込んでるわけだ。


◆アコ：いいじゃないですか、一学期ぐらい。例え成績が悪くても夏休みにちょっと補習があるだけですよ

◆猫姫：先生も受験生だけで手が一杯なのにゃ。できれば一年生に補習はしたくにゃいから頑張って欲しいのにゃ

◆アコ：先生の都合なんて知りませんーっ！　数学は昨日嫌と言うほどやったじゃないですか、もう今日はやりませんっ！

◆猫姫：数学が嫌なら国語をするのにゃ。教科書の八十三ページを開くのにゃ

◆アコ：待って下さい、国語の先生に国語の授業をされてますよね!?　もうこれ自体が補習ですよね!?



　アコのある意味正当な反論に、猫姫さんはにっこりと笑顔で言う。


◆猫姫：猫姫さんは先生じゃないのにゃ。でも真面目にやらないと不思議な力でアコちゃんの平常点が減るのにゃ

◆アコ：理不尽ですうううっ！



　あんだけ休み倒してちょっとでも平常点がもらえてる時点で感謝しとけ。

◆猫姫：黙ってやるのにゃ。ここはテストに出したから重要なのにゃ

　猫姫先生の熱血補習ｉｎレジェンダリー・エイジがスタートした。試験直前に先生がおさらいをやってくれてるならちょっとお得感がある。俺も聞こうかな。


◆セッテ：ねーねー西村君

◆ルシアン：誰のことかなー

◆セッテ：ねーねールシアン君

◆ルシアン：おう。なんですかい



　っていうか秋あき山やまさん勉強しなくていいの？

　別に居ても良いんだけどね、アコがちょっと怯おびえるから勉強させやすいしさ。

　秋あき山やまさん──セッテさんは最近覚えたばかりの疑問符をぴこんと浮かべるエモーションを行うと、


◆セッテ：猫姫って人、ここテストに『出した』って言ったよね？

◆ルシアン：何も言うな。メモっとこうぜ

◆セッテ：はぁい

◆アコ：難しい本は嫌いなんですぅぅぅ

◆猫姫：随筆は必須分野なのにゃ、逃がさないのにゃ



　ゲームの中で勉強をさせられるという、やってる方もやられてる方も辛つらい地獄の時間は期末テストが終わるまで続いた。




　逃げようとするアコに無理矢理問題を解かせ続けた甲か斐いがあってか。

◆アコ：切り抜けました……私、やりましたよ……えへ、えへへへへ
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　チャットの文字にすら伝わってくるぐらい壊こわれかけになったアコ。

　しかしその努力は報われ、彼女にもちゃんと夏休みがやってくることになった。


◆シュヴァイン：まさか追試も受ける必要がないとはな。これも俺様の力か

◆アプリコット：そもそも我が校で追試が実施されるのは非常に稀だぞ

◆ルシアン：稀な例になりそうだったんだな、アコ……

◆アコ：ならなかったんですから、大勝利です！



　終わりよければ全てよし、と勝利を誇るアコに、猫ねこ姫ひめさんが少し冷めた様子で言う。


◆猫姫：少なくとも国語はギリギリでアウトだったのにゃ。多分他の教科も若干アウトだったと思うのにゃ

◆シュヴァイン：おい、それはセーフにして良いのか？



　シュヴァインが言うと、猫姫さんはがっと立ち上がり拳を握る。


◆猫姫：先生だからって夏休みが暇なわけじゃないのにゃ！　規定の日数、規定の時間は仕事をして、研修、会議、部活指導に補習授業にゃ！　周りの生徒が休みなだけに余計にストレスが溜まるのにゃよっ！

◆ルシアン：その上でアコ一人の為に補習なんてしてられないですか



　その結果アコがテストをくぐり抜けたのは、果たして良いのか悪いのか。


◆猫姫：大丈夫にゃ。二学期は気をつけて指導をすると会議で決まったのにゃ

◆アコ：問題児ですね私



　何を今更。

　もう随分と前から札付きの問題児でしょうよ。

◆アコ：というわけで、さあ狩りに行きましょうー

　そう言ってアコはよたよたと武器を構える。


◆ルシアン：ふらっふらじゃないか

◆アコ：やれます、私やれますから！



　口ではやる気を見せるものの操作がおぼついてない。

　こりゃ慣れない勉強で本当に疲れが溜まってるな。


◆ルシアン：試験頑張ったんだから今日は早めに寝ろよ

◆アコ：で、でも

◆アプリコット：明日は夏休み前最後の部活がある。学校を休むのは許さんぞ



　マスターが言うと、アコはぴたりと動きを止めた。

◆アコ：……寝ます

　お前明日休む気だっただろ、というツッコミを必死にこらえる。

　授業が何もない、とりあえず学校行けばそれで良い日なんだから、そういう所で失った分の出席日数を稼かせげと言ってるのに。

　それに、それにさ。

　夏休みまでアコと会える機会、凄すごく少ないんだから。

　ちゃんと来いよ、俺に会いに──とは、もちろん言えないけども。


◆ルシアン：アコ、おやすみ

◆猫姫：私も成績つけて寝るのにゃ



　俺の成績もお目こぼしよろしくお願いしたいです。

　アコと猫姫さんは、ぽわーんというＳＥと共にログアウトして消えていった。


◆シュヴァイン：ま、あいつのおかげで俺様の成績は伸びたし、良しとするか

◆ルシアン：え、お前、あんだけＬＡやってて点数上がったのか？

◆シュヴァイン：他人に教えると理解が進むと言うだろ



　いくらなんでも相手がアコじゃちょっと。

　教科書を読み聞かせてるのとそんなに大差ない感じだったぞ。


◆アプリコット：ルシアンは下がったのか

◆ルシアン：現状維持……かな



　猫姫さんのお陰で国語の点数が上がったから、全部足して総合すると中間テストと一緒、というのを現状維持と言っていいなら、だけど。

◆アプリコット：ならば良しとしよう

　うむ、と偉そうに言うマスターの点数がどのぐらいだったのか聞きたくもない。

　そしてその点数を誰だれに自慢するでもなく一人で見つめたのかと思うと涙がこぼれる。


◆アプリコット：では私も落ちるとするか

◆シュヴァイン：じゃあ俺様も



　何となく落ちる流れになったからか、二人も相次いでログアウトしようとする。

◆ルシアン：あ、二人はちょっと待ってくれ

　そんなログアウトラッシュの流れを慌てて引き留めた。


◆シュヴァイン：ん？

◆ルシアン：相談があるんだよ



　俺がそう言うと、二人は同時に　!!　と頭の上にエモーションを出した。

　別にこっちはスネークじゃないぞ。


◆シュヴァイン：おい、なんだその真面目な雰囲気の漂う言い方は

◆ルシアン：割と真面目な話なんだよ



　割と、どころか超真面目な話だったりする。

　ちょっと緊きん張ちようしてる俺の空気を感じたか、マスターは再び椅子に腰を下ろした。

◆アプリコット：面白い、このギルマスに何でも相談するがいい！

　なんで頼たよられたら嬉うれしそうにするんだろこのギルマス。可愛かわいいけど。

◆ルシアン：じゃあちょっとチャットを切り替えて

　ギルドメンバー専用のチャットにウインドウを切り替える。万が一にも、いきなり秋あき山やまさんが現れて聞かれるとか、そういうのは困る。


◆ルシアン：で、相談なんだけどな

◆シュヴァイン：おう

◆アプリコット：ああ



　別にリアルで喋しやべるわけでもないのに、ごくりと唾を飲み込む。

　ほんのりと震ふるえる手で、二度ほど打ち直しながら、チャットを打ち込んだ。




◆ルシアン：アコに告白したいんだけど、どうすればいいと思う？




　─────。

　謎なぞの間が開いた。誰だれも全く動かなくなった。

　あれ？　なんかラグい？　チャット表示されなかったかな？


◆ルシアン：アコに告白したいんだけど、どうすればいいと思う？

◆シュヴァイン：聞いた！　それはもう聞いたわよ！



　シュヴァインが即座に言った。

　おお、中の人になってる。こんばんは瀬せ川がわ。


◆ルシアン：なんだ、返事がないから聞こえなかったのかと

◆シュヴァイン：聞こえてるわよ、わけわかんなくて考えてただけ！



　そんなわけわかんない相談だったかな。

　俺としてはもう二人に頼たよるしかない、ぐらいの意気込みだったんだけど。


◆シュヴァイン：って言っても……告白？　アコに？　なんで今更？

◆ルシアン：なんでって言われると難しいんだけど。リアルのアコとの付き合いもちょっと長くなってきたし、親と会う機会もあったし、他にも色々あってさ



　主に肌色なものを目もく撃げきしたりとか、もっとヤバいものを目撃したりとか。

　流石さすがに俺も腹を決めなきゃいけないかなと思ったわけだよ。

　それに、最大の理由は。


◆ルシアン：もうすぐ夏休みになるだろ。そしたらゲームの外でしばらくアコに会えなくなる。それは……寂しいなあ、って

◆シュヴァイン：あーはいはいわかったわかった



　シュヴァイン──瀬せ川がわは、酷ひどく面倒臭そうに手を振った。

　何だよ、そんなあしらうような言い方しなくても良いだろ。

　普段はコイバナとか大好きなくせにさ。


◆シュヴァイン：したけりゃ勝手に告れば良いじゃないの。んで勝手に付き合えばいいじゃん、あたし達には関係ないし

◆アプリコット：他人事だとまで言うつもりはないが、やはりこれはアコとルシアンのことだ。二人が恋仲になろうと言うならこちらから何を止めることもない



　いやいや違う違う、そんな話じゃない。

　二人とも変な勘違いしてるな、ったく。


◆ルシアン：そういう話じゃないんだよ

◆シュヴァイン：……んじゃどういう話よ

◆シュヴァイン：話なんだぜ



　瀬せ川がわ、別に口調は戻さなくて良いから。

　戻した後もまだ若干おかしくなってるから。

◆ルシアン：アコと付き合っても怒らないか、って話じゃないんだ。それはちゃんと告白が成功した後に相談する

　現代通信電子遊ゆう戯ぎ部での部内恋愛については、後から部長であるマスターに許可をもらいたい。もちろん駄目って言われても引く気はないけど──それは、成功した後の話だ。

◆ルシアン：俺が聞きたいのは、アコにどうやって告白すれば良いかなってことだ

　────。

　また間があった。

　なんか今日ラグいな、鯖サバ大丈夫か。

　最近始まった新しいＭＭＯに鯖使うからって予算ケチってないか。


◆ルシアン：アコに告る場合、どういう風に言えば成功率高いかな

◆アプリコット：言い直さなくて良い、聞こえている

◆ルシアン：ああ、また返事がないからさ



　チャットの不具合かと思ったよ。


◆ルシアン：で、どう思う？　自慢じゃないけど女心なんて全然わからないし、ぜひ相談に乗って欲しいと思って

◆シュヴァイン：どうって……

◆アプリコット：言われても、な



　そろって疑問符を浮かべる二人。


◆アプリコット：例えどんな状況で思いを伝えても、特に結果は変わらないと思うのだが

◆シュヴァイン：もういっそ喧嘩売ってんのかって感じよ



　言葉通り、シューの頭上に怒りマークがひゅんひゅんと飛んだ。

◆シュヴァイン：そんなのどうにでも言えばいいでしょ。何なら今から電話かけて適当に告ればいいじゃない。どうせあの子は断りゃしないわよ

　鼻息も荒く言われた。

　そう思うか、そう思うかシュヴァインよ。


◆シュヴァイン：ったく、真面目な相談とか言うから何かと思えば。言っとくけどのろけは聞く気ないからね

◆アプリコット：収まる所に収まったということだ。祝福してやろう

◆ルシアン：待てお前ら



　勝手に話がまとまったみたいにしてんじゃねえ。

　いつ告っても同じ？　どうせ成功する？

　簡単に言ってくれるじゃねえかこいつら。


◆ルシアン：絶対成功するだとか適当にやれだとか他人事だと思って気楽に言いやがって──あのな、そんな保証がどこにあるんだよ！

◆シュヴァイン：さっきアンタのこと愛してるって言ってたわよ

◆アプリコット：うむ

◆ルシアン：それは『ルシアン』にだろ！　俺にじゃない！



　がっと立ち上がり、俺は心の底から溢あふれ出す不安を文字に変えて叩たたきつける。


◆ルシアン：確かに俺はゲームの中ではアコに好かれてる！　相思相愛だ！　間違いない！　だが、ゲーム外の、リアルの俺がアコに好かれてる自信は欠片もないぞ！

◆シュヴァイン：…………なんでそんな情けないことを自信満々に



　本心なんだから仕方ない！

　『ルシアン』は好きだ愛してる結婚してくれと言われてるけど、リアルの俺を好きだと思ってるとは言い切れない。

　『ルシアン』の部分を別にした俺をアコがどう思ってるのかは、初めて会った日からずっと不安なままだ。


◆ルシアン：だってアコ、可愛いし。俺と話してるときはノリが良いから、うちのクラスにもちょっと気になってるとか言う奴が居たし。俺じゃ高嶺の花っぽいし

◆シュヴァイン：仮に気になった所であんた以外は一刀両断でしょうが



　やれやれと偉そうに肩をすくめるシュー。


◆シュヴァイン：確かにリアルのアコは、性格と髪型と服装だけちょっとなんとかすればモテそうだけどね

◆アプリコット：シュ、シュヴァイン？　それは有り体に言って顔以外は全部駄目だと言っていないか？



　微妙に引きつった様子で言うマスターがスルーされる。


◆シュヴァイン：でも実際にはコミュ障のぼっちで色々どうしようもないんだから、アンタでも釣り合い取れてるんじゃないの

◆ルシアン：かなあ

◆シュヴァイン：調べたら『同じくらいの強さだ』って出るわよ、多分



　それ超幅があるんじゃね？　全く信用できなくね？

　しかし俺でも釣り合うかなあ。だといいんだけど……やっぱ、自信はない。

◆アプリコット：そもそも、だ。私にはアコ君がルシアンを好いているのに、リアルもゲームも関係ないように見えるのだが

　マスターが不思議そうに言う。

◆シュヴァイン：そうよねえ。元々ゲームとリアルを全然区別してなかった子だけど、最近は両親に顔合わせも済んで正式に婚約扱いだーみたいなことを凄く良い笑顔で言ってたし

　あれでもマシになってるんじゃないの、と言う瀬せ川がわ。

◆ルシアン：……俺も、そうだとは思う。正直な気持ちを言えば勝率は高いと思ってる

　アコに振られる自分が想像できないってのもまた事実ではあるよ。

　っていうかそうでもないと、告ろうとすら思わないよ、俺なんて。


◆シュヴァイン：じゃあ告ればいいじゃん

◆ルシアン：気軽に言うなっ！



　軽く言うシューに、俺は吼ほえた。

◆ルシアン：多分成功すると思う、きっと上手くいくと思う、恐らく大丈夫だと思う──結局はその程度の確率だぞ!?　それで言ってみて駄目だったらどうなる!?　

　アコとの居心地の良い関係は完かん璧ぺきにぶち壊こわし。俺は再びギルドを出てソロの身になり、マスターやシューとリアルでも気まずくなる。さらに下手に学校で広まってる分、アコと距きよ離りができると他のクラスメイトにもすぐバレて──。


◆ルシアン：ありとあらゆる意味で破滅だあああああああ！

◆アプリコット：勝率は高いものの、失敗した時のダメージが大きいのは否定できないか……

◆シュヴァイン：別に振られたぐらいでギルド抜けなくて良いわよ？



　残る方がいっそ辛つらいって、そんなの。

　ってかさ、相手がアコだって言っても、ネトゲしかやってないダメオタク系人間の俺に真剣な告白とか本当にきついんだって、怖いんだって。

　何せ告白どころか、まともに恋らしい恋もしたことないんだぞ！

　なんかあの子可愛かわいいなーと思ってたけど話しかける勇気がないから一言も話したことないまま忘れた、みたいなのをのぞくと、アコが俺の初恋だぞ！


◆ルシアン：もう考えてるだけで心臓がヤバイぐらいに怖いんだぞ！

◆シュヴァイン：どんだけ不安なのよ



　人生で最高に不安だよ！

　でもさ、でもさ。

　やっぱり彼女欲しいじゃん。アコ可愛いし。付き合えるもんなら付き合いたいじゃん。

　ちょっとでいいから普通の恋人みたいにしてみたいじゃん。


◆シュヴァイン：……一応聞いとくけど

◆ルシアン：おう？



　と、シュヴァインが俺の正面にまで移動して、睨にらみつけるようにして言った。

◆シュヴァイン：あんた、アコのこと好きなのよね？

　…………ええと、ですね。


◆ルシアン：それ、言わなきゃ駄目か？　どうしても？　考えるだけで顔から火が出そうなんだけど

◆シュヴァイン：……その反応がもう答えじゃないのよ



　だって照れるじゃん。恥ずかしいじゃん。

　アコ以外の奴やつに好きだって言ったこと、これまでの人生で一度もないぞ。

　俺のリアクションに納得がいったのか、シュヴァインは俺から離はなれ、どっかりと椅子に座った。


◆シュヴァイン：あーも、面倒くさいわねー。そんなに好きなら偉そうに『ネットとゲームは別だー！』なんて言わなきゃよかったのに

◆ルシアン：それはそれで後悔してない。今だってゲームのことは抜きでリアルだけの話をしてるのであって……だからこそ自信がないのであって……



　リアルだけの俺って……ダメ人間だよな……。


◆シュヴァイン：ＬＡの中のあんたって、リアルの西村の十倍ぐらいは頼れるわよね

◆ルシアン：わかってるんだよおおお



　くそう、だから相談してんじゃないかよう。


◆アプリコット：外側のルシアンも捨てたものではないと思うが……しかし、アコ相手に成功率の高い告白方法、か

◆シュヴァイン：告り方、ねえ……



　────。

　またしても長い間。

　考えてくれてるの、かね。

◆ルシアン：……女子的な目線から、何かないか？

　恐る恐る尋ねると、二人とも微妙に俺から距きよ離りを取った。


◆シュヴァイン：ええと……マスター、モテそうだし、そういう経験豊富じゃない？

◆アプリコット：馬鹿を言うな。私に恋人が居た時間など一フレームとして無い



　一フレームもないのか、そりゃ間違いないな。


◆アプリコット：大体だな、こんなことはあまり言いたくないが

◆ルシアン：おう？



　俺達たちを悲しげに見て、マスターは言う。

◆アプリコット：いくら課金をしても、恋人はできないのだ

　課金の限界を語るマスターをはじめて見てしまった。


◆シュヴァイン：……できなくは、ないんじゃないの

◆ルシアン：それは多分恋人ではない何かなんじゃ



　悲しい現実だった。


◆アプリコット：むしろシュヴァイン、お前こそ告白されたなどと吹聴していたではないか

◆シュヴァイン：あれは向こうから言われたわけだし……っていうか振ったし。それ参考にしたらルシアンが玉砕するじゃない



　それ絶対に参考にしたくない。

　余りにも縁えん起ぎが悪い、悪すぎる。

　瀬せ川がわみたいに「ネトゲをする時間が減るから」って理由で振られたら死ぬかもしれない。

◆ルシアン：じゃあさ、もし仮に告るとしたら、二人は何て言うんだ？

　参考にならないかな、と聞いてみると、シュヴァインはちょっと間をおいて答えた。


◆シュヴァイン：ええと……俺様が貴様と付き合ってやる、喜べ！

◆ルシアン：シュヴァインの方じゃ無くて、普通に言ってくれ



　そりゃシュヴァインのキャラならそう言うだろうけど。

　しかしシューは少し考えると、

◆シュヴァイン：……あたしが付き合って上げるから、感謝しなさいよ

　何も変わってない返答を出してきた！


◆ルシアン：駄目だこいつ……はやくなんとかしないと……

◆シュヴァイン：だ、だめ？

◆ルシアン：……え？

◆シュヴァイン：こういう告白って、そっちから見ると、駄目……なの？



　らしくもない、不安げな文字が浮かぶ。

　それこそまるで本当に断られたみたいなリアクション。

◆ルシアン：いや、あの……

　まさかの反応に言葉に詰まる。こ、これ瀬川の素なんだ。冗談で言ったのかと思った。

　そうなるとちょっと突っ込みにくいよなあ。

　瀬川のキャラ的にこれが悪いとも言いきれないし。


◆ルシアン：ええと、お前みたいに大抵の相手よりスペック高いならそういうのもありかもしれないけど、俺じゃちょっとなあ

◆シュヴァイン：……それ褒めてんの？

◆ルシアン：かなり褒めたつもりなんだけど



　俺が「アコ、俺がお前と付き合ってやる！」なんて言っても、絶対に成功は──ああ、なんかあいつに限っては凄すごく喜びそう。


◆アプリコット：私ならば、共に世界を支配しないか、と

◆ルシアン：マスター、変なことを聞いて悪かった。本当に悪かった。俺が全部悪い

◆アプリコット：いいか、私もたまには傷つくことがあるのだぞ



　それも含めて、聞いてごめん。

　しかし結局何の参考にもならん。どうしたもんかな。


◆アプリコット：そもそも恋人居ない歴＝年齢の三人で相談しても無益なのではないか

◆ルシアン：根本的なことを言い出したな

◆シュヴァイン：そーねー。ま、明日が夏休み前で最後の部活だから、そのタイミングで告るのは確定として

◆ルシアン：えっ、明日言うの!?　心の準備をする時間とかは!?



　俺の高校生活全部がかかってるんだぞ!?


◆シュヴァイン：別に後でも良いけど、アコだけ呼び出して告るわけ？

◆ルシアン：もっと無理だ、それ



　そんなのプレッシャーが強すぎる。

　むしろ今の俺の心理状態では、アコと二人で出かけるだけでガチガチに固まりそうだ。


◆アプリコット：ならば予定日は明日として、それまでに策を練っておくとしよう

◆シュヴァイン：あたしも一応作戦は考えておくわね

◆ルシアン：ありがとう、頼むよ



　何だかんだで頼たよれるギルドメンバーだ。

　でも……明日？　明日言うの？

「……もう緊きん張ちようしてきた」




　そして運命の朝。

　普段より三十分以上早く学校についてしまった俺は、教室で目を閉じたまま固まっていた。

「おはよ。何よ、意外と落ち着いてるじゃない」

　教室で俺を見た瀬せ川がわが言う。

　落ち着いてる？　落ち着いてるだって？　瀬川の顔を見上げるのにも苦労するぐらいにガチガチに固まってる俺が落ち着いてると言ったのかこいつは？

「お、おち、落ち着いてるように見えるなら、おおおお前の目は節穴だなあ？」

　ま、まだ、まだだまだ慌てるじかじか時間じゃないんだけどどど。

「……その声の震ふるえ方に免じて暴言は見逃してあげる。そんなに緊張してんの？」

　呆あきれたというよりはいっそ同情するように言われた。

　緊張も緊張だよ、当たり前でしょうよ。今日告るんだぞ俺。

「ほら、触ってみろよこれ」

　ひょいっと両手を瀬川の方に伸ばす。小さな指先を俺の手で包み込んだ。

　びっくりするぐらい滑らかな手に触れると同時、ヌチャッという粘着質な音が。

「ちょっ、何これべっちゃべちゃじゃないっ！　うわ、キモッ」

「もう手汗だけで喉が渇くレベル」

「どんな状態異常よ……。どんだけ緊きん張ちようしてんのあんた」

　ただ座ってるだけなのに体感としては死ぬ寸前だなってぐらいには。

　は、はははは……と乾いた笑いを浮かべる俺の視界に、ふっと黒いものが映った。

　俺の正面に立つ瀬せ川がわの背後に、飲み込むように広がる黒い影かげ。

「……ルシアン、シューちゃん、何してるんですか」

　あ、アコっ!?　このタイミングでアコっ!?

　おどろおどろしい声に、びくぅっと瀬川の体が跳ねる。

「ち、ちが、ちがうのよ？　勘違いしないでね？」

「お、おはようアコ。と、とと特に何もしてないぞ？」

　慌てて手を離はなす俺達たちに、アコが白い目を向ける。

「今日に限っては私が正しい気がするんですが……」

　今日に限ってって、普段はちょっと言いがかりだって自覚があったのかお前！

「何もない、何もないから」

「本当ですか？　私しゅーちゃんのお腹なかを裂いた後でルシアンの頭を抱えて船に乗らなくて大丈夫ですか？」

「かーなーしーみのー」

「しっかりしろ瀬川！」

　告白しようとしてた相手にナイスボートされるー！　やめてマジやめて！




　ぐるぐる目のアコを何とか落ち着かせ、何をやったかもわからないホームルームの時間が終わり、ついに放課後がやってきた。

　現代通信電子遊ゆう戯ぎ部、夏休みを前にした、今学期で最後の部活。

　ミーティングがあるので必ず出席するようにとマスターから連絡が回っている。学校には来てたんだし、アコも絶対に来るだろう。

「……あんた、普段そんなに歩くの遅かったっけ」

「昔はこんなに歩くのが遅くはなかったが、膝ひざに矢を受けてしまってな……」

「アコに治してもらいなさいよ」

　いーやーだー。

　重くなる足。痛いぐらいに強まる鼓動。

　どれだけのろのろと歩いても部室はしっかり近づいてくる。

　ゆっくりと部室のドアを開けると、マスターが一人ホワイトボードに書き物をしていた。

「来たかルシアン。……ふむ、思ったより落ち着いているな」

　マスターは俺の顔を見て満足そうにそう言った。

　このガッチガチになった俺のどの辺がそう見えるんだ、おい。

「さっきまで唇が真っ青だったからちょっとリップ塗ってあげたんだけど」

「ギリギリだなルシアン」

　それは顔が青ざめるぐらいに緊きん張ちようしてるからか、瀬せ川がわに顔をいじられるという羞恥を受け入れるぐらいに余裕がないという意味か。

「俺、この部活が終わったら、アコに告白するんだ……」

「落ち着きなさい落ち着きなさい」

「実はもう花束も買ってあったりして……」

「やめろルシアン、台詞せりふに死相が出ているぞ！」

　ああ、自じ爆ばくするのがこんなに気持ちが良いなんて。

　流石さすがに花束は嘘うそだけどな。

「こんな部室にいられるか……俺は自分の家に帰るぞ……」

「追い詰められてるわね、あんた……」

　限界ギリギリアウトなんだよ。

「ともあれ二人で作戦は考えておいた。告白する前にこの紙を見ると良い」

「お、おお……本当に考えてくれたのか」

　マスターから二つ折りになった小さなメモを渡される。

　表の部分には、瀬川が書いたらしき丸文字で、頑張れ！　とメッセージが。

「がんばんなさいよー」

「ありがとう、二人とも」

　まだ結果が出てないのに、すでに涙がこぼれそうだよ。

「頑張ろう、リア充じゆうになろう……」

「死亡フラグたてるのはやめなさいってば」

「アコはまだ来ていない。少し落ち着いてはどうだ」

「そうだな、深呼吸でもするか」

　すー、はー、と息を整えると、ちょっと心臓の鼓動が収まってきた。

「すー、はー、すー」

「こんにちはー！　あ、ルシアン！　聞いてくださいっ！」

「がっふげっふごっふ！」

「だ、大丈夫、西にし村むら!?」

　吸った瞬しゆん間かんに、吸った瞬間に来るから！

　思いっきりむせる俺に、アコがにこにこと笑顔で寄ってくる。いつも通りのアコなのに凄すごく緊きん張ちようする。うっわ、なんだこれ。

「ルシアン？　大丈夫ですか？」

「へ、平気……。遅かったな、アコ」

「すぐ来ようと思ったんですけど、途中で何度も先生に捕まっちゃって」

「補習とか言われたのか？」

「夏休みの宿題が増えました……」

　残念ながら無罪放免とはいかなかったらしい。

「それぐらいで済んで良かったではないか。もとより自習に励むのが夏休みの正しい過ごし方だぞ」

　正しい、かなあ。青少年としてそれでいいのかなあ。

「私はルシアンと退廃的な夏を過ごしたいんですけども」

「俺だって過ごしたいっつの……」

「はい？　なんですか？」

　なんでもありませんー。

　大声で言えるわけもないので、誤ご魔ま化かすように目を逸そらす。

「はいお待たせー。みんなそろってるわね？」

　顧こ問もんの斉さい藤とう先生もやってきた。これで部活開始だ。

　いつも使ってるパソコンデスクに座ると、こちらもいつものようにアコが隣となりにやってくる。何もおかしくはないのにびくりと体が震ふるえる。

「ルシアン？」

「いや、別に」

　アコから明らかに不ふ審しんそうな目で見られてるって。どうすんだよ俺。今日は大事な日だってのに。

「では部活を始めるぞ。ルシアン、パソコンは起動しなくていい。今日はただのミーティングだからな」

「あ、悪い」

　横にアコが座ったのに動揺して思わずやっちゃった。一つだけカリカリと音を立てる俺のＰＣが恥ずかしい。

　そんな俺に微かすかに苦笑して、

「ではあらためて」

　マスターは咳せき払いをすると、俺達たちを見回した。

「皆、定期試験はよく頑張った。一人の脱落者もなく無事に夏休みを迎えられるのは大変喜ばしいことだ。しかし油断はするな。各々が誇りある現代通信電子遊ゆう戯ぎ部員である自覚を持ち、向上心を忘れずに有意義な夏休みを過ごして欲しい」

「生徒会長みたいなこと言うわね」

「あの、マスター生徒会長ですよ」

「……そだな」

　瀬せ川がわのボケに真面目に対応する余裕もない。

「夏休み中の部活動だが、顧こ問もんの斉さい藤とう教きよう諭ゆの強い要望もあり、基本的にはなしということになった」

「みんな、ゆっくりしていってね？」

　斉藤先生がにっこりと言う。

「来なくて良いって言うなら来ないけど……顧問が部活すんなって言う？　普通」

「普通のクラブは先生を脅迫したりしないのよ？」

　先生の言葉には若干の悲壮感すら漂っている気がした。

「なお先日話した合宿は予定通りに行う。夏休み最初の週末は開けておくように。詳しい日程については追って連絡する」

　さて、と言葉を切る。

「とりあえずは以上だが、質問は？」

　ヤバい、ミーティングが終わる。あっさり終わる。

　どうしよう、まだ全然落ち着いてないのに。

「はい！」

　と、アコが手を上げた。

　何を聞くんだこいつは、と思ったら。

「夏休み中のギルド活動はどうしますか！」

　ゲーム内の予定を聞き出した！

「それ、こっちで聞く？」

　相変わらずゲームとリアルを気にしないアコだ。

　だがマスターの方は特に気にした様子もなく答える。

「ギルドアレイキャッツについては平常運行を予定している。私は親の付き合いや勉強もある。昼間から入り浸りというわけにはいかんな」

「あたしはどーかなー、あんまりゲームばっかりしてると怒られるだろうし、友達と出かけたりもするし」

「夏休みは、友達と、遊びに出かける……ですって……」

　瀬川の言葉にアコが絶句した。

「なんてリア充じゆうな。まさか身内に敵がいるとは思いませんでした。夏休みなんてネトゲしてネトゲしてネトゲして宿題しないで終わるものでしょう！」

　宿題はしろよ。また二学期苦労する羽目になるぞ。

　そんなアコに、瀬せ川がわはやたらと冷たい視線を向け、

「……彼氏と出かける方がよっぽどよね」

「……はい？」

「べっつにー」

　ふーん、と顔を背ける。

　何その俺の死亡フラグみたいな言い方！　やめろって、マジやめろって、そういうのほんとやめろって！

「というわけで、ギルド活動はその時に居るもので行う。要するにいつも通りだ。ただし──そうだな、こちらの話もしておこう」

　マスターは、うむ、と大きく頷うなずいた。

「いいかお前達たち、夏休みはＬＡ内での活動についても日頃以上に注意を払うように」

「何よ注意って」

「夏というのはゲーム上でも危険な時期なのだ」

　カーテンの隙間から差し込む日の光を示して言う。

「毎年の風物詩だが、夏休み中は迷惑行為を平然と行う迷惑プレイヤーの増加が懸け念ねんされる。いわゆる夏なつ厨ちゆうというものだ」

「あー、単語は聞いたことあるわね」

「ナツチュー？」

「こらアコ、単語が危ういからやめろ」

　電気を出すネズミみたいだろ。

「要するにクレクレや寄生、地雷プレイを行う輩やからが夏限定で多発するわけだ。そうしたプレイヤーから直接迷惑を被る以外にも、普段なら見逃されるようなちょっとしたミスが過剰反応されて名前を晒さらされるといった副次的な危険もある。各々で自衛を怠らないように」

「くれくれ、きせい、じらいぷれいって何です？」

「要するにあんたのことよ」

「わ、私ですかっ」

　アコがガーンとショックを受けた。ヤバそうな奴やつだってのはわかってんじゃないか。

　そして確かに否定はできないんだけど、今日の瀬川はなんかやたらとアコに厳しいな。

「また単純に人が増える為ため、それを狙った詐欺行為なども増加する。これはゲーム内での情報だが、最近アカウントハックの被害も増えているらしい。まめなパスワードの変更やセキュリティトークンの導入などを検討するように」

「面倒臭いわねー」

　垢アカハックかあ、厄介だな。

　セキュリティトークンってのはパソコンと繋つながってない外部の機器を認証に使って安全性を高めるものだ。認証サーバと同期したワンタイムパスワードが一定時間ごとに表示されてそれを入力しないとログインできなかったり、ＵＳＢにトークンを接続して認証しないとログインできなかったり。種類は色々だけどリアル側にも必要なアイテムを用意しない限りはログインできないって道具なのだ。自分以外には絶対にログインできなくなるので、非常に高確率でアカウントハックを防止できる。

　俺も必要だとは思ってるんだけど、色々と面倒臭いから使ってないんだよなあ。

「俺もまだトークンは使ってないし、アコは……」

「？？？？？」

　ああ、アコの頭に凄すごい数のクエスチョンマークが浮いてる。

　わかってない子だ、こいつ。

「もう勉強は真剣に嫌なんですけど」

　大丈夫、これは勉強の話じゃなくてゲームの話だから。

「垢アカハックってのは、自分のゲームアカウント、そして自分のキャラクターの中に他人が入って来て、勝手に迷惑行為をされたり、アイテムやお金を奪われたりすることだ。セキュリティトークンってのは、それを防ぐためにある道具で、ＬＡでは認証サーバと同期したワンタイムパスワードが一定時間ごとに表示されて……」

「……（にこにこ）」

「その……」

「……（にこにこ）」

　アコが凄く綺き麗れいな笑顔で俺を見つめている。その大きな瞳ひとみを覗のぞき込めば、鏡のように俺の顔が見えそうな気がするぐらいだ。

　こんな時に向けてくるんじゃなきゃきっと見み惚とれてたんじゃないかと思うけど。

「……わかんないか？」

「はいっ」

　返事にも笑顔にも一片の曇くもりすらなかった。

　アコにセキュリティトークンの導入法を仕込むのは余りに難題か……。

「……マメにパスワードを変えなさい」

「はーい」

　致し方ないので対症療りよう法ほうである。

「ってかさ、ゲーム内で詐欺とかあんの？」

　瀬せ川がわがつんつんとモニターを指す。

「あるぞ、幾らでも」

「マジで？」

　瀬川は本気で意外そうに言った。

　あれ、なんだ知らないのか。

「ふむ、そうだな、例としてはオレオレ詐欺がわかりやすいか。シュヴァインも気をつけねば危ないぞ」

「あたしは実家のおばあちゃんか何か!?」

　そのオレオレ詐欺じゃなくて。

　オレオレ、そうそうタカシだよ、みたいな詐欺じゃなくて。

「違う違う、もっと簡単で、もっと厄介なもんだよ」

「簡単で厄介？」

「そうだ。例えばだな、シュヴァインがＬＡ内、いつもの酒場でアイテムを整理していたとしよう。そろそろ他の面子メンツも集まるのではないか、という時間だ」

「ん」

　想像しているのか、瀬せ川がわは中空に視線を向けて答えた。

「そこに『ルシ☆アン』という名前の初期キャラクターがやってきた」

　無駄に据えられているホワイトボードに『ルシ☆アン』と大書きするマスター。

「あんたもうちょっと考えて名前つけなさいよ」

　瀬川が俺に向かって、呆あきれたように言う。

　そんな身に覚えのないことで説教をされても困る。

「そうだ、シュヴァインのそのリアクションが問題だ」

「は？」

　きょとんとする瀬川を置いて話が続く。

「そのルシ☆アンがシュヴァインに言った。新キャラを作った所だからちょっと１００ｋ程貸して欲しい、と。どうする？」

「別に良いけど」

「うむ。大した金額ではないと考えたシュヴァインは気楽に貸してしまう。そしてルシ☆アンは礼を言って去って行き、しばらくすると『ルシアン』が現れる」

　俺を示して言うマスター。

「キャラ戻したならお金返しなさいよ」

「俺は知らないぞ？」

「はあ!?　あんたが借りたんでしょ!?　名前に☆がついてるから俺じゃないとか言い張る気？　何よそのくだらない詐欺！」

「うむ、詐欺だ。だが犯人はルシアンではない」

　無駄に悪人な笑みを浮かべるマスター。やたらと楽しそうだな、おい。

　マスターは俺の隣となりのアコに視線を向ける。

「アコ君ならどうする。同じ状況でルシアンに金を要求されたら」

　言われたアコは首を傾かしげた。

「私が借りるならともかく、ルシアンが私からお金を借りるなんて絶対におかしいと思うんですけど……それ本当にルシアンですか？」

　アコが想定してる二人の関係ってなんか偏ってない？　いや、いいけどさ。

「そうだ！　その通り！」

　マスターは『ルシ☆アン』の文字に大きくバツ印を書き込んだ。俺がダメ扱いされたみたいでなんか切ない。

「ここを拠点にしている『ルシアン』というキャラクターがいることを知って、『ルシ☆アン』を作成した、我々の知らぬ人物──それこそが詐欺師だ」

「ニセルシアンってこと？」

「ばかもーん、そいつがるしあんだー！」

　アコは妙に嬉うれしそうに言った。

「とっつぁんじゃないとわかんないわよそんなの……」

　そう、わからないんだよな。

　俺だって下手したらわかんないよ。

「その通りで、見極めるのが非常に難しい。名前しか表示されないタイプのゲームでこの手の詐欺を行われると、現実のオレオレ詐欺よりもずっと成功率が高い」

「いいわよ別に、１００ｋぐらい……」

「被害が少なければ問題ないかもしれん。しかし廃人同士であればＭ単位の貸し借りも行われるし、少し手間をかければ一気に被害は増える」

「あの時貸してた装備を返してくれー、とかな」

　俺が言うと、瀬せ川がわははっと目を見開いた。

「もしそう言われて、『ルシ☆アン』にヴァレンティヌスの鎧よろいを返したら……」

「即日露ろ店てん行きだろうな」

「いーやー！」

　っていうかあれ返せよ。じゃんけんで勝ったの俺だぞ。ずーっとお前が使ってるのはおかしいだろ。

「ルシアンとアコのように、よく通じ合っているなら問題はないが……」

　ちらりとこちらを見る。

「常に疑う必要はないが、違和感を覚えた場合は確かめるように。中にはゲーム内での会話を盗み聞きし、本人になりきって高額装備を借りていく強つわ者ものなどもいるようだ」

「みんな気をつけなさいよー。インターネットにも悪い人は居るんだからねー」

　今になって先生のようなことを言い出す猫ねこ姫ひめさん。

「先生居たんですか」

「居たわよ。ずっと聞いてたわよ」

「聞いてちゃだめでしょ、聞いてちゃ」

　こういう話はもともと先生の仕事なのに、ほえー、って生徒みたいな顔をしてたからなあ、猫ねこ姫ひめ先生。

　そこにマスターの冷静な声が重なる。

「そういう場合、特徴的な喋しやべり方、例えば語尾に『にゃ』を必ずつけているなど、真ま似ねしやすい人物が使われやすいので、特に斉さい藤とう教きよう諭ゆを疑うように」

「にゃふっ!?」

　あ、先生が噴ふいた。

「確かに、にゃーにゃー言う人なんて先生以外には居ないですよね」

「あの口調で中身がコレって時点で詐欺みたいなもんだけど」

「実際俺は詐欺られたようなもんだし」

「……あなた達たち、テストが終わったからって油断してるみたいだけど、通知表を返すのは終業式よ？」

「ほんっとすいませんでした！」

　三人揃そろってノータイムで頭を下げる。

　調子に乗りました。もうやりません。

　何を言った所で、一般プレイヤーはＧＭに勝てないのだ。

「夏場はプレイ人口が増える為ため、こうしたちょっとした詐欺を働くような悪人も増えてしまう。身の安全が一番大事だ。事故なく夏休みを過ごすようにな」

「はーい」

　アコが元気に答えた。

　馬鹿な話をしたせいでちょっと落ち着いてる。その点では助かった。

「では……今日はこれまでだ。次に会うのは合宿だな」

　マスターがそう言って話を終えた。

「言いたいことは全部言われたし、顧こ問もんからはとくになし。みんな元気でねー」

　先生は気楽に手を振る。

「ああ、夏休み！　麗うるわしのさまーばけーしょんですよっ！　やりましたね！」

　アコは普段通りで何も変わらない。ここからも普段通りだとすると、俺と一緒に帰るんだけど……。

　マスターと瀬せ川がわに視線を向けると、

「ああ、私とシュヴァインは少し用事がある。先に帰っていて良いぞ」

「用事ですか？」

「ああ。少し、な」

　そう言うと、マスターは俺ではなく、なぜか瀬せ川がわの方に目配せをした。

「だから、あたしはいらないっつってんのに」

「……？」

　俺とアコを二人にするように気を使ってくれてるのかな。悪い、二人とも。

　制服のポケットに入ったメモを一撫なでして、大きく息を吸い込む。

「よし、んじゃ……帰るか」

「はーい」

　アコはにこにこと俺の隣となりに並んだ。

　踏ふみ出す足が緊きん張ちようで震ふるえた。




　いつも通り、アコと二人で通学路を歩く。

　通いなれた道が違うものにみえる──なんてことはなく、普段と変わらないからこそ緊張が高まる。この空間でいつもと変わっているのは俺だけだ。

「合宿って何をするんでしょうね」

　アコが嬉うれしそうに言う。明日から休みだからか、アコがご機嫌なのは幸いだった。

　俺と会えなくなるのは気にならないのかな、というのが不安要素だけど。

「とりあえずネトゲをするってことだけは間違いないと思うけど」

「またヘッドショットもしたいです」

「それはやめてくれ」

　休みが終わったら嫁がスナイパーになってましたとか、絶対に遠えん慮りよしたい。

「そういえば、これはヒミツにするように言われてたんですけど」

「うん？」

　アコが内緒話でもするように顔を寄せる。

「水着を用意しておけとマスターに言われました。なのできっと海に行くんじゃないかと」

「それ俺に言っちゃだめなやつじゃないか？」

　いきなり水着で出てきてびっくりさせるとか、そういうのを企たくらんでたんじゃないのか、マスターは。

「私がルシアンに隠しごとをするわけないじゃないですか。言っちゃったマスターが悪いです」

「最近も俺にでっかい隠しごとをしてなかったか？」

　カッター用意したりとか、学校やめようとしたりとか。

「私のログには何も残ってませんよ？」

「都合の良いログだな、それ」

「えへへ」

　笑って誤ご魔ま化かすアコ。

　あー、落ち着く。

　アコととりとめもないことを話すこの空気が好きなんだよな。

　普通のクラスメイトと話してるとさ、話し終わった時とか、話してる最中とか、ふとした時に凄すごく後悔するんだよ。『あんなこと言わなきゃよかった』『余計なこと言い過ぎた』『ウザい奴やつだと思われてないかな』ってさ。

　でもアコと話してるとそういうのがない。

　ふわふわと好きなことを話して、何を言っても気にならない。

　他に代えられない、アコとの空気。

　それが、告白して失敗したりすると──ぶち壊こわしになるかもしれない。

「……やっぱやめようかなあ」

「……？　はい？」

「い、いや」

　やっぱやめようかなあ。このままでいいんじゃね？　友達以上恋人未満、ただし夫婦、みたいなのでよくない？　って誘惑が凄い勢いで襲おそい掛かってくる。

「えっと、それでですね。問題の水着はまだ買ってないんですよ」

「ほう」

「なのでお聞きしたいんですが、ルシアンはどんな水着が好きですか？」

「なんで俺に聞くの。自分の好みで選べば良いだろ」

「ルシアンに見せるのにルシアンの好みを聞かなくてどうするんですかっ」

「見せるとか言うのやめて欲しいんだけど」

　通りすがりの人に聞かれたら問題になりそうな発言だ。

「じゃあ私の水着なんて見ないって言うんですか!?」

「いや目の前に出てきたら見るけど。ボス倒した後のドロップ画面ぐらい見るけど」

　一通り全部見た後でさらにもう一度全部確認して、これが一番気になる！　って思った所をガン見するよね。

「ですよね。ルシアン、私が脱いだ時も凄く見てましたもんね」

「それは忘れて欲しい」

「駄目です。責任とってもらいますから」

　楽しげに言われた。

　うう、やっぱダメだ。この状態で曖あい昧まいにするのは流石さすがに良くない。

　アコに対して、直結よりさらに悪いことしてる気がする。自分の気持ちもいつまで抑えられるか自信がない。

　言わないと。言わないと。

　でもどうしよう、どうやって言おうどうやって。

「というわけで希望を聞かせて下さい。何もなかった場合は中学のスクール水着になります」

「へー」

　どうしようどうしようどうしよう。

「買ったのが中一の頃なので今着るとかなりサイズが厳しいと思うんですけど、意外とルシアンはそういうの好きなのかもと取ってあります」

「そうなんだ」

　なんて言おう何て言おう。

「ただあの、多分着るのも脱ぐのも大変なので、事前にハサミの用意をしてもらえると」

「待ってちょっと待ってその話ストップ」

　流石さすがに気づいてちょっと待ったコールを入れる。

「俺がぼんやりしてる間に話がおかしな方向に行ってないか」

「私の中では予定通りなんですけど」

　それはお前のスケジューリングがおかしい。

　何をどうなったら中学時代のぱっつんぱっつんなスク水を着る話になるのか。そして俺が水着をハサミで切り裂く話になるのか。

　思わず考えちゃっただろ、びりびりのスク水着たアコの姿。

「むしろぼんやりしてるのがおかしいです。私はルシアンが見抜きできるぐらいの水着を考えてるのにっ」

「俺が見抜きプレイヤーみたいに扱われてる……おかしい、こんなことは許されない……」

　俺はどこに出しても恥ずかしくないぐらい一般的な高校生なのに。

「大体アコ、俺がそれ着てこいって言ったら本当に着るの？」

「そ、それは」

　その返しは想定外だったのか、アコはあうあうとひとしきり困った後、

「スクール水着さえ着ればルシアンが獣けもののように私を襲おそってくれるって言うなら恥を忍んで着ますけれども」

「どうしてそういうことが起きると思った！」

「スクール水着に、対ルシアンのタウント効果がついてるんじゃないかと」

「ないから！　どっちかっつーと敵対値が下がるから！」

「スク水は効果薄うすですかー」

「当たり前だろ……ってだから、こういう会話がダメなんだって！」

「はい？」

　アコがきょとんと首を傾かしげる。

　そうだよ、こういう会話ばっかりだから、タイミングが掴つかめないんじゃん！

　真面目な話をするタイミングがつかめないからいつ言うか悩むんだよ！

「あ、そうだ、アコ。そこの公園寄ってかないか」

「公園に寄り道とかリア充じゆうっぽい！」

「だ、だろ？」

　俺はお前とリア充になりたいんだけどなあ。




「木が一杯だとこんなに涼しいんですねー」

　日差しから逃れて木陰を歩く。

　確かに自然が増えると随分と気温が下がったように感じられる。

「ＬＡにあるジャングルのＭＡＰも涼しいんでしょうか」

「ジャングルは別だと思うよ、俺は」

「不思議だったんですけど、雪国ＭＡＰの横に出ると即草原だったりするネトゲの世界ってどういう風にできてるんでしょうね」

「その辺を調整したせいで隣となりの町に行くのに数時間かかるゲームがあってだな」

「シームレスの良し悪あしですね」

「オープンワールドも使い方次第だからなあ」

　──ええと、どうしよう。わざわざ公園まで来たのに雰囲気が変わらない。

　アコとのこういう雰囲気が好きなんだよ。それは事実だよ。でも今は困るんだよ。

　どうしたものか、とポケットに手を入れると、指先が紙片に触れた。

　おっと、そうだ、あのメモ。

　シュヴァインとマスターの告白作戦が書いてあるはず。

　太陽を見上げて、日の光に弱い吸血鬼みたいに目を細めるアコ。その視線から逃れ、隠れてそっと開いてみる。

　上の部分にはやたらと達筆で、端的な文字が。




　アプリコットの作戦：当たって砕けろ




「……ざっけんなよ」

　あいつマジつかえねえ。

　一フレームも恋人ができないまま終われば良いのに。

　次に下側を見てみる。

　女の子らしい丸文字で書かれた文字。

　シュヴァイン様の作戦

　自分で様を付けるかあの野郎。

　その下を見てみると。







　良い雰囲気にする→告白する→[image: 大成功！]　[image: 大成功！]




　シャキーンじゃねえよ！

　最初の良い雰囲気にする所で失敗してるんだよ！

　こいつら真剣に手伝う気ないな……くっそ……。

　舌打ちでもしたい気持ちで紙を閉じる。

　すると裏側に、何か追記してあるのが見えた。

　小細工をせずに素直な気持ちを伝えてこい

　駄目だったら幾らでも愚痴に付き合って上げるから、やりきってきなさい

「……あいつら」

　やっぱり良い奴やつらではあった。

　あいつらの気持ちに応えるためにも頑張りたい。頑張りたいんだけど。

「でも……良い雰囲気ってどうやって作ればいいんだ？」

「はい？」

　はっ、思わずアコに聞こえる声で言ってた！

　本人に聞いてどうすんだよ、本人に！

「お、恐ろしいことを聞きますね？　雰囲気の壊こわし方ならわかりますけど、作り方なんて」

「……一応聞くけど、仮に壊すとしたらどうするんだ？」

「例えばですねー。盛り上がってるクラスメイトの近くで聞き耳を立てながらも、私は聞いてませんよーって振りをしてる時とか。気遣いキャラの子が『玉たま置きさんはどう思う？』って話を振ってきたら『──は？』って、何を親しげに話しかけてるんですかあなたは的な空気を作りながら言うんです。するとさっきまでの楽しげな雰囲気が一いつ瞬しゆんで」

「ごめん聞いた俺が悪かった」

　実体験すぎて胸が痛い。アコはここまでどんな生活を送ってきたんだ。

　泣きそうになった俺に、うちの嫁はむしろ機嫌よく微笑ほほえんだ。

「だからルシアンと一緒だと凄すごく楽なんです」

「え？」

「だって、ルシアンとならいつだって良い雰囲気じゃないですか。やっぱり夫婦ですよね」

　ゲームだったらハートマークでも表示されそうな、アコのテンション。

　一緒に居るだけで勝手にお互いの好感度が上がっていくような、バグキャラみたいな奴やつ。

　こんなやつだから俺は、らしくもなく勇気を絞り出して、こんな所まで来ちゃったんだよ。

　もういい。この責任、アコにとらせてやる。

「なあアコ」

「はい？」

　足を止めた俺に、アコも立ち止まって体を向ける。

　俺を軽く見上げる彼女。そっと右手を伸ばして、顔を隠そうとする髪を横に流す。

　触れる俺の手に何の不安も抱かず、信しん頼らいに満ちた瞳ひとみが俺を見つめている。

　左手に強く強くメモを握りしめる。

「アコ────」

　呼びかける言葉は噛かまなかった。

　それだけを救いに、ぐっと唾を飲み込んで、続ける。

「俺と、付き合って欲しい」

「………………」

　返事はなかった。

　ぽかんと、呆あつ気けにとられたように停止するアコ。

　もう一度、体に残った気合を絞りつくして口を開く。

「俺と恋人になってくれ！」

　──ふっと、太陽を雲が覆おおった。

　少し冷たい風が俺とアコの間を流れ、彼女の髪がふわっと広がった。

　アコの表情が、隠れる。

「あ、あの……」

　風が止まって、再び見えた時。

　そこには、酷ひどく困り果てた──そう、それこそ『友達だと思っていた相手に想定外に告られて困惑する女の子』みたいな顔をしたアコが居た。

「えっと……」

　さっきまでとは違う意味で汗が止まらない。

　今までも何度もあった、調子に乗って失敗をした時の、あの圧倒的な後悔が襲おそってくる。

　大好きなはずのアコの声をこれ以上聞きたくない。

　でもそんな俺の気持ちなんて気にするはずもなく、アコの口がもう一度動く。




「──嫌、です」




　聞き違えようのないぐらい、はっきりとした言葉だった。

　俺の手から、ぽとりと、もう用のなくなった紙切れが落ちた。
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　ゆっくりと店のドアを開くと、涼しい空気が俺の全身を包み込んだ。

　冷や汗でぐちゃぐちゃだった全身が一気に冷やされて気持ちが悪い。

「いらっしゃいませー。お客様、一名様でよろしいでしょうか？」

「──っ」

　一名様。

　店員さんの何の悪意もない言葉に息が詰まる。

「……え、ええと、先に連れが来てて」

「ああ、いらっしゃっています。どうぞこちらへ」

　一度来たことがある店だ。そう、最初のオフ会で使ったあの店。

　そしてそこで待っているのもあの時と同じ面子メンツだ。

「お、おつかれさま」

「……うむ」

　案内された席に向かうと既に二人が待っていた。

　難しい顔をしたマスターとひきつった笑みを浮かべた瀬せ川がわ。

　あの時と同じ場所。同じような面子。ちょっと緊きん張ちようした、あの時と同じ空気。

　でも──アコが居ない。

　アコは、俺と一緒に居てくれなかった。

「悪いな、わざわざ来てくれて」

　半分泣きながら玉砕報告を送ると、二人は即座に、駅前の店に来い、と言ってくれた。

　最悪な気分だけどそれでも俺の為ために来てくれる人が居るってだけでいくらも救われる。

　本当にありがたい仲間だよ。

「それにマスター、わざわざ店まで頼たのんでくれたのか」

「最初からシュヴァインの残念会をな」

「だから違うっつってんでしょ！　大体、残念会とか今は…………あ」

「気にしなくていいって」

　実際残念会なわけでな。

　力の抜けた体で、俺も椅子に座る。

「…………」

「…………」

「……っ！」

「……～～！」

　まるで何かを押し付けあうかのように何度も何度も視線を向け合った後、瀬川が俺の横にやって来た。

「あの……ええと、聞いて良いのかわからないんだけど」

「ああ」

「……振られたの？」

「……ああ」

「マジで？」

「マジだよ」

「本当に？」

「本当だって」

「何かの勘違いとか、不幸なすれ違いじゃなくて？」

「はっきり言われたよ」

「本当の本当に、西にし村むらがアコに告白して振られたの？」

「そうだよアコに振られたんだよ、さっきからずっとそう言ってんだろ！　何回言わせるんだよ、イジメか!?　イジメなのか、ああん!?」

「ああっ、ごめんね、私が悪かったわ！　ほら、甘いものでも頼たのむ？　パフェとかはどう？　ちょっとは元気が出るわよ？」

　瀬せ川がわの優しさが痛い。それにちょっと嬉うれしそうでむかつく。

　リア充じゆうになれなくてざまあって感じかこの野郎。

「アコ、何考えてるのかしら。こんなにも酷ひどいはしご外しは初めて見たわよ」

「完全無欠にお断りされたからな……ははは……」

「しかし信じられんな。あのアコ君が」

　むむむ、とマスターが唸うなる。

「俺だって信じたくないよ……今でも……」

　なんだかんだ言ってさ、俺みたいな奴やつが告白しようっていうんだよ、絶対大丈夫だろうって勝手な確信があったさ。

「はあ……全部俺の勘違いだったんだよ……調子ぶっこき過ぎてた結果がこれだよ……はは、ははは……」

「いやはや、どうしてこうなったのかしらね」

「どうしてこうなった」

　ズンドコ不思議な踊りをする二人に突っ込む元気もない。

　凹へこむ俺を見ながらひとしきり踊った後、二人が動きを止める。
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「あのルシアンがネタに乗りもしないか」

「本当に振られたみたいねえ」

　どういう判断基準だよ。

「もぅ[image: マ][image: ヂ]無理。アコとゎかれた。ちょぉ大好きだったのに、どぉせ[image: オ][image: レ]ゎ遊ばれてたって[image: コ][image: ト]」

「案外余裕あるわね」

　ねえよ。全然ねえよ。

「あー、死にたい。いや、死ぬか。死んどくか。良い機会だな、来世行くか！」

「落ち着いて落ち着いて。手首切っちゃ駄目よ」

　節理も無く禍か殃おうを語る人にん[image: 間]げんに心を許さねえぞ、もう。

「でもね、あたしもやっぱ信じられないのよね」

　ぽんぽんと俺の背を撫なでながら言う瀬せ川がわ。

「だってあのアコよ？　頭の中に『ルシアン』の四文字以外何も入ってないようなアコよ？　今頃狂喜乱らん舞ぶしてる姿しか想像できないんだけど」

「全く同意見だ」

　そう言われれば言われるほど傷口が広がっていくのが辛つらい。

「俺だって、俺だってそう思ってさあ……」

「ああ、ごめん、ごめんね」

　泣いちゃ駄目だ、泣いちゃ。

　そう思ってこらえるが喉の奥が段々と熱くなってくる。

　これが青春の痛みか、なんて笑う余裕もない。

「裏切られた……アコに裏切られたんだ……楽なギルクエだって言われて入ったらベースキャンプでモンスターが吼ほえてたんだ……」

「それはチート許すまじだけども」

「それは先に気づけという話で」

　気づかないって、あいつがそんなことするわけないって信じてたんだもん。

「もうさ、アコに直接確認してみない？　本当に振ったのか、って」

「そうだな、それがいい」

「やりたいなら好きにしろよ」

　俺が言うと、二人はそれぞれ携帯を机の上に置いたまま、ちらちらと視線を交し合った。

「……電話しないの？　マスター」

「こういったことはやはり同級生のシュヴァインが」

「普通はギルマスの仕事でしょ？」

　なんか人の頭越しに言い争いを始めた！

「何の争いだよ！　どっちでもいいよ！」

「だってその……無駄な希望を与えた挙げ句にさあ」

「やっぱり駄目だったぞ、と伝える役回りというのは……」

「オーバーキルよねえ」

「死体蹴げりはマナーが悪いと思うのだ」

「うわあああああ」

　もういやだああああこんな世界はいやだああああああ。

　ガンガンガンとテーブルに頭をぶつける。ああ、痛い、痛いのが気持ち良い。もうこのまま死にたい。

「ごめんごめんごめん、悪かったわよ！」

　俺は慰なぐさめられてるのかトドメさされてるのかどっちなんだよ。

「仕方あるまい。ここはギルドマスターとして責任を取ろう」

　ついにマスターが電話をとった。

　ぷっぷっぷ、という軽い電子音が、なんだか地獄の呼び声にすら聞こえる。

　そしてマスターが耳元にあてた携帯から、聞きなれた声が小さく響ひびいた。

『はいもしもし、玉たま置きです』

「あの子、電話の時は名字を名乗るのね」

　瀬せ川がわがどうでもいい感想を漏らす。

「……ってか、凄すごく普通だな」

　俺を振っても平常運転か……はあ、傷つくなあ。

「んー、やっぱりおかしくない？　仮にもあんたを振った後でノーリアクション？」

「高たか崎さきを一刀両断した後も普通だった」

「それは高崎だし」

　俺達たちの会話をよそにマスターが話を続ける。

「急に電話してすまないな、少し聞きたいことがあるのだが、いいか？」

『攻略Ｗｉｋｉ……じゃなくて、雑誌を読んでた所なんで、大丈夫ですよ』

　一応頑張って読んでるのか、あの雑誌。

「ええとだな……その……今日の帰り道のことだ」

　唯我独尊を地で行くマスターも、流石さすがに口が重い。

　何度か息をつきながら、ようやく尋ねる。

「ルシアンに──何か、言われなかったか」

『ルシアンにですか？』

　言われたアコは全くの平常運転。

『特に何も……あ、ちょっと変なことは言われました』

「っ！」

　びくっと、三人そろって震ふるえた。

「変なこと、というと」

　恐る恐る聞くマスターに、アコは極々あっさりと答える。

『えっと……恋人になってほしい、とか』

「っ、あんた、マジで言ってたのね」

「言ったに決まってるだろ……」

　そうじゃなきゃこんなに凹へこまねえっつうの。

　どうやら二人の中では告白が聞こえていなかったという可能性が大きくあったらしく、見てわかるぐらいに動揺している。

「それで、どう返事をしたのだ？」

　尋ねたマスターに、アコが返す。

『どうって、そんなの──




──嫌に決まってるじゃないですか』
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　喉から変な声が漏れた。マスターが携帯のマイクをミュートに入れる。

「うわ、うっわ、本気だったのね」

「これは……まさか……」

「もう……だめぽ……」

　死にたい、消えてしまいたい……。

「だ、大丈夫、アコが居なくてもあたし達が居るし！」

　俺はアコに居て欲しかったんだよぉ……。

「これは怒らないでマジレスをして欲しいのだが……なぜだアコ？　ルシアンの何が不満だったのだ？」

　若干テンパった様子で聞き返すマスター。

　もう聞きたくない。これ以上やられたら本当に俺のライフはゼロになってしまう。

　俺が耳をふさごうとする前に、

『え、だって』

　携帯から漏れ聞こえて来た、

『夫婦から恋人になるって、離り婚こんするってことじゃないですか』

　アコの声が、

『そんなの、絶対に嫌ですよ』

　聞こえてしまった。

「いい加減にしろよお前ええええっ！」

「に、西にし村むら、落ちついてっ」

　これが落ち着けるか！

　何なんだよ！

　俺が必死な思いでした告白は一体何だったんだよ！

『あれ、ルシアン？　居るんですか？』

　流石さすがに俺の声が届いてしまったらしく、アコが反応する。

「すまないな、少し誤ご爆ばくした」

『誤爆？　いえあの、今ルシアンが居たような』

「誤爆しただけだ」

『……は、はい』

　マスターの言い訳になってない言い訳に、アコがゴリ押された。

『えっと、さっきの話ですけど、ルシアンも最後は笑ってたので冗談だと思います。ちょっとびっくりしました』

「びっくりしたのはこっちだ……」

「西村の笑い声、滅茶苦茶乾いてたんでしょうね……」

　疲れた声で瀬せ川がわが言った。

　はは……ははは……みたいな感じだった。喉がつぶれそうな笑い方だったよ。

「そ、そうか。よくわかった。変なことを聞いて悪かったな」

『はーい』

「ではな」

　ぴっと通話を切ったマスター。

　渋い顔をしたままゆっくりと俺達たちの方を向いた。

「今更の話なんだが」

　酷ひどく真剣な声で言う。

「アコ君はちょっとヤバイのではないか」

「だから前からそう言ってんだろ！」

　俺が机を叩たたくと、水の入ったグラスがガシャンと音を立てた。




「ああもう……これどうなってんだよ。俺は振られたの？　振られてないの？　どっちなんだ？」

「告白不成立……かしらねえ」

「そもそも理解されていなかったわけだからな」

　想定外の事態に、俺達は三人揃そろって頭を抱えていた。

　あいつマジ未来に生きてんな。こうなるとは流石さすがに思ってなかった。

「フォローするなら、アコらしい勘違いと言えなくもないけど」

「でもさ、最近のアコは大分まともになってきてたと思ったんだよ」

　そうよねえ、と瀬せ川がわも不思議そうに言う。

「ちょっと前に、ルシアンを親に会わせたー、婚約だー、なんて言ってたし。リアルで夫婦なわけじゃないっていうのはわかってるのかと思ってたわ」

「俺もそう思ってたから踏ふみ切ったんだけど」

　結果はごらんの有様だよ。ごらんの有様なんだよ。

「問題はそこなのだ、二人とも」

　うつむいていたマスターはゆっくりと顔を上げると、重々しく言った。

「さまざまな観点から検討を重ねた結果気づいたのだが……我々はアコ君を侮っていたのかもしれない」

「侮る……っていうと？」

「我々の目的はゲームとリアルは違うとアコに理解させることだった。なかなか理解してくれないアコ君を矯きよう正せいしているつもりだった。しかし彼女からすると、頑固な我々の言うことに仕方なく合わせていただけなのではないだろうか？」

「仕方なく合わせる、って……」

　瀬川がごくりと唾を飲む音が聞こえる。

　自然に俺の緊きん張ちようも高まる。

「つまり、これまでの我々が行ってきたアコ君への説得、その全てを完かん璧ぺきに聞き流していたのではないか」

　マスターは恐れおののくように言った。

「お前が言うならそうなんだろうな、お前の中ではな──と」

「はいはいワロスワロスって感じで……？」

「右から左かよ……」

　ないとはとても言い切れない可能性だった。

「それだけならまだマシだ。厄介なのはここからだ」

　マスターが声をひそめる

「アコ君とて現実的にはルシアンと婚姻関係ではないと理解しているはずだ。法的には勿もち論ろん、年ねん齢れい的にもまだ不可能だ。さらに我々はゲームとリアルは別だと迫ってくる。その結果、彼女は酷ひどく現実的で、賢けん明めいな選択をしたと思われる」

　現実的で、賢明と来たか。

「この世で最もアコらしくない言葉なんだけど」

「俺もそう思うけど……どんな選択だよ」

「アコを無理矢理矯きよう正せいしようとした我々とは違い、彼女は基本的にルシアンの意見を尊重する。ルシアンの考えと対立せず、その上で自分の希望を通す道を考えたのだろう。その結果、彼女は決めたのだ────リアルでも結婚しよう、と」

　ええと……え？　どういうこと？

「要するに、リアルでルシアンと結婚すればそれで全部解決だ、ということだな。アコ君から見るとルシアンとの婚姻関係が維持できればそれで良いのだ。ルシアンが何と言おうとリアルでもゲームでも夫婦であればそれで何も問題はない」

「わーお……確かに現実的で賢かしこいわね」

「しかも俺、アコの思い通りに流されてなかったかな……」

　お母さんと挨拶して、なんかアコを頼たのむみたいな流れになってたし。色々とこう、責任取らなきゃいけないな、みたいな気持ちになってたし。それこそこっちから告白しようかってぐらいに。

「困ったことに文句をつける余地がないのだ。クラスにも溶け込もうと頑張っているようだし、授業にも真面目に出ている。それがルシアンと結婚する為ためだというだけであって、やっていることは我々の希望に添う」

「どうすんのよ、これ」

「どうすんのって……どうしよう」

　みんなで顔を見合わせる。

　何でこんなわけわかんないことで悩まないといけないの？　おかしくない？

「もう潔く結婚すれば？」

「流石さすがにアコの人生を丸ごと背負い込む自信はねーよ！」

　そういうの重いんだって！

　普通の恋人ぐらいから始めたいんだよ、俺は！

　大体リアルでちゃんとプロポーズもしてないのに結婚だとか、俺は絶対に認めないからな！

「しかしその覚悟を決めてしまえば、婚約者という立ち位置でアコ君も納得すると思うが」

「無理だって本当に無理だって、リアルで結婚とかまだ考えられないから！」

　うわあああ、と頭を抱える。

「ゲームとリアルは違うんだよ。リアルで結婚しようって言うならちゃんと段階を踏ふまないと俺は納得しないぞ。まずは普通の恋人として付き合う所からだ」

「私達たちに言ってどうする。説得するならばアコだろう」

「むーりーだー！」

「……諦あきらめて墓場に行きなさいよ」

「いーやーだー！」

　告白の正否の前に理解してもらう所でつまずくっておかしいだろー！

「さらに問題を言うならば、ルシアンが懸け念ねんしていたことは一切解決していない」

「……と言うと？」

「ゲーム内はともかく、リアルで両思いなのかは未いまだに不明だ」

　あー、確かにそうだな。はは、ははははは。

「……やっぱ死ぬかー」

「やめなさいってば」

「しかし良いではないか。悩めルシアン」

　マスターはむしろ機嫌良く笑った。

「アコがルシアンにプロポーズをしたのはゲーム内のことだ。しかしアコ君としては、今のルシアンが思い悩んだ全てを乗り越えた上での言葉だったのだろう。彼女はとうの昔に覚悟ができている。ルシアンも頑張ると良い」

「そうね、あの子も何回断られても頑張ってたんだし、あんたもがんばんなさい」

　確かにアコのプロポーズは何度か断った。ゲーム内で結婚はもう嫌だって思ってたし。アコが女の子だとも思ってなかったし。

　でもアコからすると、それは俺が告白した以上の覚悟でのぞんだ、本気のプロポーズ。

　そう考えると俺もこんな所で諦めてはいられない……か？

「……俺ももうちょっと粘るか」

「そうしなさい」

　これぐらいで心折れてたら、俺の嫁に笑われるな。

　よし、俺も何度でもアコに挑んでみるか！

「じゃあそういうことで」

「うむ、またＬＡで」

「待て」

　そそくさと帰ろうとした瀬せ川がわの腕を、がっちりと掴つかむ。

「全て済んだみたいな顔をして帰ろうとしてるが、話は全然終わってないぞ」

「え、ええと、何か残ってたかしら？」

　残ってる残ってる、むしろ何一つ解決なんてしてねーぞ。

「結局アコをどうするんだ。あいつ全然まともになってないぞ。せめて俺の気持ちを伝える方法ぐらいは一緒に考えてくれ」

「あたしにはもうお手上げなんだけど……ちょっと、そんなに必死な顔しないでよ」

　あたしが悪人になったみたいじゃない、と困った顔で言う瀬川。

　だって今二人に放り出されたら、俺ノープランであのアコに挑まなきゃいけないじゃん！

　そんなの勝てるビジョンが全くわかないんだよ！

「任せろ、私に考えがある」

「おお、マジか！」

　流石さすがはマスター、頼たよれる！

「もちろんお前達たちにも手伝ってもらうことになるが、良いな」

　ニヤリと、マスターは悪だくみをするように笑った。




　その夜。ＬＡ内、いつもの酒場。

◆アコ：ルシアーン！　遅かったじゃないですかっ

　ちょっと気後れしながらログインした俺を、すっごくいつも通りのアコが迎えた。


◆ルシアン：……こんばんは

◆アコ：はい、こんばんは。……どうしたんですか、そんな他人行儀な



　家族じゃないですか、と恥ずかしそうに言うアコ。

　そ、そうだな、夫婦だしな、うん……。


◆シュヴァイン：流石の俺様もルシアンが痛ましくてならねえ

◆アプリコット：ルシアンェ……



　俺の嫁が相手なのに、もうどう接すれば良いのやらさっぱりわからねえ。


◆アコ：さあさあ、地獄の試験も終わりました！　狩りますよ！　遊びますよ！　私はやりますよ！

◆ルシアン：お、おう

◆シュヴァイン：まさに外道だぜ……



　ノリノリのアコと、微妙なテンションの俺達である。

　と、そんな俺達の前にマスターが立ち、大きなチャット文字を表示した。

◆アプリコット：その前に連絡事項だ。合宿の予定が正式に決まったぞ！

　どどーんと映し出される予定。

◆アプリコット：今日伝えた通り、期間は夏休みに入って最初の週末。金曜の朝六時に前ヶ崎駅前ロータリーに集合だ。持ち物などの詳細はメールで送るので確認するように

　ぴっとメールが着信した。

　持ち物は、二晩泊まれる用意、遊び倒す気合、ネトゲを愛する気持ち。

　当たり前のように水着も書かれてるんだけど、俺も買いに行かなきゃいけないんだな。

　他に必要なものは特に書いてない。予算は三千円。


◆シュヴァイン：三千円か……ぬぐぐ、なかなかに取るのだな

◆アプリコット：私が出しても構わないが、そういうことで気兼ねをするのもなんだろう？



　二泊三日が三千円の時点でマスターが凄すごく色んな物を負担してる気がするんだけど。

　いいけどね、気にするなって言うなら甘えるけどね。


◆アプリコット：さて、その合宿の内容、それこそが今回の目玉なのだ。良いか、心して聞け。それは──ネットへの接続を禁止した、ネット断ち合宿！　題して『ネットに繋いではいけない合宿二十四時』だ！

◆アコ：ええええええええ



　アコの驚きよう愕がくのチャットが流れる。

　どうしてこうなったかというと、ちょっと回想な。




「はあ、ネット禁止ねえ」

「うむ」

　残念会（仮）の最後にマスターが言ったのが、このネット断ち合宿案だった。

「もうアコ的にはリアルでも夫婦になる気満々なんでしょ。ちょっとネットから切り離はなしても駄目なんじゃない？」

「そうとも限らないぞ」

　瀬せ川がわが冷静に言うが、マスターは自信ありげだ。

「彼女も一人の恋する乙女であることに違いはないのだ。それも、内心では普通の恋愛に憧あこがれている、な。であるならば、我々も青春を謳おう歌かする高校生として立派なリア充じゆうの夏を過ごし、その中でパーフェクトに雰囲気の良い告白をすれば良い。さすればアコもころりと騙だまされてくれるだろう」

　もう考え方が悪人なんだけど。騙しちゃ駄目じゃないか。

「大体パーフェクトに雰囲気の良い告白ってどんなのだよ。海に沈む夕日を見ながらか？　それとも空一杯の星空でも見ながらか？」

「全てができる環かん境きようを用意してある。ルシアン次第だな」

「責任重大だ……」

「あんたのことなんだから当然でしょ」

　ごもっともだ。申しわけない。

　にしても……ネット断ち、ねえ。この面子メンツならそんな退屈でもないかな。

　たまには普通の高校生らしくしてみるのも悪くはないか。

「普通の高校生みたいに普通に告白して、普通にＯＫをもらえばいいんだよな、よし……」

「やってみましょうか」

「では、決行だ！」

　ということになったのだ。


◆アコ：ネット断ちってあの……携帯は……？

◆アプリコット：いじっている所を見た場合は罰ゲームだ

◆ルシアン：アコ、アウトー！

◆アコ：ひいっ、ケツバットはいやですーっ！



　アコが俺から逃げていく。

　大丈夫、別に罰ゲームとか具体的には決まってないから、


◆アプリコット：良いか、ネトゲをするのも最後は体力だ。ボスを待つのも、長時間の戦闘で集中力を維持するのも、作業のように雑魚を狩り続けるのも、全て体力が必要なのだ。よって現代通信電子遊戯部も合宿はアウトドアだ。覚悟しておくように

◆アコ：あの……体調不調による欠席は

◆シュヴァイン：帰ってきた俺様達は仲良く青春の思い出を語り合うが、それを横で聞いていて平気かどうか、よく考えるんだな

◆アコ：ふえええ、行きますううう



　よし、アコも参加決定。

　こうして現代通信電子遊戯部『ネットに繋つないではいけない合宿二十四時』が開催されることになった。
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　金曜日。時刻は朝六時の少し前。

　俺はショルダーバッグを担ぎ、よたよたと歩いていた。

「ねっむ……」

　だって朝六時集合って、つまり起床時刻は五時近くってことだぞ。

　ここ数年五時なんて起きたことない時間だよ。むしろ寝る時間だよ。

　その上合宿中にもう一度アコに告白しなきゃいけないわけで、緊きん張ちようもあってほとんど寝てない。

　ふらふらしながら集合場所の駅前ロータリーに向かうと、そこには大きめのバンと猫ねこ姫ひめさん、それにマスターが待っていた。

「おはようございます……」

「おはようルシアン」

「西にし村むら君が二人目ね。おはよう」

　顧こ問もんらしく色々やることがあるらしい、猫姫さんがクリップボードにチェックを入れる。

　二人ともだらけた様子は一切ない。

「なんかシャキっとしてますねえ」

「そう言われても、もう朝だぞ。日も充分に昇っている」

「大学の頃はレスリング部だったもの。合宿なんて日常よ？」

　猫姫さんは力こぶを作ってみせる。そういやそうだっけ。

　我が部唯一の肉体派が顧問ってどうなんだろう。

　荷物を車に積んで、待つこと数分。駅から小さな人ひと影かげが二つ出てきた。どちらもよたよたとキャリーケースを引きずってる。

　海に行く気全開のスポーティーな服装の瀬せ川がわと運動する気が欠片かけらもないゆったりした服装のアコは、遠くから見ているとなんとも好対照だった。

「……はよ」

「おはよーございますぅ」

　やって来たすっごい不機嫌な瀬川と、ふわふわ笑顔を浮かべながらも目を瞑つむったらそのまま寝そうなアコ。

「おはようアコ」

「おはよーございまふぁぁ」

　そのままべしゃんとケースの上に座り込んだ。だ、大丈夫かアコ？

「状態異常睡眠なんです……」

「万能薬を飲め万能薬を」

「持ってきてないですー」

　回復役はそういうのをちゃんと用意していないと駄目だろ！

「ねっむ……」

「瀬川って結構低血圧な方か？」

「眠いから黙だまってるけど、機嫌悪いわけじゃないから放っといて」

　人でも殺しそうな顔で言われる。

　うん、放っておこう。

「はい、全員集合、と」

　シートにチェックを入れて、先生がクリップボードを小脇に抱える。

「では皆が揃そろった所で、現代通信電子遊ゆう戯ぎ部、夏合宿を開始する！」

　部長としてコールを入れるマスターに、

「おー……」

「はいはい……」

「……すぅ……」

　悲しいぐらいにだらだらとした返事が上がった。

　っていうか一人寝てた。

「ね、ねえあなた達たち？　楽しい楽しい合宿の初日よ？　どうしてそんなにやる気がないの？」

「六時集合は眠いっす」

「もう帰って寝たい……」

「あなた達ねえ」

　怒ればいいんだか呆あきれればいいんだか泣けばいいんだか、先生は複雑な顔で額を抑えた。

　なんか悪いなあと思うんだけど、眠いものは眠いんです。

「全員夜行性ですから、夜が近くなれば元気を取り戻すでしょう」

「……御ご聖しよう院いんさん、部員の教育間違ってるんじゃないかしら」

「我が部としてはこれこそがエリートなのですが」

「あ、そう」

　諦あきらめたらしく、先生はやれやれと肩をすくめた。

「学校のマニュアルとしては、顧こ問もんが運転している時に部員は寝ないように指導することってなってるんだけど……この調子じゃ駄目そうね」

「その辺りはフレキシブルに」

「仕方ないわね」

　学校のマニュアルにさしてこだわった様子もなく、あっさりと運転席に乗り込む猫ねこ姫ひめさん。

　助手席にマスターが座り、俺が後部座席に座る。

「ルシアンー……おやしゅみなさいぃ……」

　アコは俺の隣となりに座った直後には、もう肩に頭を置いてきた。

「寝るのか？」

「着いたら起こして……くださぃ……」

「……あいよ」

　耳元に静かな寝息が聞こえる。

　当たり前の様に身を委ねるアコが可愛かわいくもあり、今日は憎らしくもあった。

　そういうことするならさあ……くっそう。言ってもしょうがないけど。

「で、結局詳しい予定とか聞いてないんですけど」

「では今のうちに話しておこうか」

　マスターは手帳をぱらぱらとめくった。

　何書いてるんだろ、あれ。

「予定では九時過ぎに宿泊予定のコテージに着く。海岸まではすぐだ。うちの私物だから好きに使って大丈夫だぞ」

　うちのって……詳しくは聞かないけど。

「まず十時から海辺で体力作りだ」

「つまり海で遊ぶんだよな？」

「体力作りだ」

　言い張られた。そういう建前らしい。

　他の部活も似たようなものかもしれない。

「昼食はやはり海の家だ、変に取り繕つくろうよりもこれが良い」

「はあ」

「ただし食後にスイカ割りは行う。これは外せん」

「…………」

「スイカ割りが終わったら再び海辺で体力作りだ。個人的にはバナナボートに乗ってみたい」

　もう体力作りの建前も残ってないんですが、それは良いんでしょうか。

「日が沈んだらコテージに戻る。夕食はベランダでびーびーきゅーだ」

「バーベキューね」

　ＢＢＱって言いたかったんだねマスター。

「終わったら花火をする。打ち上げ花火を依い頼らいしようかと思ったが、余り仰々しいのもどうかと、素人に許可が出る範はん囲いに留とどめておいた」

「……あの、マスター」

「午前零時前後から肝試しに入る。これについてはアコとルシアンをペアにしたい所もあるが、やはりここは公平にクジで」

「マスター」

「なんだ、どうした」

　生き生きとした顔で予定を語るマスターに、とりあえず中断させて尋ねる。

「これ……マスターがやりたいこと詰め込んでません？」

「……いいかルシアン」

　にっこりと笑うマスター。

「私には、友達が、居なかったんだ」

　でもその瞳ひとみは全く笑ってなかった。

「楽しみましょうね」

　溢あふれそうになる涙をぐっとこらえた。

「うふぅ……」

　ふと見ると、窓に頬ほおをひっつけて寝る瀬せ川がわの口からよだれが見え隠れしていた。

　もしや、と自分の肩を見ると。

「……るしあん……もっとぉ……」

　だらしない笑みを浮かべるアコの口からよだれがこぼれた。肩がちょっと冷たかった。




「みんな起きなさーい、無事到着したわよー」

「おはようございます」

「おはよー」

「……ああ、うん、おはよう二人とも」

　アコと瀬川が、寝てやったぜー、みたいなやりきった顔で降りてきた。

　懐なつかしい潮の香りに、寄せては返す海の音。

　宿泊予定の建物は、海岸まで本当にすぐそこの、まぎれもない海辺のコテージだ。

「あっつぅ……」

「だなー」

　ぼんやりとコテージを見上げる俺達たちを容赦のない日光が照らす。もう日は随分と高くなっていた。

「あの、到着予定が九時なのに、今は十時半なんですけど」

「いやー、レンタカーにナビつけなかったのは失敗だったわね」

「携帯のアプリを過信したのが失敗だった。要反省だな」

　あの、ここ自分の別荘じゃないの？　なんで場所よくわかってないの？　一体何軒あんの？

「ま、いいや。ほらお前らー、自分の荷物を持てー」

「西にし村むらー持ってー」

「ざけんな」

　誰だれがお前なんぞの荷物を持ってやるか。

「ちっ」

「舌打ちするほどか、おい」

　この野郎、と腕をまくった所で、その袖がくいくいと引かれる。

「ルシアン、手伝ってくださいー」

「はいはい」

　手がかかるなあ、アコは。

「ちょっ、何その差別!?」

「ちっ、っせーな。反省してまーす」

「何それ!?　欠片かけらも反省してないでしょ!?」

　だってこういうのは差別じゃなく区別なんだぞ。

　しかし……コテージでけえ。

　広い広いリビング、豪華なキッチン、でっかいテーブルのあるダイニング。他にも遊ゆう戯ぎ室的なのもあるらしい。

「別荘がある、と話した所で、誰だれも遊びに来たいとは言わなかったからな。初めての客だ……ふふふふふ……」

「ねえ御ご聖しよう院いんさん。この別荘お幾らぐらいするの？　ねえ？　どれぐらい？」

「あの、生徒の別荘の値段問い詰めていくのやめません？」

「そ、そうだにゃ、そうだったにゃ」

　小市民の猫ねこ姫ひめさんはいまだに動揺を隠せていなかった。

「んで、荷物入れたらどーすんの？　掃除？　布団干し？」

「今日来ることは伝えてある。その辺りは管理人が済ませているだろう」

「ホテルみたいですねっ」

「便利だなー」

「ねえ、部活の合宿ってそういうんじゃなくない？　掃除とか寝床の用意とか全部生徒がやるものじゃないの？」

　先生がさらなる混乱に包まれている。

　今時のゆとり合宿に対するカルチャーショックが猫姫さんを襲おそっているらしい。

「というわけで……早速泳ぐぞ！」

「海岸で体力作り、ね」

　建前は大事のようです。

「では待望の水着タイムだ。我々はロッジで着替える。ルシアンは車でな」

「へーい」

　特に異論もない。

　素直に出て行こうとする俺に、アコが言う。

「でも部屋は幾つもあるんですよね？　中で良いんじゃないですか？」

「アコはわかっていないな」

　ちっちっちと指を振るマスター。

「そんなことをしたら水着披ひ露ろうの瞬しゆん間かんが室内になってしまうだろう。それでは折角の感動も半減だ。明るい太陽、熱い砂浜、海の音。そして輝かがやくような女子部員の水着。これでこそではないか！」

「なるほどっ！」

　ぽんと手を叩たたくアコ。

「流石さすがマスター！　状況さえ整えばルシアンも一確ですね！」

「タイプ一致の四倍弱点で確一だぞ」

　六倍ダメージで俺がきぜつしてしまう。

　っていうかアコには既にやられてるのに。

「じゃあ折角だから楽しみにしてるよ」

「はーいっ」

　男がどこで着替えたって構わないし、本当にどうでもいい。

　車に行こうとすると、瀬せ川がわが俺をじろりと睨にらむ。

「んじゃ西にし村むら、覗のぞかないでよ」

「誰だれが覗くか」

「覗く前には一言言ってくださいね！」

「言わねえよ！　いや覗かねえよ！」

「誰か警察呼んできてー」

「覗かねえって言ってるだろ！」

　アコの方向がおかしいからこっちまでよくわかんなくなるんだよ！

「ったく。俺もまだ死にたくないし、んな無む謀ぼうな真ま似ねしないっつの」

「流石さすがに殺しはしないけど一発ぶん殴るわよ」

　瀬川はドヤ顔でそう言ったのだが。

「……なんか、お前の懐ふところの広さってたまにかっけーな」

「……？」

　その細腕を一発耐えれば良いなら、いっそ覗きかねないぞ。

「つうわけで先に着替えて浜辺で待ってるから」

「はーい、すぐ行きますー」

　俺が出る前にすでに若干着替え始めている面々からそっと目を逸そらし、コテージを出る。後ろ髪を引かれないとはとても言い切れないけども。

「…………」

　ちら、と周囲を見回す。

「どっかから覗ける、かな」

　いや、別に本気で覗きたいわけじゃないけど。

　ほら、女だけできゃいきゃい着替えてる所ってちょっと見てみたいっていうか。

　とてもアカデミックな、学術的好奇心というか、知的探究心というか。

　それに、仮に見つかってもアコはそんなに怒らないと思うし。瀬川は一発耐えれば良いし。マスターはいっそ笑いそうだし。猫ねこ姫ひめさんは──。

「さっさと着替えるか……」

　ラリアットで海まで飛ばされる自分の姿がリアルに想像できたのでやめておくことにした。

　車の裏でさっさと着替える。お、ビーチパラソルとかあるじゃん。持っていこう。

　立地が良すぎるぐらいに良いこのロッジ。階段一つ降りればそこが砂浜だ。

　夏休みだけあってそれなりに混んではいるけど、ロッジの立ち並ぶ辺りは私有地の看板が立っていてそんなに人がいない。

「……日本にプライベートビーチとかあんのかよ」

　砂浜の一部だけっぽいけど、凄すごいなこの世界。

　よっこいしょ、とパラソルを立てて寝転がる。

　あー、車で寝てないから眠い……。




「ルシアン、ルシアン」

　最近本名よりも聞きなれてきた呼び名に、ぼんやり目を開ける。

　まだ霞かすんだ視界に、白と、赤と、黒い何かが映った。

「ん……アコ……」

「おはようございます」

　ちょっと照れたような声。何度か目をこするとすぐに視界はクリアになった。

　こちらを見下ろすアコの姿。白い体に一いつ瞬しゆん焦るが、何のことはない、普段は広がっている髪を後ろでまとめて、水着を着てるだけだ。

　分類としては多分ビキニって呼ぶんだと思う、上と下の分かれたデザイン。俺以外に対しては引っ込み思案なアコにしては凄く頑張ったんだろう。フリルがたくさんついたふわふわした水着に、アコの柔らかそうな体が包まれてる。

　水着の中央についたリボンに、次いですぐそこにある、挟まれそうな谷間に視線が吸い寄せられた。ふらふらと手が伸びそうになるのを慌てて止める。

　後ろから日の光を浴びたアコを下から見上げていると、確かにマスターの言うことも捨てたもんじゃないと思う。これは、俺なんて絶対に一いち撃げきだ。確定一発だ。

「あ、あの、あんまり見られるとですね」

「わ、悪い」

　っと、びっくりして見過ぎてた。

　慌てて顔を背けると、アコは俺の横に座り込んだ。

「ええと、他の奴やつは？」

「まだかかるみたいなので私だけ先に来ました。ルシアン一人で待たせるなんて寂しいじゃないですか」

　気づかいのできる嫁である。

「しかしマスター的にはちゃんと水着披ひ露ろうがしたかったんじゃないか」

「私を披露してもしょうがないですし」

　たはー、と力なく笑うアコ。

　でもとてもそんな謙けん遜そんをする必要があるとは思えない。いつもなら髪で隠れている顔がはっきり見えるので、よくわかる。

　俺の嫁、すげえ可愛かわいい。

　俺、こいつに告るの？　マジで？

　流石さすがにちょっと無茶しすぎじゃないか？

　振られたのって普通に当然なんじゃないのかと思うぞ。

「……俺からするとアコがメインだったんだけど」

　ちょっと予行演習じゃないけど、そんなことを言ってみる。

「う、嬉うれしいような、恥ずかしいような、嬉しいような」

　アコはこっちが逆に照れるぐらい、あうあうと恥ずかしがった。

　可愛い。なんかもう全部が可愛い。

「俺に見せるとか言ってたのにそんなに照れなくても」

「実際に着る前ならなんとでも言えるんですよっ！　でもこうして本番を迎えると、なんであの時無駄に調子に乗っちゃったんだろうって後悔がですねっ」

　お前は俺か。いや、俺の嫁か。

「でも、そんな心配いらない。すげえ可愛い。自信もっていい」

「……ありがとうございます」

　えへへへへ、と笑って、ぎゅっと膝ひざを抱くアコ。

　アコの膝で胸が潰つぶれて、ぐんにゃりと歪ゆがむのがわかる。

　もうどこに視線を向けて良いんだかさっぱりわからない。

「西にし村むらー、アコ来てないー？」

　と、ロッジの方から瀬せ川がわが歩いてきた。

　ぺたりぺたりとビーチサンダルを鳴らし、両手にはシュノーケルやら足ヒレやらを抱えている。遊ぶ気全開だなあいつ。

「あー、やっぱり来てた。予定が滅茶苦茶だーってマスターがショック受けてたわよ」

「あはは……ごめんなさい」

「私の想定では今頃ルシアンが鼻を押さえてトイレに走っているはずだったというのに」

　遅れてやって来たマスターが歯は噛がみする。

　マスターの中の俺は中学生か何かか。いや中学生でもそんなことにはならないか。

「結局みんな普通に出てきたけど、別に今からやりなおしてもいいんじゃね」

「主役が先に出てしまった後で脇役が気取っても仕方あるまい」

　やれやれ、と荷物を置くマスター。

　流石に高校生の限界は超えていないものの、この人は肌を見せることに抵抗ないんだな。水着の端っこが紐ひもだぞ、紐。これちょっと引っ張っただけで凄すごいことになるんじゃないのか。パレオ巻いてなかったら下とか相当危ないんじゃないかな。

「マスター、スタイル凄いなあ」

　思わず言うと、マスターは、

「栄養管理と適度な運動、適切な睡眠時間で、体型はある程度作れるからな」

　ふふん、と自慢げに胸を張った。ぷるんと揺れた。凄すげえ。

「はいはい、どーせあたしは偏った栄養に運動不足の睡眠不足で成長不良ですよ」

　舌打ちをする瀬せ川がわ。

　確かに色気がありますよー、みたいな水着じゃないけど、可愛かわいいし、むしろ瀬川らしいし、俺は決して悪くはないと思うんだけど。

「やるなシュヴァイン」

「何がよ」

「無駄にビキニとか着ない所に好感が持てる」

「……馬鹿にしてんの？」

　拳が握られたのを見て、あわてて手を振る。

「違う違う！　褒ほめてる褒めてる！　似合ってるし可愛いし！」

「あんがと」

　凄くおざなりに礼を言われたけど、怒ってないから良しとしよう。

「……西にし村むら君凄いわね」

　猫ねこ姫ひめさんがちょっと目を丸くして言った。

「何がですか。先生の水着がですか」

　競泳とまでは言わないが、教師らしく清く正しくスポーティーである。そのまま水泳の授業とかできそうだ。ちょこちょこと猫の模様が入っているのは──多分、趣しゆ味みかな。

「違うわよ。よくそうやって普通に褒められるわね。私が高校生の頃、男子に可愛いなんて言われた覚えがないわよ？」

「俺も同級生には絶対言えないと思いますけど」

　か、かわ、かわいいよ、でゅふふふふ、ってなって逃げられるのが精々だと思う。

　その後どんな扱いを受けるかは考えたくない。

「玉たま置きさんも瀬川さんも同級生じゃないの」

「同級生ってよりはギルメンなんで。アコとシュヴァインに何言っても別に恥ずかしくはないです」

　シュヴァインとマスターが普通に男だと思っていた頃は平然とシモネタとか言ってたぐらいだ。そんなの今更である。

　今となっては思い出すだけで背筋が冷えるけどな！

「そんなもんかしらねえ」

　猫ねこ姫ひめさんはちょっと不思議そうに目を細めた。そんなもんですよ。

「ってかアコ、あんた先に出てたけど、日焼け止め塗った？」

「ええと、持ってきてないです」

　瀬せ川がわにつんつんと背中を突かれたアコは、持ち物に入ってなかったので、と当たり前のように答えた。

「書いてなくても要るに決まってんでしょうが。その不健康な真っ白い肌で一日外に居たら、一週間はずっと痛いままよ」

「一週間もＤＯＴですか」

「動くだけで痛い日焼けダメージよ」

「ひいっ」

　アコが身を震ふるわせる。

「塗ったげるから、ほら、じっとしてなさい」

　瀬川は白い液体を容器から出すと、べたべたとアコの体に塗りつけ始めた。

「ひうううう、くすぐったっ」

「大人しくしてなさい。どこ触ってもぷにぷにね、あんた」

「ひゃうう」

　おお、アコに白いぬるぬるが塗りたくられている、なんという光景。

　なんてけしからん、いいぞもっとやれ。

「何で拝んでるんですかルシアン!?」

「ありがたやー」

　自分、見抜き良いですか。

　やらないけどね、もちろん。

「そういうルシアンも何も塗ってないようだが」

　俺の肩に触れてマスターが言う。

　んなこと言われても。

「だって持ち物に書いてなかったし」

「この似たもの夫婦が……よし、塗ってやろう」

「おおおっ!?」

　ひんやりと冷たくて、べたべたーとしてぬるぬるーとする白い液体が、俺の背中にー！

「ルシアンの背中、私も塗りますー！」

「んじゃ二人まとめて塗ってやろうじゃないの」

「ちょ、やめ、待てそれはらめなのおっ!?」
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　三十本の細い指が全身を這はい回る。まともに塗りつける瀬川はともかく、マスターの手つきがなんかエロいし、アコにいたっては体ごとすりついてくるし！

「よーしこれでおっけー」

「汚された……俺、汚されたよ……」

「大げさだな、ルシアン」

　終わった頃には、何か大事なものを失った気にすらなってた。

　せめてもうちょっと他人に自慢できるような肉体なら恥ずかしくなかったかもしれないのに……。

「あんた、少しは筋肉つけたら？」

「今考えてたよ！　言うな！」

　今から筋トレしたら来年には間に合うかな──いや、絶対三日でやめるけど。

「では準備も済んだ。これから海に入るぞ！」

　おー！　と俺達たちの声が重なった。




　　　　†††　　　†††　　　†††




　熱い太陽。青い海。ゆらゆらと揺れる穏おだやかな波。

「海ですねぇ、ルシアン……」

「そうだなぁ、アコ」

　ゆらゆら、ゆらゆら。

「ねえ、そこの二人」

　ふわふわ、ふわふわ。

「眠くなりますねえ……」

「良い気持ちだなー」

　ゆらゆら、ふわふわ。

「ちょっと、西にし村むら君、玉たま置きさん？」

「はぁい？」

「なんですかー？」

　ふわふわと返事をする。

　猫ねこ姫ひめさんが、何な故ぜか凄すごく不思議そうな顔をして俺達たちを見ていた。

「何ですかーじゃなくて。何してるの？」

「浮いてますー」

「それにつかまってます」

　波打ち際に近いまだ足の届く位置で、浮き輪にお尻をすっぽり入れてぷかぷかと浮いているアコと、その浮き輪につかまって浮いている俺だ。

「海で遊ぶって言って最初にチョイスするのがそれ？」

「落ち着きますー」

「これはこれで楽しいんですけど」

　海を感じられるし、のんびりできるし。

「それに他の二人は？」

「瀬せ川がわはさっきから潜もぐってるみたいなんで、たまににょきって出てきますよ」

　時々脚を引っ張られてびっくりする。妖怪か何かかあいつは。

「御ご聖しよう院いんさんは？」

「マスターなら向こうの方でクロールしてるのを見ましたよー？」

　じゃばじゃばと勢いよく泳いでた。ありゃ気合いが入ってたな。

「……なんで別行動なの？」

「おかしいですか？」

　不思議そうに言う猫姫さんに、俺も首を傾かしげて返す。

「折角海に来たんだからやりたいように楽しまないと損じゃないですか」

「みんなで来たんだからみんなで遊ばないと損じゃない？」

　あー、それもわかる、わかるんだけど。

「それはですねえ……」

　どう言えば伝わるかな、と考えてみる。

「例えばですよ、ネトゲで新しいＭＡＰが実装されたとします」

「え、ええ」

　先生は既に微妙な顔をしてるけどそのまま話を続ける。

「そしたら俺達たちもみんなで新ＭＡＰに行きますけど、入ったらとりあえず別れます」

「ど、どうして？」

「新ＭＡＰで一番大事なのはソロで狩った時に経験値効率はどうか、レアは出るか、死亡率はどんなもんか、っていう部分だからです。俺とアコは大体ペアで動きますけど、後の二人は自由行動です」

「……はあ、それで」

　頭痛を覚えたらしき猫ねこ姫ひめさん。

「一通りやったら二人も合流してきて、最後に四人での効率を確かめます。一人でやりたいことをやって、終わったら合流。これがパターンです。なので二人とも一通り楽しんだらこっちに来ると思いますよ」

「これが今時の普通なのかしら」

「わかりませんけど、俺達にとっては普通です」

　別行動してるからって機嫌が悪いとか怒ってるとかそういう心配はしないし。

　飽きたら戻ってくるだろ、どうせ。

「……そうなの」

　よくわかんないにゃ、と小さく呟つぶやくと、猫姫さんは砂浜にしゃがみこんでしまった。

　そんな所でじっとしてたら肌が焼けますよ。

「……すぅ」

「こら、寝るな」

「ひゃうっ」

　浮いたまま寝ようとするアコに水をかけた。




「いやー、潜もぐった潜った。意外と魚も居たわよ」

　砂浜に横になった瀬せ川がわが言う。

「やはり水中は全力で泳いでこそだな」

　その隣となりにマスターも転がり、濡ぬれた体を乾かしていた。

「二人とも元気ですね。私は一度も水に顔をつけませんでしたよ」

「何しに海に来たのよ」

「だって海ってしょっぱいですし」

　渋い顔で言うアコ。

「実は俺もプールの方が好き」

　俺も苦笑して同意した。

「でもプールじゃこの砂浜はないしね」

「うむ。これこそが海の醍だい醐ご味みだ」

「偉そうに言ってるけどマスター、海に来たの何度目なんだ？」

「答えて欲しいか？」

「本当にごめん」

　ははははは、と笑い声が重なった。

「いやー、楽しかったな」

「そうだな、合宿にここを選んで大正解だった」

「また来ましょうねっ」

「そーね、機会があったらね」

　青春の思い出を語り合う俺達たち。

「ちょっとあなた達」

　そんな俺達を見下ろし、先生が冷たい声で言った。

「勝手に終わったような空気を出してるけど、まだ十二時過ぎよ」

　時計を見せる先生。

　浜辺に来てまだ一時間程しか経たってない。

「それは……」

「何と言うか、ですね」

「その……」

「……ねえ？」

　言葉に詰まる俺達。

「俺、そろそろネトゲしたいなー、と」

　ちょっと本音を言ってみる。

「個人的にだけど、海はもう遊びきった感があるのよね」

「そろそろロッジで寝たいです」

　瀬せ川がわとアコが目を逸そらしながらも言った。

「まだ遊んだって言う程遊んでもいないでしょ！」

「暑いし、疲れたし……」

「しょっぱいし、飽きたし……」

　俺達インドア派なんだよ。一時間も外に居たらもう飽きるよ。

「待て待てお前達、海の家で焼きそばを食べるというクエストがまだ残っている」

「ああ、俺もかき氷は食べたいな」

「お昼ご飯もいいけど！　そうじゃなくてっ！　もうっ！」

　うにゃあああああ、と猫ねこ姫ひめさんが地団駄を踏ふむ。

「どーしたのよ、猫姫せんせー」

「さあ……？」

　正直ちょっと可哀かわい想そうではあった。




「では食後にスイカ割りをするぞー」

「いえーい！」

　マスターが持ってきたスイカをビニールシートに乗せる。

　バットを持ち出せばそれだけで準備が完了だ。

「割りたい者、挙手！」

「…………」

「……」

　全員がさっと目を逸そらす。

「では周りから好き勝手に声をかけたい者、挙手！」

「はいはいはい！」

「私もそれがいいです！」

「ええいこの脇役好きどもが！　構わん、私がやる！」

「マスター素敵！」

「流石さすがですっ！」

　喝采を受けながら、マスターはばさりと鉢巻を広げ、しっかりと目を覆おおうように結んだ。

「課金するとうっすらと鉢巻の向こうが透けて見えたりしないだろうか」

「そういうのはチートっていうのよ」

　なんかまた怪しいことを言ってるぞ、あの人。

「やれやれ、やっとみんなで同じことをやりはじめたわね」

「飽きたらまた別行動だと思いますけどねえ」

「あなた達たちは……」

　猫姫さんはまだ俺達の行動原理に納得がいっていないらしい。

「……そういえば」

　と、ふと思いついたように俺とアコを見る。

「それでも西にし村むら君と玉たま置きさんは大体一緒よね」

　マスターにバットを渡していたアコがくるりとこちらに顔を向ける。

「夫婦ですから！」

　自信満々の台詞せりふだった。

　アコ的にはそうなんだろうけどもさ。

「……まあ、そういう奴やつが結婚システムなんて使うんですけどね」

「私とルシアンはいつも一緒ってわけじゃなかったにゃ」

「言わないで下さい」

　人の心の傷をえぐるようなことを。

「じゃあ回転スタート！」

「ぐおおおおお、画面が揺れる！」

　画面ってなんだ画面って！

　それ単に酔ってるだけだから！

「エフェクトをオフにすれば治りますよー」

「どうすればオフになるのだ!?」

「ならないから！」

　そんなことを言いながらもマスターはよたよたとスイカの方に向かっていく。

　あー、ちょっと方向がズレてる。

「もうちょっと左だぞー」

「こっちか」

「行き過ぎよ、ちょい右」

「ぬぬ」

　じりじりと方角を調整していく。

「左だ左」

「右だってば」

「もうちょっと上じゃないですかね」

「左、右……う、上だと？　どっちだそれは？」

　混乱するマスターがちょっと可愛かわいい。

　なんだかみんな調子に乗ってきた。

「上上、そして下、下ですっ！」

「んで左、右、左、右だ！」

「そこからＢ、Ａよっ」

「Ｂとはどちらだ!?　Ａとはどの方向だ!?」

　大混乱に陥るマスター。無敵コマンドは効かなかったらしい。

　それでもなんとなくスイカの方向に向かって行く辺りは流石さすがだ。

「そういえば、ねえ西にし村むら」

「ん？」

　寄ってきた瀬せ川がわが耳元でささやく。

「普通に遊んでるけど、あんた、いつアコに告るの？」

「…………あっ」

　直後、グシャッとスイカの割れる音が響ひびいた。

　瀬せ川がわが慌てて駆け出す。

「ちょっとマスター、最初の一人が全力で割ってどうすんの!?」

「大丈夫だ、人数分用意してある！」

「食べきれないわよ！」

　そういえば、いつ言おう、かなあ……。




「ビーチバレーをするわよ！」

　スイカを食べるのは後にしよう、と意見の一致をはかった所に、斉さい藤とう先生がビーチボールを持って来た。

　何がどうしたのか、無駄にやる気満々な様子だ。

「するわよって言われても」

「やりたいならどうぞ？」

「違うでしょっ！　あなた達たちがやるのよ！」

　えええええ、と不満の声が上がる。

「昼からは砂浜でサンドアートをするつもりだったのですが」

「私はそれをかき氷を食べながら眺める予定だったわね」

「俺はアコを砂浜に埋めてやる予定で」

「私はルシアンに埋められる予定です」

「だからなんでやってることが別々なのよ！　ほら！」

　ぽーいと投げられたボールを思わず受け取る。どこで借りてきたのか、結構ちゃんとしたビーチバレー用のボールだ。

「さあ、ここがラインね。二対二にわかれて」

「はあ……」

　なんとなく俺とアコ、瀬川とマスターにわかれる。

「でもバレーって砂浜じゃやりにくくない？」

「動きにくいですよね」

「ビーチバレーってそういうものなの！　じゃあ先生が審しん判ぱんするから！」

　何を必死になっているのか猫ねこ姫ひめさん。さあやれ、ほらやれ、と俺達をせかす。

　しょうがないのでサーブだけでも打ってみるか。

「いくぞー」

　ぼんっ、と下から打ち上げたはずのボールが──あさっての方向に飛んでいった。

「あれ？」

「へたくそーっ」

　笑いながら取りに行った瀬せ川がわが同じようにサーブのポーズをとった。

「俺様に任せなさい……っと」

　こちらもぼふん、と鈍い音を立て、へろへろと飛ぶ。

　斜めに飛んだ挙句に自分のコート内へ落ちていった。

「あれ？　おかしいわね？」

「はっ」

　代わりに打ったマスターが綺き麗れいにボールを飛ばし、

「きゃうっ」

　飛んできたボールをアコが真横に弾はじいた。

　うーん、これはどうなんだ？

「思ったより難しいわね」

「ラリーが繋つながらないなあ」

「うううう」

　アコも涙目になってるし、これは不評のようだった。

「ふむ、ならばこれはやめにするか」

　ギルドマスターとして、マスターが決断を下した。

　の、だが。

「やめにしちゃだめにゃああああああ」
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「せ、先生っ!?」

　猫ねこ姫ひめさんが泣いた！

　泣いちゃった！

「どうしたんですか猫姫さん!?」

「にゃって！　ちょっとやってできないからって諦あきらめてたら何も進まないのにゃ!!　やってみるのにゃ！　やればできるのにゃ！　にゃぜ、ベストをつくさないのにゃあああああ！」

「そうは言っても先生、ネトゲを選ぶ時のコツは、ちょっとやって合わないと思ったらさっさとやめて次にいくことで」

「リアルとゲームは違うのにゃあああっ！」

　お、俺の台詞せりふが取られた！

「いいからやる！　やりなさい！　顧こ問もんとしての命令にゃ！」

「随分な横暴ねえ」

　駄々っ子でも見るような呆あきれ顔の瀬川。

「命令なんて普段言わないし、もうちょっと付き合おうぜ。ほらアコ」

　俺はどちらかと言えば猫ねこ姫ひめさんに同情的な気持ちなので、ボールを拾ってアコに渡す。

「じゃあ……えいっ」

　アコが飛ばしたボールは、風に煽あおられてこっちのコートに戻ってきてしまった。




「そおい！」

「とおおらああああ」

　瀬せ川がわのサーブを手の付け根で受け止める。位置がズレていたせいで中途半端に上がったボールが相手コートに戻ってしまった。

「そこだ！　もらったぞ！」

　華か麗れいに飛び上がったマスターのスマッシュがアコの足下に飛ぶ。

「とれませんよぉぉ」

　泣き声を上げるアコ、ありゃ俺にも無理だ。

　ぴー、と笛の音がした。

「御ご聖しよう院いん、瀬川チームの勝利！」

「うむ」

「ほっほっほっほっほ」

　ドヤ顔のマスターと、何な故ぜか高笑いをする瀬川。偉そうにしやがって。

「ううう、なんでしょう、この無駄な敗北感」

「なまじっか頑張っただけ悔しいな」

　砂浜で動きにくいもんだから誰だれの腕もそんなに大差なくて、最後の方でも精々三点差ぐらいだったと思うんだよなあ。

「私のＡＧＩがもう少し高ければ勝てたイベントだと思うんです」

「俺ももうちょいＤＥＸがあれば」

「このイベントの前まで時間を戻す砂時計は三百円だぞ、さあ課金しろ」

「しねえよ！」

　ステータスオールＡとか目指してないし！

　っつうかもう一度やる体力なんて残ってないっての！

　体を心地良い疲労感と脱力感が包み込んでる。

「でもやってみると意外と楽しいもんね」

「うむ、熱い戦いだった」

「でしょう？　わからないものでしょう？」

　にこにこと先生が微笑ほほえむ。

　手のかかる問題児達たちがようやくわかってくれた。そんな達成感のあふれた笑みだった。

「そうですね、つい夢中になってました。しかし……足、痛え……」

「私も全身痛いです……」

　アコも腰を抑えて唸うなってる。普段使わない筋肉を使うから全身あちこちがギシギシ言ってるよ。運動不足かなあ。

「ほんと、疲れたわね」

「良い運動になった」

　やれやれ、とビーチパラソルの下に移動する。

　そして揃そろって座り込んだ。

「ふー……」

「ことあるごとに休きゆう憩けいするのをやめなさいっ」

　休憩を取り始めた俺達に、猫ねこ姫ひめさんが怒る。

　なんですか、スポ根ですか。運動中に水分取っちゃ駄目とかそういうやつですか。

　嫌ですよ、俺達はそういうの。

「そう言われても」

「疲れるじゃないですか」

「あっついしねえ」

　うううう、と再び猫姫さんが半泣きになる。

「あと、それから！」

　びっと俺達たちを指さし、

「片手で携帯を探すのやめるっ」

「あっ」

　そう言われて気が付いた。知らぬ間に右手が携帯を探してる。

　ロッジに置いてきて持ってないのに、完全に無意識だった。

「そうだぞお前達、ネット断ちだと言ったろう」

「なんかこう、癖くせで携帯探しちゃうんですよね」

「絶対手元にあるものよねえ」

「け、携帯依存症……」

　深刻な顔で猫ねこ姫ひめさんが言った。

　い、いえ、心配するようなことはないんですよ!?

「大丈夫、大丈夫だから！」

「そうです、そこまで深刻ではないですっ！　ただ一時間に一度専ブラを起動しないと手が震ふるえてくるだけでっ」

「依存症よっ！」

　それは依存症かもしれないぞ、アコ！

　しかしそうは言っても、俺も携帯がないと落ち着かないのは事実。

「確かに俺も定期的に携帯見ないと不安になってくるなあ」

「私もたまにまとめブログあんてな起動しないと落ち着かないのよね」

「アフィブログとか見てるんですか！　ギルティですよ！」

　アコが変な所で切れた！

「良いじゃない別に、あたしが損してるわけじゃないし」

「他人が得してるのは気に入らないじゃないですか」

「わからなくもないけど……」

　アコ的にアフィリエイト行為には許されざる何かがあるらしい。

「それにすっごい気合い入れて書いた私のレスが何な故ぜか拾われてないし！　大きな赤文字で書けっていうんですよ、赤文字で！」

「ねたんでるだけじゃないかよ！」

「私怨ねー」

　百パーセント純粋なただの嫉妬だった。

　でもアコのセンスじゃなあ、仕方のない所だって気はする。

「ね、ルシアンはアフィ反対派ですよね？」

　アコにすがるように聞かれたが、俺は首を振った。違うぞ、俺はアフィ否定派などではないのだ。

「いいや、俺は自分のマウス操作でアフィリエイトリンクを全部避さけた上でサイトを使いこなすのに快感を覚えるタイプ」

「あんたらしいわね」

　便利なサイトは使うが、アフィは踏ふまない。俺に踏ませることができたなら甘んじてアフィられてやろうではないか。

「ちなみにマスターは？」

「アドブロックというアドオンがあってだな」

「実利主義だった！」

「そ、それはともかく！」

　先生がのんびりした俺達たちに、両手を振って訴える。

「みんなでスポーツしてわかったでしょ？　みんなで遊ぶのも楽しいでしょう？」

「そうですね」

　それは間違いない。みんな頷うなずいて同意した。

　スポーツってあんまり好きじゃないけど、気の合うやつと適当にやる分には、まあ悪くはないかな、ぐらいには思ってもいいかもしれない。

　あ、運動部のヤツが混ざった瞬しゆん間かん別ゲーになるんで、そこはお察しいただきたい。

「というわけで……予定通り、サンドアートをするか」

「よーし、アコを埋めて置いて帰るぞ」

「出られる程度に埋めてくださいねっ」

「じゃあかき氷買ってくるわ」

「ぜんっぜん、わかってないのにゃあああああ」

　猫ねこ姫ひめさんががっくりと崩れ落ちてしまった。

「先生やってく自信がなくなってきたのにゃ……」

「そ、そこまでですか」

　俺達のマイペースさが一人の人生を狂わせようとしていた。

「しょうがないわねえ、じゃあ私も埋まろうかしら」

「なら私が埋めてやろう。さあシュヴァイン、そこに横になれ」

「シュヴァイン言うな」

　言いながらも、瀬せ川がわが砂浜に転がる。

「さあ砂をかけるぞ」

「うーい」

「サンドマンにしましょう、サンドマンに！」

「モンスターはやめてよね」

　全員でざっくざっくと砂を集める。

　マスターがその砂を整えると、どんどんと形ができ上がっていく。

「どうだ、リアルシュヴァインだぞ」

「うわ、凄すごい筋肉だな」

「ちょっ、顔の下に男の体作っていくのやめてくれる!?」

　そう言われてもちんまりとした瀬せ川がわの顔とごっつい男の体がすさまじいミスマッチで、これはもったいなくて壊こわせない。

「よし、大剣つくろうぜいつもの」

「腹筋六つに割ってもいいですかっ？」

「あんた達、あたしで遊ぶのはやめなさ……なっ、この砂ちょっと重過ぎないっ!?　出られないんだけど!?」

「まあ、これでいいかにゃあ」

　猫ねこ姫ひめさんが大きく溜ため息いきを吐ついた。




　水平線に日が沈む。俺達たちの海が終わる。

「やりきった、な……」

　意味のなくなったビーチパラソルの下、疲れ切った体で座り込む。

「もうバナナボートには乗りません……」

　俺と背中合わせに座ったアコがぐったりともたれかかってくる。

「バナナボートから三回落ちたわよね、アコ」

「あれは落ちたというか吹き飛ばされたというか……」

　一度空を飛んだ後で頭から落ちてたんだよなあ。

「ルシアンが助けてくれなかったら死んでました」

「うつぶせで浮いてたからな、アコ……」

　告る前に死なれたら困るし。

　告る前に。

　告……る……？

「あ、どうしよ」

「はい？」

　沈む夕日。海の音。潮の香り。

　背中合わせに座る俺とアコ。雰囲気だけ抽出すれば決して悪くない。

　さりとて。

「というわけで斉さい藤とう教きよう諭ゆ。そろそろロッジに戻りましょうか」

「あたしいい加減ＬＩＮＥに返事しないとヤバいんだけど」

「ネットしたいですぅ」

「普通はまだ帰りたくないって駄々こねるもんなのよ……？」

　各々が酷ひどいぐらいにだらけた空気を作り出し、一番疲れ切った様子を見せるのは先生というこの有様。絶対告る空気じゃないよこれ。

　どーしようかなあ。何とかしないといけないんだけど。

　考えながらロッジに戻るけど良い案なんて出るわけもない。

「あー疲れた。さっさと着替えたいわー」

「携帯まだ触っちゃ駄目なんですか？」

　水着のままで椅子に座る女性陣からちょっと離はなれて、俺も座り込む。

　そこかしこに水着姿の女の子が居て、リビングの隅にある鞄かばんにはなんだか脱いだ後らしき私服が見える。まるで女子更衣室に忍び込んだような場違い感があった。

「風呂場は一つしかない。外で砂だけは流したので交代でシャワーを浴びてもらう」

「んじゃ西にし村むら最初ね」

　どぞ、風呂の方を指された。みんな特に異論もなく俺を見る。

　なんで俺からだよ、最後で良いぞ俺なんて。

「俺は別に最後で良いぞ？」

　べ、別にアコ達たちの残り湯がどうとかじゃなく、レディーファーストでな？

　気づかいのつもりで言ったんだけど、瀬せ川がわは妙に白い目で俺を睨にらんだ。

「一応聞いとくけど、丸一日ずっと日光にさらした髪と、紫外線を浴びに浴びた全身のケア、どれぐらい時間がかかると思う？」

「うい、お先にいただきまーす」

　女まじこええ。ケアってなによケアって。

「あの、私はいつも十分ぐらいでお風呂が終わりますけど」

「ふざけてんの、あんた」

　瀬川はにっこりと、しかし青筋を立てた笑顔を浮かべた。

「よーしアコ、女の子同士一緒に入りましょう。この機会に基き礎その基礎だけでも叩たたき込んであげるから」

「シューちゃんがクラスの人みたいなことをっ！」

「それはあんたのクラスの子が正しいのよ！　その髪の長さで十分で終わるわけないでしょ！」

　知ーらね知らねっと。

　そそくさと着替えを探し、風呂場に滑り込んだ。

　少しべたついた体に勢いよく熱湯を浴びせる。

「いってええええええっ」

　肌がヒリつく！　ビリビリする！　いてえ！

　日焼け止め塗ってこれなら何もしてなかったらどうなってたんだ俺。

「あいつらに感謝か……」

　少し冷ためのシャワーをゆるゆるとかけた。

　あー、頭が冷えてくる。

「はあ……落ち着くなあ」

　なんていうかさ、やっぱり一人って落ち着くなーって思った。

　いやいや、あいつらと一緒に居たら楽しいし、何が辛つらいわけでもないんだよ。

　ただ、やっぱり一人が一番楽だなってだけでさ。

「……社会不適合みたいだな」

　どうにもダメ人間な自分に思わず溜ため息いきを吐ついた。

　でもアコは別なんだよな。

　アコだけはどれだけ一緒に居ても疲れないと思う。

　どんな姿を見せても、あいつはきっとそばに居てくれると思う。

　そう思ったからもっと親しくなりたいと思ったわけで……。

「るしあーん」

「おーう」

　そう思ったからもっと親しくなりたいと思ったわけで……。

「入りますよー」

「おー……おおう!?」

　ドアが開いた！　あっぶねええええ！

　勢いよく開いた風呂場の扉を、本当にギリギリの危うい所で止める。

「るーしーあーんー」

　うわ、隙間にアコの腕が挟まって閉められねえ！　ホラー映画じゃねえんだから！

　しかもそっから体にタオルを巻いただけのアコがこっちを覗のぞき込んでるし！

「どうして閉めるんですかあああ」

「どうして入って来るんだお前はあああ」

　話がとんでもなく酷ひどい平行線だ！

「夫婦なんだから一緒にお風呂は普通じゃありません!?」

「リアルとゲームは違うから！」

　そういうことをしたいならリアルで俺と付き合ってくれてもいいだろこのわからずや！

　いや俺か!?　俺がわからずやなのか!?

　俺がおさえる扉の隙間から入り込もうとするアコはタオルを巻いていて、さっきまでの水着姿よりは露ろ出しゆつ度どが低い。

　でもその下に何も着てないと思うと何な故ぜかヤバそうに見えちゃうんだよ。

　しかもアコも真っ赤な顔をしてるもんだから余計に──。

　って、真っ赤？

　そりゃ恥ずかしいかもしれないけど一度は見てるわけだし、水着よりマシだし、あんな興奮しきったように真っ赤になるのはおかしいだろ。別に裸にはなってないんだから──。

　あ。

　アコじゃなくて俺が裸じゃん。

　ぼわっと、俺の顔も多分真っ赤に染まった。

「お、おま、アコ、み、見たか？」

「何をデスカー？」

「くっそ棒読みだなお前！」

　白々しいことこの上ねえ！

「何をじゃねえんだよこの覗のぞき野郎！　忘れろ！　記き憶おくから消せ！」

「大丈夫です、一いつ瞬しゆんでほとんど見えなかったので、むしろもう少しちゃんと確認をさせていただかないとっ」

「無理やり顔を入れようとすんな！」

　うわあああああ、アコが、アコが風呂を覗いてくるー！

「た、助けてくれー！」

　思わず叫んだ。

　もう誰だれでもいいから、誰でもいいから助けてくれ！

　すると、ドドドドドと集団で走ってくる音が。

「何をやってんのあんたはああああ」

「ひゃううううっ!?」

　引っこ抜かれるようにアコの頭が消える。

　悲痛な叫びが風呂場の中をこだました。

「猫ねこ姫ひめせんせー、ぱす！」

「せやあああああ」

　そしてどしーんと重い音が響ひびき、すべての反応が消えた。

「……ええと」

　逆にアコが無事か心配になってきた。

　いや俺、そんなには困ってないよ？

　こらこらやめなさい、ぐらいに止めてくれればそれで良かったよ？

「西にし村むら君と仲良くするのは良いけど、時間と場所を考えなさい！　私の監かん督とく中にふしだらな事件が起きたら大問題になるでしょう！　自分の家でやりなさい、家で！」

　やんねーよ。

　アコの家でもやんねーよ。

「ではルシアン、アコは引き取るのでゆっくりしていけ」

「いや急いで出る、大丈夫」

　時間が経たつと何が起きることか。

　ゴシゴシ洗うと肌が痛いけど、はやく済まそう。




「出たぞー……おおう」

　風呂を出た俺は恨めしげなアコに迎えられた。

「うう……ルシアンとお風呂……」

「はいはい行くわよアコー」

「あしらわれてますう」

　俺の嫁はずるずると引きずられていった。

　なんかちょっと大きめのたんこぶみたいなのがあったのは気のせいだよな？

「ルシアン、ちょっといいか」

「はい？」

　と、窓の外、バルコニーの方から声がかかった。

　呼ばれて出ていくと、水着の上にパーカーを羽織ったマスターと先生が何やら首を傾かしげている。

「炭の火つけなのだが、これでいいのか確証が持てなくてな」

「先生は違うと思うんだけどねえ」

　マスターはやたらとでっかいバーナーみたいなので炭をあぶっていた。

「なにやってんですか」

「びーびーきゅーの用意だ。食材は購こう入にゆう済みなのだが、ここに来て道具の使い方がわからないという問題に気づいてな。ともあれ炭に火をつけようとしているのだが」

「炭ってそうやって使うもんなの？」

「わからないが、やはり基本は火力だろうと。通常はライターなどを使うと想定される以上、この課金アイテムである高火力ガスバーナーなら問題ないはずだ」

　ＬＡじゃないんだから、とりあえず火力でどうにかなるってもんじゃないだろうに。

「炭ってなんか遠赤外線とかで焼くんだろ。別にぼうぼう燃えてなくてもいいんじゃないか？」

「するとどのタイミングが焼きごろなのだろうか」

「さあ……？　猫ねこ姫ひめさんはこういうのわかんないんですか」

「さっぱりだにゃ──じゃなくて。さっぱりね」

　最近は先生もノリが良い。

　しかし三人揃そろっても全く知恵が出てこない。バーナーで炙あぶられた炭がさらに黒くなっていくばかりだ。

「あ、こういう時こそネット使おう。ｇｇればわかる」

「駄目だ！　この合宿はネット断ちだぞ！　さあ、火をつけるぞ！　課金は無敵だ！」

「そんなできもしないことを……」

　さっぱりわからないものをなんとなくノリでやろうとすると絶対に失敗すると思うんだけども。

　そうして奮ふん闘とうすることしばし。

「点ついた！　点いたぞ！」

「パチパチって音がなってる！　炭だ！　炭って感じだ！」

「……何やってんのあんた達たち」

　アコ達が風呂場から出てくるまでかかって、ようやく炭に火が点いた。

　小さめの炭からはじめて少しずつ大きな炭に火を拡大して……もう二度とやりたくない。

「うう……お風呂だけでふらふらですぅ」

「おう、俺もふらふらだよ」

　アコと二人で肩を落とす。

　疲れたよ、本当に。

「びーびーきゅーとはこれほどに大変なものなのか。世のリア充じゆう達はよくもこんなものをイベントにして楽しんでいるな」

「事前にちゃんと用意してればここまで大変じゃないと思うんだけど」

　疲れ切った俺達を尻目に瀬せ川がわは機嫌よく炭を眺めた。

「おー、バーベって感じねー」

　略すな、なんかウザイから。

「もう準備万端なの？　後は食べるだけ？」

「うむ。食材は山ほど購こう入にゆう済みだ。肉や野菜はもちろん、エビやイカなど魚介も揃そろえている。派手なびーびーきゅーになるぞ」

　あー、俺も腹減ってきた。

　マスターと先生が汗を流したらバーベキューか。早く食いてえ。

「あのー」

　と、アコがほんのりと不安そうな顔で手を挙げた。

「その材料ってどういう状態なんですか？」

「状態？」

　いつもなら理路整然と答えるマスターが、不思議そうにオウム返しをした。

　俺ですらなんかヤバそうだなと思うような雰囲気に不安の度合いが増したらしい。

　アコはひきつった笑みで聞き直す。

「お肉とか、野菜とか、エビとか、もう切って処理してあるんですか？」

「…………」

「マスター？」

　アコの笑顔がさらにくもる。

　マスターは酷ひどく言いにくそうに漏らした。

「冷蔵庫に入っているが……その、買ったまま」

「…………」

　アコは全てを諦あきらめたようにふんわりと笑った。

「マスター、食べ物って、買ったままじゃ食べられないんですよ？」

「…………」

「そもそもご飯は炊いてあるんですか？」

「……………………」

「炊けるまでどれぐらいかかるか知ってます？」

　冷や汗がたらりと流れるのが見えた。

　マスターはしばらく硬直した後でくるりと俺達たちに背を向けた。

「じゃ、じゃあ私はシャワーを頂いてくる」

「じ、時間もないし、先生も一緒に行こうかなー」

　に、逃げたー！　二人とも逃げたー！

「どうしようか……」

「とりあえず見てみます……」

　アコはがっくりと肩を落として台所へ向かった。

「ほ、本当にそのまんまですー！」

　そして数秒後、アコの悲鳴が響ひびいた。

「な、なんとかなりそうか？」

「なりますけど、ちょっと時間だけは……包丁ある、まな板ある、ピーラーない……ラップもないし……」

　アコがごそごそ台所を漁あさってる。

　なんだろうこれ、アコがしっかりしてる。まともな理由でアコが頼たよれてる。

「とりあえず急いでやるのでちょっと待ってて下さい」

「あの、アコ、あたしも手伝うことある？」

　瀬せ川がわが恐る恐る台所を覗のぞき込むと、アコは振り返りもせずに言う。

「すいません、そういう時間はないので」

「アコにあしらわれたーっ！　遠回しにあんたが居ると邪じや魔まだって言われたー！」

「だってできないんじゃしょうがないだろ……」

　がっくりとバルコニーに戻った瀬せ川がわは、湯上りの体で膝ひざを抱えた。

「普段と逆なんだもん……クエスト中に大事なアイテムを忘れたアコに『いーからお前はそこで待ってろ』って言う時の、そういうテンションだった……」

「こういう所で本当の女子力がわかるんですよー」

　遠くから聞こえてくるちょっと得意げなアコの声に瀬川の肩がさらに落ちる。

「髪を石せつ鹸けんで洗ってた子に女子力で負けてる……あたしって何なの……」

　結構ショックがでかいらしい。

　おっと、時間がかかるならこっちも炭を追加して火を維持しないと。

　ああもう面倒くさい。もう電子レンジでチンとやれるものでいいじゃねえかよ。

　インドア派しかいない俺達たちのアウトドアは、始める前からてんやわんやだった。
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　大おお騒さわぎの末、ＢＢＱは多分成功した……と、思う。

　美お味いしかったし。盛り上がったし。

　しかし。

「疲れましたー」

「だなあ……」

　夜の浜辺に並んで座って、俺とアコは揃そろって大きく息を吐いた。

　朝の早くから集まって、一日中騒いで楽しんで、夜までずっと元気に過ごすとか、俺にはとても無理。もう限界を突破してた。

「リア充じゆうってどうしてあんな体力あるんだろ、さっぱりわからん」

「イベントは一週間ぐらいにわけてやって欲しいですよね」

　ネトゲのイベントじゃないんだから。

　しかし疲れ切った俺達とは裏腹にまだ瀬川達には余裕があるらしい。砂浜で元気に花火を楽しんでる。

「お、瀬川が花火をまとめて一気に火を点つけたぞ」

「俺様のバーンエッジを喰くらえー！」

　なんか偉そうな、ちょっと痛いこと叫んでる。

「大剣のスキル気取りか」

「振り回してますねー」

　色が複雑に混ざり合って綺き麗れいは綺麗だけど、ありゃ危なくないか。

「こらああああああ」

「あ、猫ねこ姫ひめさんに捕まった」

「足をつかまれましたね」

　奪い取った花火をバケツに突っ込み、砂浜に倒した瀬せ川がわの足をつかむ猫ねこ姫ひめさん。

「そおおおっりゃああああ」

「ぐるんぐるん回されてますよ」

「ジャイアントスイングだ……」

　小さくて軽いからよく回るよく回る。

　綺き麗れいに回った末、瀬川は華麗に宙を舞まった。

「いやああああへぶっ！」

「指導完了！」

　勢いよく砂に突っ込んだ瀬川がＫＯされ、何な故ぜかガッツポーズをする猫姫さん。

　あれでいいのか、顧こ問もん教師。

「私は休んでるんで、ルシアンも行ってきていいんですよ？」

「俺もここでいいよ」

　アコの隣となりが良いよ。

　少し冷えた夜の空気にアコの温かさがしみ込むように伝わってくる。

　見上げれば満点の夜空。微かすかに聞こえる波の音。

「ちょっと触ったら落ちてきそうな星空だな」

「マスターのスキルで、ですか？」

「メテオストライクはやめてくれ」

　情緒も何もあったもんじゃない。クレーターができてダメージが発生するぞ。

「流れ星はちょっと見たいですけど、ゲームと違って課金アイテム使えば落ちてくるってわけじゃないんですよねー」

「金払えば見られる流れ星に情緒なんてないよ」

　人間にはどうにもならないから感動するんだよ。

　自分にはどうにもならないことだからこそ嬉うれしいんだよ。

「準備ができたー！　見ていろ、私の花火キット！」

　と、そんな声が聞こえた。マスターがいじっていた打ち上げ型の花火に灯が灯ともっていく。

　端から順番に、ドンと炎が上がった。

　普通の打ち上げ花火よりもずっと低い空に炎の花が広がる。

　派手さは足りないけど距きよ離りが近い分だけくっきりと目に映った。

「市販のも意外とやるなー」

「ふわあ……」

　アコは打ち上げ花火に目を輝かがやかせた後、ぽつりと言った。

「飛ひ距きよ離り何Ｍ、とか表示されないんですね」

「ゲームじゃないから」

　そういう花火上げイベントあったけども。

　どーん、どーんと連続で花火が上がる。

　落ちてくる火に照らされてアコの顔がさまざまな色に輝かがやく。

　どこか遠い目で空を見上げる彼女の表情に、花火以上に惹ひきつけられた。

「…………」

「…………？」

　吸い寄せられるようにじっと見つめていると、すっと一筋、アコの瞳ひとみから頬ほおへと水滴が流れていった。

　……アコ、泣いてる？

「ちょっ、どうしたアコ!?」

「え、あれっ？」

　言われて初めて気づいたのか、アコは酷ひどく驚おどろいた様子で涙をぬぐった。

　自分でもよくわかっていないらしく随分と混乱していた。

「なんか、あの、多分、嬉うれしくて？」

「なんで疑問系だよ」

「その……こんな風に過ごす日、私にはずっと来ないと思ってたんです。だから嘘うそみたいで、嬉しくて、でもなんだか悲しい気もして」

「アコ……」

　その言葉通り、アコの声には喜びと悲しみが混じりあっているように聞こえた。

「ごめんなさい、泣くつもりはなかったんですけど」

　ぐしぐしと目を拭うアコにハンカチを渡そうとポケットを探ったけど、こんな時に限ってそんなものも持ってない。ああもう、いっつもこんなだよ、俺。

「あの……ありがとうございます」

「何の礼だよ」

「だって」

　アコはぎゅっと俺の腕を握った。

　少しだけ震ふるえている指先にそっと手を添える。俺の手も震えてないかちょっと不安だった。

「ルシアンが居なかったら絶対こんな所に居られなかった」

「そんな過大評価を……いや、そうでもないか」

　花火を見上げてはしゃぐマスター達たちを見て思う。

「俺もアコが居なかったらこんな所には居ないしな」

「ルシアンはそんなことないですよ」

「そんなことあるって。アコが居なかったらシュヴァインとマスターにリアルで会っても、こんな風に仲良くはなってなかったな」

　良くも悪くも面倒ばっかり起こすアコが居るからこんな風になったんだ。

「じゃあ私達たち、一緒に居て良かったですね」

「……そだな」

　体に響ひびくような大きな音と共に一際大きな花火が上がった。

　まだ涙に潤うるんだアコの瞳ひとみが光を浴びて輝かがやく。

　今かな、と。極々自然にそう思った。

　これで駄目なら全部諦あきらめがつく。

「……アコ」

「はい？」

　俺の腕を握っていたアコの手をゆっくりと取り、両手で握った。

　柔らかくて、温かくて、小さい。

「俺、アコのこと……その……」

　ぐっと息を飲み込む。

　嫌です、と言われたあの時のアコの顔が脳裏をよぎる。

　でもそれを打ち消してくれたのは、いまこの瞬しゆん間かんに俺を見返すアコの優しい顔だった。

「好き、だ」

　自分でも情けないぐらい単純な言い方になった。

　でも他に言葉なんてないだろ、他に伝えることなんてないんだ。

「あ……」

　アコはちょっと驚おどろいたみたいだったけど、あの時のように困った顔はしなかった。

　嬉うれしそうに、少し照れた笑顔で俺の手をぎゅっと握り返してくれた。

　あの日とは全部が真逆だった。

　もうアコの返事が聞きたくてたまらない。

「私も──」

　アコは少しだけ間を開けて、本当に花開くように言った。

「私も、大好きです、ルシアン」

　ふわふわとろけるような、本当に幸せ一杯の表情だった。

　よかった……よかったあ！

　うわああああ、こわかったああああああ！

　俺の方こそ泣き出しそうで、崩れた顔を見られたくなくて下を向いた。

「……はぁぁぁぁぁ」

「どうしたんですか」

　どうしたもこうしたもないよ。

「いや……なんか……すっごい緊きん張ちようして」

　本当に力の抜けた俺の声にアコはくすくすと笑う。

「普段から言ってくれないから、たまに言おうとして緊張するんですよっ」

「こんなのいつもいつも言えるかっ」

「私はいつでも言えますよ？　ルシアン、愛してますよー」

「やーめーろー」

「えへへへへ」

　なんだこのリア充じゆう空間。

　普通にイチャついてる気がする。いや、イチャついてる！

　どうだ見ろこれがリア充だ、俺が、俺こそが勝ち組だ。

　間違いなく今の俺が世界で一番幸せな男だ！

「うへへへへ……」

　頬ほおが緩ゆるんで仕方ない。

　自分でもキモいと思うような笑いが止まらない。

　へへ、へへへへへ。

　この可愛かわいい子、俺の彼女なんすよ。そうやってその辺の人に自慢してやりたい。

「それにしてもルシアン」

「おうー？」

　へらへら笑う俺を不思議そうに見て、アコは言った。

「急に好きだーなんて言って、どうしたんですか？」

「どうって言われても困るけど……」

　どうもなにも告白で──っていうか雰囲気的には完かん璧ぺきだったと思うし、別に急ってことはなかったと思うんだけど。

　ええと、あれ？

　なんだろうこの感じ。

　じわりと嫌な予感がしてきたような。

「あ、あの、アコ？　わかってるか？　何か誤解してないか？」

「はい？」

　俺の手を握ったまま、きょとんとされる。

　その様子におかしい所はない。いつも通り。

　でもいつも通りなのがむしろ怖い。

　告白されたよ、って状況でなんで普段通りなの？　おかしくない？

「あっ、わかりました」

　アコがぽんと手を叩たたく。

「ルシアン、あれ見たんでしょう！　妻に『愛してる』と言ってみるスレ、みたいなの！」

「…………」

「私も、ああいうのいいなーって思ってたんですけど、やっぱり言われるとふわーってして、温かくて、ああ幸せだなーって……ルシアン？　どうしたんです？」

「は、ははは……」

　そうだよね、夫婦だったら好きだとか愛してるとか普通に言うんだよね。

　もう……何もかもどうでもいい……。

　その場にばたりと倒れ込んだ。
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　夕食の片付けに奮ふん闘とうするアコ──俺の告白からやたらと機嫌の良いアコは、これも妻の仕事です！　と言って譲ゆずらなかった──を横目に、マスターと瀬せ川がわが寄ってくる。

「わざわざ二人にしてあげたんだし、ちゃんと告れたのよね？」

「……一応」

「首尾はどうだった」

　ううんと、言葉にするのが難しいんだけど、結論としては。

「アコが鬼女だった」

「ごめん意味わかんない」

　他に言いようがない。鬼女さんマジ怖い。

　一応幸いなこともあった。

「とりあえず、両思いなのは間違いないと思う」

「それは何よりだな」

「逆に言うと、あんたの希望は全然叶かなわなかったわけね」

　るさいな、あのタイミングで好きって言ってもらえた時点でちょっと満足してるんだよ。

「っていうかさ、ここまで来てやっと気づいたけど、夫婦って恋人のワンランク上なんだよ！　俺が何やったってアコ的には動揺がないんだよ！」

　喜んではくれるけどな！

　どんどん機嫌が良くなるんだけどな！

「しかも西にし村むらがデレればデレるほどあの子の中で妄想が固まっていくから余計にどうしようもないわね」

　そうなんだよ。

　俺から好きだとか言っちゃったせいか、アコが俺との関係に自信満々になってる感じがするんだよ。

「ネットを断っても駄目だったか」

「もうリアルでも夫婦のつもりしかないんでしょうね」

　鼻歌を歌いながら食器を洗うアコはどこまでも幸せそうだった。

　横で刃物なんかを片づけている猫ねこ姫ひめさんがちょっと不思議そうにしているぐらいだ。

「……もういいや」

「あれ、諦あきらめるの？」

　いいや違う。そうではない。

　こうなったら俺も発想を変えてやる。

「俺だけアコの言うことに振り回されるのは納得がいかない。逆に俺もアコの言うことを聞き流してやる。俺とアコは恋人です。今日恋人になりました。文句は言わせません」

「でもそのまま付き合ってると遠からず結婚させられるわよ」

「それがあるんだったあああああ」

　そんな勇気はない。

　っていうか勇気とは言わない、ただの無む謀ぼうだ。

「……もうちょっとゆっくり進めるよ。アコだっていつかわかってくれる」

「やっぱ諦あきらめてるじゃん」

「ルシアンがそう言うなら仕方あるまいか」

　マスターだけは何か納得したようだった。

「終わりましたー」

　丁度良くアコが戻ってくる。

　甘えん坊な犬みたいに、褒ほめて褒めて、と顔に書いてある。仕方ないので素直にねぎらってやろう。

「ご苦労さん、ありがとうな」

「ルシアンの嫁として頑張りましたっ」

「…………」

　そう言ってぐいっと瀬せ川がわと俺の間に割り込むように座るアコ。

　瀬川が少し苛いら立だったように身を離はなした。悪いな、うちの嫁が。

「さて、もう良い時間だし、そろそろ寝るか？」

「どこで寝るの？　みんなで雑魚寝？　それぞれ個室があるの？」

「私はルシアンと一緒に……」

「駄目よ？」

「はい」

　先生に首をつかまれたアコがうなだれた。

「何を終わった風なことを言っている。すべてはここからなのだぞ？」

　マスターはすっと立ち上がると、威厳をもって俺達たちを見回した。

「昼間ネット断ちをしたことによって、皆のネトゲ力は過去例を見ないほどに高まっている。ネットに繫つなぎたい、ネトゲをしたい……そんな気持ちがあふれているのではないか？」

「そりゃ今すぐに携帯使いたいわよ」

「ネトゲしたいですっ！」

「俺達にパソコンを寄越せー」

「そうだろうそうだろう」

　シュプレヒコールを上げる俺達に大きく手を広げ、マスターは高らかに宣言した。

「ここから現代通信電子遊ゆう戯ぎ部、真の合宿がはじまる！」

　言うと、マスターは遊戯室の扉を開けた。

　間接照明の明かりが灯ともり、冷えた空気が流れてくる。

　そこには立派なデスクトップパソコンが五台据えられていた。

「ここからが本番だ！　ＬＡで難敵と呼ばれるボスを十体倒すまで終わらない！　そう、名付けて『寝落ちするまでやめられまテン』だ！」

「何がテンなの!?」

「寝落ち前提かよ!?」

　どういうイベントだ！

「ちょっと待って御ご聖しよう院いんさん、この五台目のパソコンは……」

「斉さい藤とう教きよう諭ゆの分です。どうぞ監かん督とくして下さい」

「……消灯時間よー、寝なさーい」

「認めません」

「酷ひどいのにゃ……」

　顧こ問もんより部長の方が発言力が高いという謎なぞの部活だった。

　待ってくれ、ネトゲはしたいよ、そりゃしたいよ。

　でもほら、もう結構遅い時間だよ？　たっぷり泳いで運動して沢山食べて、これで今すぐ寝たら絶対気持ち良いぞってタイミングだぞ？

　ここから始めんの？　本気で？

「くー……」

「アコが既に寝落ちしてるわよ！」

「起こせ、起こせ！」

　椅子にしがみつくような姿勢で目を閉じているアコを揺する。

「るしあん……もうたべられません……」

「起きてんだろお前！　その寝言リアルで言う奴やつ聞いたことねえ！」

　寝る気なだけだぞ、こいつ！

「だって、もう限界ですよう」

「限界こそが理想だ！　全ての意識が抜け落ち、無意識だけでも完かん璧ぺきな操作ができるようになった時、我々はネットゲーマーとして完成する！」

「未完成で良いわよ、私」

「部員を手動ＢＯＴにしようとすんな」

「いいから来るのだ」

　半ば引っ張られて席に着く。

　マジか、やるのか。眠い目をこすってネトゲをするのか。

　そりゃパソコン使いたかったけど、寝落ちするまで耐久ネトゲとは思ってなかった。

「さあ始めるぞ！　最初に倒すのは真タイターンだ！」

「無理ですぅぅぅぅ！」

「今のコンディションでやれるかちょっとは考えろ！」

「俺様の経験値がー！」

「嫌なのにゃああああああ」

　俺達たちの泣き言は認められなかった。





◆アプリコット：雑魚が漏れたぞ、ルシアン！　ヘイト管理しっかりしろ！

◆ルシアン：ねみい



　やめられまテン開始から既に数時間が経たっている。もう眠いとか眠くないとかじゃなくて、俺の脳の大半は眠りについてると思う。絶対そう。寝てるって。

　みんな口を開くのが面倒で返事がチャットになるぐらいだ。

◆アプリコット：シュヴァイン、足を止めるな、ボスがこっちに来るぞ

　他のメンバーで雑魚を倒している間ボスを引き付けて逃げ回るのが任務だったシュヴァインの動きが怪しい。一発も殴られずに逃げ続けないと駄目なんだけど、さっきからダメージを受けまくってる。


◆ルシアン：シュー、平気かー

◆シュヴァイン：ｑｗｄｄｓｓｓｓｓｓｓｓｓ

◆ルシアン：チャット画面開いたまま動こうとすんなー



　あー、あいつ眠すぎてキーボード移動ミスってるよ。

　普段なら笑ってる所だけど、俺も眠すぎてどうでもいい。

◆アコ：ボスがきましたよー

　あ、頑張ってシューを回復してたアコの所にボスが来た。

◆アコ：ボスでしにましたよー

　あ、アコが死んだ。


◆シュヴァイン：回復役が死んだな……俺様も後を追うぜ……

◆ルシアン：そうだな、これで終わりだ……



　全滅すれば寝られる、全滅すれば終われる。

　そんな希望に満ちた俺達の画面にぽわーんと緑色の光が舞まった。

◆アコ：はれ？

　死んでいたアコが勢いよく起き上がった。

　少し控えた位置に居たネコミミ少女が胸を張る。


◆猫姫：蘇生したのにゃ、まだいけるのにゃ

◆ルシアン：なんで生き返らせたんですかーっ！

◆シュヴァイン：くそ、こんな時に限ってサブヒーラーが居るだと!?

◆猫姫：どうして怒られるのにゃっ!?



　確かに猫ねこ姫ひめさんは悪くない、悪くないけど！


◆ルシアン：空気を読んでそのまま殺しておいてくださいよ！　使えないですね！

◆シュヴァイン：クソ猫が、ボスに轢かれてしまえ

◆猫姫：にゃああああ!?



　特に脈絡のない暴言が猫姫さんを襲おそう！


◆猫姫：そんなこと言うとリヴァイヴ、ヒール使ってあげないにゃん

◆アコ：ヒール私ひとりじゃ追いつかないですー

◆猫姫：猫姫は、こんなちんけな前衛と一緒にＰＴ組むほど暇じゃないにゃん



　普通なら回復は一人で足りるんだぞ、と突っ込む元気は誰だれにもなかった。あんた顧こ問もんだよ、と突っ込む元気もやっぱりなかった。

　ボスの攻こう撃げきで一人ずつ倒れていくアレイキャッツメンバー達たち。

「全員死んだ……これで寝られる……」

　最後まで粘っていたマスターが死んだのを確認して、俺はその場で目を閉じた。

　寝落ちとか……久しぶり……。

　──。

　────。

「──ちょっと、起きなさいよ」

「ん……うう……」

　ゆさゆさと乱暴に揺すられて夢すら見ないほどの眠りから無理やり引っ張り上げられた。

　顔を上げると既に窓からは薄うすく日が差し込んでいた。

「朝か……」

「昼よ」

　苦々しく言う瀬せ川がわ。

　マジかよ、と目を向けて、俺は目を疑った。

「おまえ、その顔──ぶふっ」

　驚おどろいたのも一いつ瞬しゆん、すぐに吹き出した。

「頰ほっぺたっ、キーボードの跡あとっ、思いっきりっ」

　不機嫌な顔をした瀬川の頰ほおにくっきりとキーボードの跡がついていた。
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「私は寝落ちしましたよって言わんばかりだなそれ、どうすんだよ、くくく」

「るさい、あんたもよ」

「……おう？」

　ぺたりと自分の頰に手を伸ばす。

　俺の頬も酷ひどく無機質な形に凹へこんでいた。

「……なんか跡がついてるって気づくと急に痒かゆく」

「あんまり掻かかない方がいいわよ……」

　全てを諦あきらめたような表情で言う瀬せ川がわ。

　やっぱこいつ大物かもしれん、と変な感想を抱いた。

「んやう……だめですぉよ、そんなところ……」

「ふんっ！」

「ひああああっ!?」

　なんか恍こう惚こつとした寝言を漏らしていたアコが蹴けりつけられるのを眺めつつ、俺も大きく溜ため息いきを吐ついた。




　全員揃そろって起きたのは昼を十分に過ぎてからだった。

「本日は合宿二日目なわけだが、外はあいにくの天候だ」

　昼になってもさして明るくない窓外。今日は雨模様だった。

「これで一日中ネトゲができますね！」

「できると言えばできるけど……」

　昨日のネット断ちが思いのほか厳しかったのか、アコは超嬉うれしそうだった。

「どうすんの、本当にネトゲするの？」

「一日中パソコンいじってました、って日報はあんまり書きたくないわね」

　一応合宿も仕事らしい猫ねこ姫ひめさんがクリップボードを手に微妙な顔をする。

　全員パソコンの前で崩れ落ちるように寝ました、なんて書いたら怒られないかな、ちょっと心配だ。

「心配はいらないぞお前達たち。こんなこともあろうかと、飽きさせないような案はしっかりと考えてある！」

　マスターは雨だろうが晴れだろうが合宿が楽しくて仕方がない様子で、胸を張って言った。

「本日は宿泊先を変えるぞ！」

「なんでまた」

「それはだな……これだ！」

　パソコンの画面にでっかく表示された公式告知ページ。

　そこに書いてあったのは、

「レジェンダリー・エイジ、コラボレーションホテル……？」

「コラボ……ですか？」

「それもわざわざホテルとやってんの？」

　呆ぼう然ぜんとする俺達。

　ネトゲの運営が他の企業と連携してイベントを行うのを『コラボレーション』とか『タイアップ』とか呼ぶ。割と頻ひん繁ぱんにあることで、一番多いのは公式公認のパソコンとかかな。

　このイベントでしかもらえない良いアイテムが手に入ったりするから、俺も参加することは多いよ。

　でもさ、にしてもさ。

「ホテルか……」

「これはついに来る所まで来たわね」

「珍しいか？」

「珍しいってかホテルとコラボとかあんのね」

「他にもありませんでしたか？　ラブ……ラブ……ラブラブラブ、みたいなの」

「ありゃ旅館だろ」

　旅館もホテルも大差ないっちゃないけどさ。

「ＬＡもついに最終集金体勢かしらね……」

「そう悪く言うものでもない。少し下調べはしたが、これが意外と悪くないのだぞ」

　もう予定は決定済みらしい。

　さして荷物を広げていないのでさっさと片付けて車に積み込む。

「場所はすぐ近くだ。では、出発！」

「……もうちょっと、コテージ堪能したかったにゃ……」

　猫姫さんが小市民的に別荘を惜しんでいた。

　次に来ることがあったらちゃんとベッドで寝たいっすね……。




　近いっていうからどれぐらい近いかと思ったら、本当に近かった。

　多分同じビーチを狙いにしたホテルなんだと思う。

「ここだ、ホテルフローレス」

「うわ、でっかくレジェンダリー・エイジコラボレーションって書いてある！」

　ロゴマークがあちこちに張り付いてる！

　ロビーに超ぬいぐるみとか飾ってあるし！

「でっかいぽわりんがいますよ！」

「ありゃドヤ顔をしているからますたーぽわりんだな」

　どやや！　って顔をしてるスライムもどきみたいなやつが俺達たちを出迎えてくれた。

　走って行ったアコが抱きついて、ふにゃーんと受け止められている。

　瀬せ川がわがほんのり羨ましそうな顔をしているが、どうやらプライドが勝ったらしく、抱きつきはしなかった。行けばいいのに。

「でっけえ……」

「これで実寸大？　本当に？」

「こんなのよく倒してるな、俺達」

　上で暮らせそうなぐらいでかかった。

「しかし……なんか恥ずかしいなあ」

「あたし達の何が悪いってわけでもないのに、なんか照れるわね」

　あっちこっちにＬＡ、ＬＡ、ＬＡと自分のやっているゲーム名が出ていると、なんだか妙に恥ずかしい気持ちになる。なんだろう、この不思議な感覚。

「ルシアンルシアン、なんだかこのホテル。ちょっと見覚えがあるんですけど」

「俺もなんか見た記き憶おくがある」

「首都にある宿屋の元になった建物だからな。内装はある程度コピーしてあるそうだ」

　首都にある、宿屋。

「ああ！　ルシアンと一緒にチャえぶっ」

　はい、それ以上言わないように。明らかに誤解を招く発言だからな。

　溜たまり場を捜し歩いてた時に一緒に入ったアレな。それだけだから。

「チェックインしてきたわよ。しっかり予約もされてたけど」

「事前の準備は大切です」

　フロントから戻ってきた先生が俺達にキーを渡す。

　ついでに配られたのは……なんだろ、小さなぽわりん型をした何か。

「このホテルには面白い仕掛けがあってだな、ゲーム内と連動してイベントが進むようになっているのだ。これがそのイベント用トークンだ」

「へえ、ぽわりん型のトークンなのか」

　裏側を見てみるとＩＤが刻印されていて、時間で変わるパスワードも表示されていた。

　下手に固定式のＩＤとパスワードだけ配布すると、ネット上に情報が流れたら宿泊客以外もコラボイベントに参加できてしまう。ホテルに泊まった人しか遊べないようにわざわざトークンなんて使ってるんだろう。

「凝こってるわねえ」

「可愛かわいいー！」

　こりゃいいな。この先も使えるんだったら使いたいぐらいだ。

「そしてだ。イベントをクリアすると、ぽわりん型トークンにポイントが溜たまる」

　ふむ？

「そしてこのホテルでは、ポイントが溜まっている分だけ、ＬＡが無料で遊べちまうのだぞ」

「ポイントがないと無料で遊べな……ご、ごめんなさい」

　突っ込んではいけないことを突っ込みそうになったアコが謝った。危うい発言には気を付けよう。

「んー……あたしね、こういうコラボものとかさ、オフラインイベントとかさ、ユーザー舐なめてるって感じであんまり好きじゃなかったのよね。こうすれば金払うだろ、みたいなのが透けて見えるっていうか」

　瀬せ川がわがトークンを揺らしながら言う。

　あー、わかるわかる。なんかゲーム以外でついでに金をとろうって姿勢が気に入らなかったりした。

「でも、こうして目の前で見ると……なんか燃え上がるわね」

「だよなあ……俺達たちってやっぱ単純なのかなあ……」

「可愛いですねっ！」

　ますたーぽわりんにぎゅっと抱きつくアコ。

　ふんにゃりと柔らかいものがつぶれていた。

「というわけでリアル＆ゲーム連動イベントだ。スタート地点は、このホテルのフロントになる」

「そこ？」

　イケメンのフロントマンがいるフロントか？

「いいや、違う。ゲーム内のホテルの、フロントだ」

　マスターが指した先には少し型の古いＰＣが設置されていた。

　ここにもレジェンダリー・エイジコラボ！　と大きく告知がある。

「ここからログインして、キャラクターをこのホテルまで連れてくるのだ」

　ちょっと古いＰＣはＬＡの起動に時間がかかったが、表示されたマスターのアプリコット君はてくてくと宿屋に向かう。

◆ドアマン：いらっしゃいませ、ご宿泊でしょうか？

　すると今までは誰だれもいなかった入り口で、ＮＰＣにＩＤを聞かれた。

「ここでトークンのＩＤとパスを入れるのだ」

　トークンＩＤと現在のワンタイムパスをぽちぽちと入力するマスター。

　すると、ちゃららららーん、と豪勢な音が鳴り響ひびいた。

◆ドアマン：チェックインを確認しました。当ホテルのご利用まことにありがとうございます御聖院様

「ほほー」

「連動してるんですね」

　会話後に飛ばされたＭＡＰは本来の旅館よりずっと広大で、このホテルを忠実に再現したものだった。

「おお、すげえ、俺達たちが居るのってこのＭＡＰでいうとこの辺だよな、パソコンの前」

「同じように並んで写真撮とりましょうっ！」

「どうだお前達、悪くないだろう？」

　盛り上がる俺達にドヤ顔を見せるマスター。く、なんか悔しいけどちょっと面白い。

「さあお前達もやってみろ」

「おーけー！」

　ログアウトしたマスターの次にＬＡにログインする。

　同じように旅館に向かい、トークンのＩＤとワンタイムパスワードを入力。

◆ドアマン：チェックインを確認しました。当ホテルのご利用まことにありがとうございます西村様

「西村様って言われたな……」

　ＮＰＣが会話文の中で言うだけなので俺以外には見えていない表示だ。

　とはいえゲームの中でリアルの情報が出るとなんだか照れる。

「ゲーム内で名前が呼ばれると恥ずかしいな」

「私はいつもですけど」

　アコは特殊例だから。

　で、奥に進むと、イベントＮＰＣが何人も仕事をしていた。

「あ、ちょっとフロントの人に似てる！」

「シフトを合わせているらしいぞ」

「無駄に凝こってるなー」

　全員集まってフロントのＰＣをクリックする。

　するとでっかくイベント開始の文字が。

「現在イベント開催中のレジェンダリー・エイジ限定コラボスタンプラリー。次の目的地は三階、レストラン音楽の海ｉｎホテルフローレス、だって」

「ホテルってことはリアル側か」

　ついでに飯を食えとおっしゃるわけか。

　おお、あざといあざとい。

「生徒にやらせるにはちょっと大人の世界が垣かい間ま見えるイベントねえ」

　猫ねこ姫ひめさんが微妙な顔をする。

　良いじゃないですか、まだ飯も食ってないし。

　俺達たちはゲーム内のクエストをしている気分でレストラン音楽の海へ向かった。

　しかし一応ＬＡコラボって表記はあるけど、さして変わった様子もない。ええと、どこに行けばいいんだろ。

「とりあえず食事はしましょうか」

「五人でーす」

　中に入ってみてもこれといって特別な表示はない。

　ちょっと恐る恐るウエイターさんに声をかけてみる。

「あの、これって何ど処こで使えるんですか？」

　俺の出したトークンを見た渋く格好良いウェイターさんは、にっこりと営業スマイルを浮かべて言う。

「ああ、レジェンダリー・エイジ、コラボレーションイベントのご利用ですね」

「ごふっ！」

「けふっ、けふっ」

　瀬せ川がわとアコが吹き出した！　俺も水飲んでたら確実に噴ふいてた！

　やめて！　フルで言わないで！　お仕事なのはわかるけど、そういうの店員さんに口で言われるとマジ恥ずかしいから！

「ですと、ここからこちらまでのメニューがコラボレーション対象となります」

「ど、ども……ありがとうございます」

　真っ赤になった顔を隠しながらメニューを見てみる。

　内容は普通だ。ビーフカレーとかエビクリームドリアとか、ありきたりなものが並んでいる。

　問題はその横に書いてる文字だ。

「ＳＴＲ＋10の一時間……？」

「こっちはＩＮＴ＋８が三時間ですね」

「これ、頼たのんだらゲーム内で同じ効果のアイテムがもらえるってこと……？」

「どうやら十個セットでもらえるらしい」

　あざとい！　このコラボイベントのあざとさ！

「あざといけど、それでも俺はＶＩＴ＋10のやつが欲しい！　どれだ体力上昇飯！」

「これね、山菜のつみれ煮」

「食いたくねえー！　対象年ねん齢れい考えたメニュー選べよっ！」

「ＩＮＴは……ドラゴンカクテルか。私はこれだな」

「はいはい、アルコールは駄目よー」

「くっ……理不尽な……」

　お店はどんな風に考えてこのメニュー選んだんだよ。

　なんでこういうコラボってその辺考えないの？　ブラックガムとかラーメンとかじゃなくて、もうちょっとメインターゲットの学生が喜ぶものとコラボしてくんない？　ハンバーガーとかさあ。

「ならば無難にカレーで済ませるか……」

「私サンドイッチ食べます」

「ＳＴＲが捨てがたいからＴボーンステーキとエビフライのセット……」

　瀬せ川がわがちょっと涙目でメニューを選んだ。

「昼からがっつり行くなー、お前」

「うるさいわね、エビフライぶつけるわよ」

　五本ぐらい飛んできそうなので口を閉じる。

「ふん、だってしょうがないじゃない……」

　攻こう撃げき力りよくに惹ひかれたものの末路だった。

「ええと、俺は山菜のつみれ煮」

「人のこと言えるの？」

　これが耐久力に引かれたものの末路でもある。

「先生は？」

「動く猫耳イアーセットがもらえるキャットドリアセット」

　言い切る猫ねこ姫ひめさん。その表情に一点の迷いもなかった

「あの……欲しいんですか？」

「猫耳は何個あっても嬉うれしいのにゃ」

　にっこり笑顔の猫姫さんに、なりきり型プレイヤーの強さを見た気がした。

　困ったことに味は美う味まかった。

　コラボイベントによくあるコラボ先の本気感。これがいつも困るんだよな。なんかコラボが終わってからもたまに買っちゃったりするもん。それが狙いなんだろうけどさ。

「これか、パソコンがあったぞ」

「こんな所にあったのかよ」

　レストランの近く、観葉植物に隠れたわかりにくい位置にコラボ用パソコンがあった。

「ここでトークンのＩＤとパスワードを入れるとメールアドレスにアイテムコードが転送されてくるぞ」

「んじゃ俺からやるか。……んー？」

　なんだかパソコンの調子が悪いな。

　いつも使ってるフリーのメールアカウントにちゃんとログインしたはずなのに、一度入れたパスワードが拒否されるでもなく通るでもなく、そのままの画面でもう一度要求された。

　んー、なんだろ、変な感じだな。

　しかしこんな古い形式のパソコンじゃ妙な挙動をするのが普通だよなあ。

「とりあえずもう一回……っと」

　ブラウザを再起動してログインし直す。

　今度は問題なく通過した。ったく、新しいパソコン用意してくれりゃいいのに。

　何通かのメールが来ていて、中には体力＋10のつみれ煮も入っている。

「よしよし、と」

「次の場所はどこなの？」

「ええと……１Ｆの土産屋だな」

「あ、あざといですー！」

　集金体勢に一片の揺らぎなし！　であった。




　　　　†††　　　†††　　　†††




「一通り終わったら無駄にアイテムが増えたわねえ」

「でも可愛かわいいのが一杯ありましたよ！」

「その上かなり強いんだよなあ」

　タイアップイベントのむやみやたらに強力な所が困る。使わざるを得ないんだよこれ。

「さて、大体はまわったが……そもそも我々はチェックインしただけで、まだ部屋にすら入っていなかったな」

　荷物は部屋に運んでもらってるけど、俺達たちはまだ一度も様子を見てない。

「もう夕方だし、一度解散して休きゆう憩けいにしましょうか？」

　先生がぐーっと伸びをした。

　体育会系の特徴なのか、先生的にはこうして室内でちょこちょこやる方が体の疲れがたまるらしい。人によって違うもんだなー。

「では夕食の時間に集合して、明日のミーティングとするか。緊きん急きゆうの連絡はメールかＬＡ内のチャットで行うように」

「ＬＡのチャットが緊きん急きゆう連絡に使われるのか」

　それで大丈夫かよ、という視線に、マスターは余裕の笑みを浮かべた。

「今回のコラボ対象になっている部屋はパソコンとインターネット環かん境きようが用意されている。ということは、全員が時間までコラボアイテムを試しているだろう」

「……なるほどね」

　よくわかってらっしゃる。

　流石さすがに横並びで部屋は取れなかったらしく、俺達たちの部屋同士も少し距きよ離りが開いてる。

　それじゃあまた後で、とエレベーターで別れて自分の部屋に向かった。

「おお、なんかコラボって感じだ」

　ちゃんとしたＰＣとネット環境が用意された一室。なんだこれ、超落ち着く。

　枕元には持って帰っていいらしいぽわりんぬいぐるみなんかも置いてある。

　とりあえず起動して、ＬＡに入ってみるか。

　俺──ルシアンが居た場所は、最後に起動した土産物屋の辺りだった。


◆ルシアン：うーっす

◆シュヴァイン：おせえぞ、ルシアン、どこで油売ってやがった



　相変わらず凄すごいキャラの変わり方するなお前。

◆アコ：ルシアン、ルシアン！

　お土産ショップ（ゲーム内）を見ていたアコが勢いよく寄ってくる。


◆アコ：凄いですよ！　ホテルの中にも別のイベントがあります！

◆アプリコット：ホテルについてのクイズに答えると、チェックアウト時にぽわりんイヤホンジャックをプレゼント、だそうだ

◆ルシアン：要らねえ……

◆アコ：要りますよっ！



　アコはぐっと拳を握った。

◆アコ：ふわふわぽわりんのイヤホンジャックですよ！　想像するだけで可愛いじゃないですか！

　なるほど、わからん。


◆ルシアン：欲しいなら取ればいいけども……問題はどうなんだ？　正解わかったのか？

◆アコ：さっぱりです！



　おおう……相変わらず使えねえ……。


◆アプリコット：おそらくホテル内のＮＰＣが正解の情報を持っているタイプだと思うのだが

◆シュヴァイン：流石俺様、部屋にあるパンフレットに少し答えが書いてあったぜ

◆アコ：えっと、えっと、ぱんふれっと……



　ホテル内をうろうろと捜し歩く。

　ホテルについての細かい質問もあったりするが、大体は手元にあるホテル案内パンフレットにのっていた。段々とホテルに詳しくなっていく自分が悔しい。

◆シュヴァイン：凄えなこの質問。Ｗｉｋｉ見ても回答が書いてねえ

　参加者の少なさが感じられる。そりゃコラボホテルに泊まりに来るようなプレイヤーもそんなにいないよな。

　しかしゲーム内でも構造が複雑だな。ホテルそのまんまだよ。

　あ、そうだ。ついでだから俺が今使ってる部屋まで来てみるか。

「……あれ？　トークンのＩＤとパス要求された」

　俺が泊まってる部屋の扉をクリックすると、なぜかトークンのＩＤとパスワードを入力する画面が開いた。

　とりあえず入れてみると……おー、入れた入れた。

　へー、ホテルの自分の部屋に泊まれるのか。


◆ルシアン：おーい、上の階まで行くと自分の部屋に泊まれるぞ

◆アプリコット：凝った仕掛けだな。悪くない



　どうも無料で完全回復できるらしい。無駄に手が込んでる。


◆アコ：本当だ、私の部屋ですよっ！

◆シュヴァイン：クイズの答えには関係ねーな、使えねえ



　シュー、お前かなりイヤホンジャックを欲しがってないか。

　俺はさして気になるアイテムではないので部屋に残ったままアイテムの整理をする。時間限定とはいえＶＩＴ＋10のアイテムは熱い。大事にしまっておこう。

　と、ピコン、と効果音がなった。

　画面の隅に表示されるささやきメッセージ。


◆アコ：ルシアン、聞こえます？

◆ルシアン：おう、どした？



　アイテムの場所を入れ替えながら返事をする。

　またわからない問題でもあったのかな、とのんびりメッセージを待っていると、

◆アコ：ルシアン、今から私の部屋に来ませんか

「っ!?　うわっ、もったいねえ！」

　予想外のチャットにびっくりしてつみれ煮一個使っちゃったよ！　くそ、大事に使うつもりだったのに！

　ええと、それで何？

　今からアコの部屋に来いって？

　それはその、なんだ、どういう意味だ？

　普段は直接的に過ぎるぐらい直接的なアコらしくない、ちょっと雰囲気のある誘い方で、妙にドキドキしてきたぞ。

　修学旅行で女子の部屋に誘われるような──そんな経験ないけど──そんなドキドキ感。

◆ルシアン：べつに、いいけど

　アコの部屋に行って何をするんだよ、何を。

　夫婦らしいこととか言われたら、その、駄目ですよ？


◆アコ：良かった。私のトークンの番号教えたら、ルシアンも私の部屋に入れるんですよね

◆ルシアン：……トークン？



　おう？

　そこにトークンが出てくるのか？


◆アコ：はい。だって部屋に入るのに要るじゃないですか

◆ルシアン：ああ……部屋って……



　リアルのアコが泊まってる部屋じゃなくて、ゲーム内のアコが居る部屋のことね……。

「……だと思ったよ、そんなこったろうと思ったよ、別に何も期待してねーし……」

　くそう、ドキドキして損した。

　まあいいや。他の人の部屋がどんな構造してるかも気になるし。


◆ルシアン：アコの部屋って何号室だった？

◆アコ：４０２号室ですー　



　ゲーム内をてくてくと移動して部屋の前に。

　言われるがままにトークンの数値を入れると、俺も中に入ることができた。


◆ルシアン：この部屋の方がちょっと広いな

◆アコ：ルシアンの部屋は狭めなんですか？



　ベッドに座るアコ。

　特に意味もなく、その隣となりに座った。

◆アコ：この姿勢……いつかの溜まり場探しを思い出しますね

　その話はやめろと言ったろーに。


◆ルシアン：こら、そういう冗談で呼んだなら帰るぞ

◆アコ：えええ、でも私達、夫婦なんですから



　ああもう、こいつはいつもいつも。

　そうやってのんきに考えている場合では──本当は、なかった。

　夫婦だからってな、と文字を入力している最中に、ぷちっと画面が切り替わったのだ。

「……へ？」

　見慣れた、見慣れすぎたログイン画面が表示される。

　真ん中に出ている文字は、


　このアカウントで他のプレイヤーがログインしました

　接続を終了します



　そんなシステムメッセージだった。

「なんだよ、鯖サバキャンか？」

　ああもう、面倒臭い。

　たまにある変な落ち方だろうと、ＩＤとパスを入力する。

　すると表示されたのは、

　パスワードが違います

　背筋に嫌な汗が流れた。

　ローテーションで変えてはいるけど、それでも慣れたパスワードだ。まず間違うはずはないと思う。

　でも、もう一度。


　パスワードが違います

　パスワードが違います



「──っ！」

　公式サイトのパスワード紛失対応窓口に接続。

　登録してあるメールアドレスへのパスワード送信を要よう請せいし、普段使っているメールアドレスにログインする。さっきまでアイテムコードの受け取りにも使っていたアドレスだ。

　そこにはパスワードの送信メールが──何な故ぜか、二件。

　しかも一件は既読になっていた。一度開かれてる。俺は見た覚えがないのに。

　誰だれかが俺のメールアカウントに勝手に入ってる？　……っ！

「やっべ、やられた！」

　これマズイぞ、俺の垢アカがハックされてる！

　ようやく理解した、けど、我ながら遅おせえ！

　自分がやられるとこんなに混乱するもんかね、くそっ。

　ここ数日は普段使わない回線と機体でログインし過ぎてた。あってもおかしくない事態だってのに。ああもう。

　今受け取ったばかりのパスワードでＬＡにログインすると、このアカウントで他のプレイヤーがログインしていますの表記があった。

　この表記は同じＩＤで複数のＰＣから同時にログインしたときに出る表示だ。

　この表示が出ると両方のＰＣのクライアントが強制的に終了する。

　てことは、だ。

　たった今この瞬しゆん間かんに、別のＰＣから俺のアカウントに入っている奴やつが居たんだ。

　俺の『ルシアン』に誰かが入ってたんだ。

「……おいおいおい」

　ぞわりと背筋が泡立つ。

　怖いぐらいに俺に全幅の信しん頼らいを寄せてたアコが、このホテルの一室で二人きりの状態で、偽物の『ルシアン』と、何をしてたんだ？

「やばいやばいやばいやばいやばい！」

　すぐにログインだ、もう一度！

　パスワードが違います

　くそ、もうパスワードが変えられてる！

　これじゃイタチごっこだ。しかも向こうはろくでもないログインツールなんかを使ってるかもしれないし、こっちのＰＣは古いせいでやたらと起動速度が遅いんだよ！

　すぐに仮パスワードを発行、そのパスワードで起動を……くそ、遅い！

「ええい、緊きん急きゆう手段だ！」

　こうなったら手段は選んでいられない。

　公式サイトでパスワードを入力する。適当に入力しまくる。

　誤入力、誤入力、誤入力を十回すればセーフティロックが発動。

　これで一時間は誰だれであってもログイン不能だ。

「よし、今の内に……」

　アコの携帯に電話をかける、が──出ない。

　どうしたんだよ、アコ。本気で何かあったのか。

　なら、こっちにはオフラインがある。

　アコの部屋の場所はわかってる。何せさっきゲーム内で全く同じ場所に行ったんだ。

「騙だまされてんじゃねえぞ……！」

　焦る気持ちをこらえ、すぐに部屋を飛び出してホテルの廊下を走る。今日は運動は要らないと思ってたんだけどな。

　エレベーターを待つのがもどかしく、階段を駆け上る。

　４０２号室、ここのはずだ。すぐに扉を叩たたき、チャイムを連打する。

「アコ、アコ！」

　中からは何も声がしない。応答もない。

「そいつは俺じゃない、偽物だ、おい、聞こえてるよな？」

　アコ！　聞こえてないのか！　アコ！

　もう一度扉を叩こうとした手がぐっと前に滑った。

　ゆっくりと扉が開く。

「る、るしあん……」

　目を真っ赤にしたアコが、ぐしゃっと表情を崩した。

「るしあんんんんん！」

　泣きついてくるアコを抱きとめた。

「ごめんな、びっくりしただろ」

　謝る俺に、アコはしがみついたまま必死の様子で言う。

「ごめんなさい、ごめんなさいごめんなさいごめんなさい」

「なんでお前が謝るんだよ」

　ふるふると首を振るアコ。

「それにニセの俺はどうしてた？　変なことされなかったか？」

「っ」

　びくりと身を固めるアコ。

「おい、アコ？」

「ご、ごめんなさい」

　何を謝って──いや、自分で確認しよう。

「悪いアコ、入らせてくれ」

「あ……ルシアン、待って」

　アコを連れたまま部屋に入る。さっきゲーム内で見たのと同じ部屋。同じ構造。

　同じ場所にあるパソコンの画面を覗のぞき込む。

　そこにはアコの『アコ』が一人でいるだけだったが、俺とアコのチャットログがしっかりと残っていた。


◆アコ：この姿勢……いつかの溜まり場探しを思い出しますね

◆ルシアン：こら、そういう冗談で呼んだなら帰るぞ

◆アコ：えええ、でも私達、夫婦なんですから



　そう、ここまでは俺だ。俺が話してた。

　そこにルシアンの接続切断メッセージが入る。

　そして間を開けて──再び、『ルシアン』が戻ってくる。

◆アコ：お帰りなさいルシアン。ホテルの回線悪いですか？

　その言葉に少し反応が開いたのか、再びアコのチャット。


◆アコ：ルシアン？　どうしたんです？

◆ルシアン：あ、ホテル、ホテルね　



『ルシアン』が、喋しやべってる。

　俺じゃない『ルシアン』が、アコに向かって。


◆アコ：ルシアン？

◆ルシアン：あ、おお

◆アコ：大丈夫ですか？　何かありました？

◆ルシアン：いや、慣れないパソコンだからな



　俺の振りをしたルシアンが偉そうにアコと話すログ。

　ぎりっと拳に力がこもった。


◆アコ：こういうの困りますよね、折角良い感じだったのに、雰囲気台無しですっ

◆ルシアン：雰囲気？

◆アコ：ほら、折角それっぽい場所で二人なんですし、もっと仲良くしても良いなって話をですねっ



　普段の俺ならすげなくあしらうような、アコの言葉。

　それに対して、

◆ルシアン：お、そういうのＯＫなタイプ？

『ルシアン』は鼻息も荒くそう言った。


◆アコ：え、あの……ルシアン？

◆ルシアン：俺も全然アリな方だから。ほらやろうぜ

◆アコ：い、いつになく積極的ですね？



　明らかにおかしな『ルシアン』にアコが引いているのがわかる。

　それを誤ご魔ま化かすように、『ルシアン』がさらに迫る。


◆ルシアン：そういうの嫌か？　俺のこと嫌い？

◆アコ：そ、それは……



「あ……」

　アコは答えなかった。

　言わないんだ。

　好きだって答えないでくれたんだ。

　普段なら食い気味に即答するアコが言葉に詰まってた。何も言わなかった。

　それがびっくりするぐらいに嬉うれしかった。

　ああ、わかってるんだ、こいつ。俺が俺じゃなかったらわかるんだ。

「お前、良い嫁だな」

「え……？」

　俺の隣となり、泣きそうな顔で画面を見ているアコの頭を撫なでる。

　しかし、そんな安あん堵ども吹き飛ばすぐらいに、画面の中の『ルシアン』は腐ってやがった。


◆ルシアン：なー、良いじゃん別に。……あ、そうだ、その前に画像送ってよ、自撮りでいいからさ

◆アコ：ルシアン……？

◆ルシアン：ちょっとエロメの、使えそうな奴。ほら、アドレス貼るから

◆アコ：あなた、ルシアンですか？

◆ルシアン：違うように見える？



◆アコ：……

　見えるわけない。紛れもなく『ルシアン』だ。


◆アコ：でも、でも……

◆ルシアン：ああ、俺は別に見た目とか気にしないし。ネトゲやってるような子、みんな陰キャラのモサい子だしさ。俺も送るし。俺割とイケメンだよ？

◆アコ：──っ！　やめてくださいっ



　珍しい、アコの怒った言葉。


◆アコ：ルシアンの顔でそんなこと言わないでください

◆ルシアン：顔も何もそのルシアンじゃん

◆アコ：私の大好きなルシアンは、ルシアンは



　チャットが一度途切れる。

　多分、叩たたきつけるように打ったんだろうなって、それがわかるような区切りがあった。

　そして。

◆アコ：ルシアンはそんなこと言いませんっ！

　そのタイミングで俺がログアウトした表示があった。

　直後に再びログインし、テレポートアイテムで消えた後は戻ってきていない。

「……はー」

　びくりとアコが震ふるえる。

　良かった……最悪の事態にはならなかった。

「ごめんなさい、ごめんなさい」

「何で謝るんだよ。よく気づいてくれたよ、本当に」

　ニセルシアンが直結過ぎたにしても、アコが俺を信じてくれなかったら危なかった。

「んだよこのクソみたいなチャット。出会い厨ちゆう直結厨……っつうか犯罪者丸出しの」

　くっそ、自分のキャラがそんな風に喋しやべっていたのが心底気に入らない。

「良い勉強になったよ。アコもこんな奴やつに引っかからないようにな」

「ごめんなさい……」

「だから謝ることないって……アコ？」

　アコは目一杯に涙を溜ためていた。

　そして後悔だらけの顔で俺に言う。

「だって、私、ルシアンじゃない人を、ルシアンって呼んで」

　ごめんなさい、ともう一度言ったアコの両目から涙が溢あふれた。

「あ……」

　それで気がついた。

　一いつ瞬しゆん、ほんの数十秒。

　短い時間だけど、でも。俺のアコが盗まれたんだ。

　その間、アコは俺のアコじゃなかった。

　俺の『ルシアン』が取られたら、俺のアコも一緒に取られるんだ。

「……気に入らないな」

　そして泣かした。

　俺のアコを泣かした。

「許さん、絶対許さん」

「ごめんなさい、もう絶対こんなこと……」

「違う、アコじゃない！　アコには欠片かけらも怒ってない！　腹を立ててるのはまず俺にだ！」

　俺が悪い。注意を怠った。危機感が足りなかった。

　そして、それ以上に。

「この垢アカハック野郎は絶対に許さん！」

　このクソ野郎に、俺は、すっげえ、怒ってんだよ！




「注意はしていたが……まさか本当に垢ハックされるとは」

「身内がやられると冗談じゃ済まないわね」

　俺から連絡を受けた三人はすぐにアコの部屋へ来てくれた。

「こういったオープンスペースで接続する場合、十分以上に警戒してしかるべきだった。すまない、これは企画した私のミスだ」

「何言ってるんだよ、マスターが悪いわけあるか」

　俺がミスるまでは楽しくやってたってのに。台無しにしたのは全部俺だよ。

「違うわ。合宿中に生徒が被害に遭うなんて……ごめんなさい」

　先生が深々と頭を下げる。

「猫ねこ姫ひめさんが悪いわけないじゃないですか」

　無関係も良い所だ。

「俺が悪いんですよ。自衛が足りなかった。ワンタイムパスとかトークンとか使うべきだったのに」

「西にし村むら君、それは違うわ」

　先生は強い声で言った。

「垢ハック、なんてゲームの言葉みたいに言ってるけど、これは『不正アクセス行為の禁止等に関する法律』っていうのに違反した、立派な犯罪なのよ。まだ学生のあなた達たちが日常的に犯罪者に狙われていて、しかも自衛を強いられてるなんて、その方が異常なの」

　そして目を伏せてうなだれた。

「合宿中に生徒が犯罪被害に遭うなんて……本当に先生失格だわ」

「実際に被害に遭ったのはルシアンではなく運営サイド、ということになります」

「同じことよ」

　そりゃ建前としてはそうだけど。

　実際ネトゲやってる方は垢アカハックは自衛するものだと思ってるし、法律がどうであろうと、ハックされた後で誰だれかが助けてくれるとは思ってない。

　単に俺のミスだって思うだけだ。

「とりあえずホテルの方には事情を連絡しておくわ」

「よろしくお願いします」

　そういうのは先生に任せておこう。俺より話が通じると思うし。

「それでＬＡは完全に取られてたのよね？　今はもう大丈夫なの？」

「ＬＡじゃなくてフリーのメールアドレスの方がやられてたんだよ。ＬＡのセーフティ機能はメールアドレス基準だから結構ヤバかった。メールの方はパスワードの変更に手続きが多いからなんとか俺の制御に戻せたけど」

　ＬＡのアカウント制御は登録しているメールアカウントさえ奪ってしまえばほぼ好きなようにできるシステムなんだよな。

　パスワード変更もＩＤの確認も全部が登録メールアドレスへのメールで行われるシステムだ。ワンタイムパスやトークンを使っていない限り、メールアドレスが奪われればオールフリーだったりする。

　古いネトゲなんて大体がそんなもんだってわかってたんだから、甘かった。何かしら対策を取っておけばこんな好きなようにはされなかったのに。

「メールのアカウントは設定変更に生年月日やらサブアカウントが必要でさ。おかげで進入されただけで、奪われずに済んだ。もう全部変更したから大丈夫だよ」

　メールアカウントを自分の物にすればゲームのアカウントも制御できる。

　とりあえず沈静、という状態にはなってた。

「原因はわかっているのか？　どこで仕込まれた？」

「多分、音楽の海だな……」

　レストラン前にあったパソコン、あれだ。

「あそこでアイテム受け取るのにメールアカウントに入ったんだけど、その時挙動がおかしかったんだよ。一回ＩＤとパスワード入れたのに何も起きずに同じ画面に戻って、もう一度入れたら入れたんだ」

「フィッシング詐欺か……古典的だな」

　マスターが唸うなる。やられてみると気づかないもんだよ、本当。

「えーと……ごめん、何それ。ねえアコ、何のことかわかる？」

　瀬せ川がわに言われて、アコが静かに首を振る。

「いえ……」

　学校に一人で居る時のような、おびえたアコ。

　くそ、あの野郎のせいだ。絶対許さん。

　怒りをもやしつつ、でもそれがアコにわからないように、何もなかったように言う。

「フィッシング詐欺ってのはその通り『釣り』なんだよ。ネット的な意味での釣りだ。知ってるだろ」

「そんな餌えさにこの俺様が釣られくまー」

「そういうやつ」

　今回は俺が釣られクマったわけだ。

「仕組みは単純でさ。ネトゲなんかだと、公式サイトのログインページと全く同じデザインのニセページを作って、ＵＲＬをバラまくんだ」

　間違って踏ふんだ人はそこが正規のログインページだと思い込んじゃうんだよ。

　だってデザイン一緒なんだもん。

「騙だまされてそこにＩＤとパスワード入れてログインボタンを押すと、入力した情報だけが盗まれて何も起きずに、正規の公式ページに飛ばされる」

「……正規のページに行くんですか？」

「そ。だから騙された奴やつは何かミスったのかなーと思ってもう一度ログインを試すんだ。するとこっちは正規の公式ページだから普通に入れる」

　そして何も気づかないままゲームを続けて──。

「忘れた頃に垢アカハックだ」

「あー、もしかしてやってもいない有名オンラインゲームのアカウント確認メールが頻ひん繁ぱんに来るのは……」

「運営からじゃない、偽メールだ。確実にフィッシングサイトだろうな」

　不正ログインの可能性があります、ログインして確認してください──という不正メールだ。

「俺はメールアカウントの情報を取られたからさらにヤバかったよ。仕掛けられてるのがＬＡコラボのＰＣっていうんだから、そりゃ入られるよ」

「中身はどうだ？　被害はあったか？」

「もうすぐ一時間経たつから、入ってみたらわかるけど……」

　正直覚悟はしてる。

「るしあん……」

「落ち着け落ち着け」

　びくびくとおびえるアコの頭を撫なでた。

　ったく、本人より困られると、こっちが逆に冷静になっちゃうだろ。

「……よし、解除された」

　パスワードをややこしいものに変更し、ログインしてみる。

　見慣れたログイン画面。キャラクターセレクト画面。

　そして、そこに。

「ルシアンが……」

「ない、か」

　俺の『ルシアン』が消えてなくなっていた。

「あ……るし、あん……」

　べしゃっと、アコがその場に崩れ落ちた。

　ほら、大丈夫だから、そんな顔すんなって。

「落ち着け落ち着け、俺が居なくなったわけじゃないんだから」

「でも私のルシアンが、ルシアンが居なくなって……」

　こら、俺のだ。俺のルシアンだ。

　むしろ言えば俺こそがルシアンだから。

「消えたものは仕方ないし、ルシアンはまた作れるから大丈夫だ。それより取り戻せないものを先に探さないと」

「取り戻せないもの──あっ、ルシアンが持ってたアイテム……」

　そう、それだよ。

　大事な装備とか思い出の品とか、一緒に消されてたら洒落しやれにならないって。

　とりあえずサブのキャラクターに入って倉庫を確認してみる。

「んっと……俺の動きに気づいてすぐアイテム回収したっぽいな。倉庫のアイテムも上の方が色々となくなってる」

「行動がはやいわね」

「んなことねえよ。メイン以外は全部残ってて、倉庫が空っぽじゃないって時点で恩の字だよ。アコが引き付けてくれなかったらこんなもんじゃ済まなかった」

　残ってるアイテムがあるってだけでまだマシだ。

　キャラもメインのルシアン以外は消されてないんだ。

「ごめん、なさい」

「だからなんで謝る」

「私がもう少しルシアンと話してれば、その間に」

「こら、馬鹿言うな」

　あの偽物がこれ以上ルシアンと話してたなんて、そっちの方がよっぽど腹が立つっての。

「あのなアコ、気持ちはわかるけど、ここでごめんは駄目だ」

「……？」

　赤い目が不安げに俺を見る。

　その瞳ひとみをしっかりと見つめ返した。

「アコはさ、ちょっと悪いことが起きるとつい『あの時こうしなければ』って後悔ばっかしちゃうだろ」

「……はい」

「俺もそうだよ。でも、それは駄目なんだ。いいか、魔ま法ほうの言葉を教えてやる」

　すーっと大きく息を吸う。

「俺は悪くねえ！」

　ぽかーんと俺を見るアコ。

「ほら、アコも言ってみろ」

「え、えっと……わ、私は悪くない、です……」

「声が小さいぞ！」

「私は……悪くないです……」

「もっと大きい声で！」

「私は、悪くないです」

「ぜんっぜん気持ち伝わってこない！　もう一回だ！」

「私は悪くないですっ！」

「もっとだ！　もっと熱くなれよ！」

「私は悪くないですうううっ！」

「はい、今死んだ！　アコの罪悪感死んだぞ！」

「はいっ！」

　よし、それでいい！

　熱い闘とう魂こんがアコの瞳に燃え上がった。

「俺達たちは悪くない、断じて悪くない！　悪いのは全部垢アカハック野郎だ！」

「絶対に許しません、全力でいきます！」

「いや、あんた達らしいけど……」

　なんか呆あきれた風の瀬せ川がわ。なんだよ、俺達は悪くねえぞ。

　鬱うつ々うつとしたってしょうがないしさ、元気出していかないと。

「で、こっからどうするのよ。ホテルの方にはせんせーが連絡してくれてるっぽいけど」

「んー、ぶっちゃけた話をすると、垢ハックされた場合、余程のことがないと消えたものは戻ってこないんだよ。規約にも書いてあるし」

「……あんだけ盛り上がっといてそれ？」

「しゃあないだろ、やっぱ基本は自衛だし」

　ネトゲで保証ってのは、基本的に何もないもんなのだ。

　これは何を言っても致し方ない。

　大手運営の規約とか読むと凄すごいぞ、全力で一遍の手抜きもなく『例え何があっても絶対に何も保証してやらない』って書いてるからな。

「それでも、やられっぱなしは気にくわないって言うなら、スピード勝負だ」

　公式サイトの通報窓口を開く。

「垢アカハックは立派な犯罪行為だって先生も言ってたし。運営だって無視はしないだろ。すぐに通報すれば被害時の接続ＩＰを確認してくれるだろうし、アイテムの流れも追えるかも」

「共倒れまで持っていこうってわけね」

「理想は永久ＢＡＮだな」

　通報窓口に詳細な経けい緯いを書いて報告する。被害にあった日時、状況、できる限り詳しく。

「我々にできることはあるか？」

「勿もち論ろんある。人手も必要なんだよ」

　できる限り多くの人手が欲しい。もちろんマスター達たちにも協力してもらわないと。

「向こうもスピード勝負なんだ。どうせ俺のアイテムを売りに出してるんだから、買い戻せる範はん囲いで買い戻す」

「ハッカーに金渡すわけ？」

「腹は立つけど、絶対に逃せないものもあるんだよ」

　絶対に誰だれにも渡せないものがいくつかある。

　高額な装備も、レアなアイテムもなくなってもいいけど、思い出の品だけは取り返したい。

「わかったわ、ユーザー露ろ店てんとマーケット見回ってくる」

「私も部屋のＰＣを使うか。状況が変わったらすぐに連絡してくれ」

　ぽんと俺の肩に手を置いて、二人が急ぎ足で部屋を出る。

　残ったのは俺とアコと、先生と。

「猫ねこ姫ひめさんも、お願いします」

「警察に任せて……ってわけにもいかないわね」

　建前では思い出のアイテムは帰ってこないのだ。仕方ない。

「ちょっと友達にも声かけてみるわ」

「よろしくお願いします」

　よし。まずは必要なものを集めて、それで犯人を特定して。

　あのクソ野郎、絶対に許さないからな。

「悪いけどアコのキャラ貸してくれるか。ハックされたアカウントはできるだけそのまま保存しておきたいんだ。余計なログを溜ためずに、運営が確認しやすいように」

「はい」

　変なソフトが入っていないか一応確認して、アコのアカウントで起動。

　もちろんだがアコのキャラに被害は何もない。よかった。

　ただ──装備している指輪から、追加効果が一つ消えている。

『ルシアン』が消えて、アコの結婚状態が解除されていた。

「……っ」

「あんにゃろう」

「ううう……折角結婚したのに……」

「こら、凹へこむな」

「は、はい、私は悪くないですっ」

　よしよし、それでいい。落ち込むと際限がないからな。

「それで、私達たちはどうするんですか」

「まずは専門官に相談かな」

　アコを動かし、一度来たことがある大手ギルドの溜たまり場に向かった。

　休日の夕方だ、絶対居るだろうと思ったあの人は、案の定そこに居た。


◆アコ：こんにちは

◆†黒の魔術師†：ええと君は確か……ルシアンの所の



　ちょこちょこと連絡は取っていたが、直接会うのは久しぶりの†黒の魔術師†さん。なんか見た目の装備がさらにゴツくなってる以外は何も変わってなかった。

　っていうかゴツくなってるからこそ、多分何も変わってないんだろうなと思う。色んな意味で凄すごい人だ。


◆アコ：はい、中身はそのルシアンなんです。俺のアカ、アカハックにやられちゃって

◆†黒の魔術師†：やられたのかい？

◆アコ：アイテムもあれこれ盗られて、キャラも消されました

◆†黒の魔術師†：むごいことを



　廃人さんの垢アカハックへの同情度はやっぱり大きい。

　自分の持ってる財産が大きい分だけちゃんと喪失感を理解してくれる。


◆アコ：それでちょっと暇な人が居たら、俺の装備が売りに出されてないか確認してもらいたいんです

◆†黒の魔術師†：ああ、もちろん。ちょっとみんな、いいか？



　すぐに声をかけてくれた。そこにいる人だけじゃない、別キャラで動いていた人も呼んできてくれたのか、どんどん人が集まってくる。


◆アコ：ありがとうございます、助かります

◆†黒の魔術師†：ルシアンがその気なら、俺達も動こうか

◆アコ：……ええと、動く？

◆†黒の魔術師†：デモだ



　†黒の魔術師†さんはキリっと言い切った。


◆†黒の魔術師†：今回の垢ハックについては我々も動く。具体的には普段はいがみ合ってる各ギルドと連絡を取り合い、短期の新ギルドを発足する。誰もが驚くような、豪華なメンバーを集めよう

◆アコ：あ、あの



「この人何言ってるんでしょうか……」

「い、いや、俺にもわからん」

　待って、なんか話が大きくなってきた。

　どんどん違う方向に行ってる。


◆†黒の魔術師†：当鯖最大のボス狩りギルドのリーダー、幹部三人。鯖では有名な、サービス開始以来一度もログアウトしたことがないという勇者、フレが２００人いる人望の持ち主、仕事辞めて全ジョブカンストした者。他に挙げたらきりが無いが、そうそうたるメンバーで総勢３０人は集めてみせる

◆アコ：やめてください



　死亡フラグにしか見えないし。

　普通に暇な人だけ手伝ってもらえたらそれでいいし。


◆†黒の魔術師†：そうかい？　顔なじみのＧＭにも話をつけようかと思ったんだけど

◆アコ：怖いんで良いです……







◆†クラウド†：話は猫姫様から聞いている！

◆アコ：あ、本当ですか



　次にやってきたのは新興宗教猫姫……じゃなくて、猫姫親衛隊のアジト。

　猫姫さんに頼たよられた†クラウド†さん達たちはノリノリの様子だった。


◆†クラウド†：猫姫様の友人が被害にあったというんじゃ俺達も大人しくしてはいられない。既に各地のユーザー露店とマーケットには人を配置してる。一応、フルセットで売りに出してる怪しい店や自称引退露店を中心に見てるが

◆アコ：わかりやすい装備があるのでそれで



　目星のつけやすい、わかりやすい装備をいくつか伝える。


◆†クラウド†：よし任せろ。行くぞお前達

『おー！』

◆†クラウド†：我らの猫姫様の為に！

『ジーク、猫姫！　ジーク、猫姫！』



「なんですか、これ……」

「レベルアップしてるな……」

　すごい一体感を感じる。今までにない何か熱い一体感を。

　風……なんだろう吹いてきてる確実に、着実に、俺達たちのほうに。

　中途半端はやめよう、とにかく最後までやってやろうじゃん。

　ネットの画面の向こうには沢山の仲間がいる。決して一人じゃない。

　信じよう。そしてともに戦おう。

　工作員や邪じや魔まは入るだろうけど、絶対に流されるなよ。

◆猫姫：違うのにゃ……普通に頼んだだけなのにゃ……

　盛り上がる一同を背後に、猫姫さんがしょんぼりとしていた。

　あれこれと知り合いに頼み込み、俺達も探すことしばし、ついに連絡が来た。


◆アプリコット：この露店ではないか、ということだが

◆アコ：そうだ、これだこれ



　露店に売っていたのは良くも悪くも見慣れたアイテム。

「この杖つえ、私の！」

「やっぱり売ってやがったか」

　ピンクスターのキラキラロッド。アコから押収していたものだ。

　殴るたびにキラッ☆　キラッ☆　と星が出るという、効果としては無駄でしかないエンチャントがついてる。

　しかしエンチャント難易度が高いせいで値段としてはそこそこ高いんだよ。絶対にどこかで売ってると思った。

「こんなわけのわからない物がほかにあるわけないし、間違いなくこいつだな」

「愛用なんですけども、わけがわかりませんかっ!?」

　さっぱりわからんよ。そんな所でショックを受けられても困る。

　位置、名前、キャラクターＩＤを確認してＳＳを撮とった。

　これも通報窓口から送っておこう。


◆アプリコット：もう大丈夫か？

◆アコ：ああ、全部情報は取った



　すると、店の中から一気に中身が消えた。

◆アプリコット：ほら、ルシアンの装備だ──極一部だがな

　マスターから渡される。

　既に売れたものもあるだろうし、まだ店に出ていないものもあるだろう。

　でも、間違いなく俺の装備の一部だ。


◆アコ：アコの杖以外は買わなくてもいいのに

◆アプリコット：気にするな。自分の罪悪感を弱めているだけだ



　マスターが気にする必要なんてないっていうのに。

　こいつら揃そろって良い奴やつだから、俺と一緒に無駄な苦しみを背負うんだよ。

　ありがとうな。


◆シュヴァイン：後は運営からの連絡待ちか

◆アコ：そうだけど……まだもう一つ、見つけなきゃいけないものがあって



　ピコン、と効果音が。

◆†クラウド†：おい、ちょっと情報が来たぞ。知り合いがアイテムルートのモンスターからそれっぽいのを拾ったらしい。メールでそっちに送ったぞ

◆アコ：ありがとう、確認してみる

　あわててメールボックスを開く。

　なんかあったぞ　という端的な文章に、添付されていたアイテム。

「アコのリング……あったか」

「私がルシアンに渡した指輪ーっ！」

　そこにはアコからもらった指輪が入っていた。

　このゲームは名前付きの指輪っていうのが買えるようになってる。

　それをプロポーズの時に使って、成功したらそのまま専用の結婚指輪になる。元々『アコのリング』というアイテムが、結婚後は『アコのエンゲージリング』と名前が変わるのだ。

　それがプロポーズが失敗したり、キャラクターを消したり、離り婚こんしたりすれば『アコのリング』に名前が戻る。

　モンスターが持ってたってことは、要らないからと捨てたのを、アイテムを拾う習性のある敵が回収していたんだろう。

「指輪、戻ってきたな」

「良かった……」

　アコが持ってる指輪と、俺が持ってた指輪。

　両方が揃そろってた。これでとりあえず、全部やり直せる。

　後はあの野郎だ。

　絶対に、絶対に、絶対に許さないよ。




　　　　†††　　　†††　　　†††




　本当はここで一泊する予定だったけど、予定を早めて全員帰ることにした。

　俺はそのまま泊まっても良いとは思ったんだけどそこは先生から許可が出なかった。

　事情を聞いたホテル側に散々謝られて逆に申しわけなくなったぐらいだ。

　そして家に帰って眠れぬ夜を過ごした翌日。

　事情説明だの何だので、俺は前まえヶが崎さき高校に呼び出された。

「垢アカハックされたので学校呼び出しってのも変な話だな」

「本来は変ではないのだぞ。我々は学校管かん轄かつの合宿中に犯罪被害に遭ったのだ」

「理屈はわかってるけどさ」

　マスターが部長として一緒に事情説明をしてくれたおかげで、さほど大事にはならなかった。『ゲームが取られたから取り返した、という程度の話です』と言われた高こう齢れいの教師陣は一様に納得し、危ない行動を取らないようにと一通りの説教だけ受けて開放されたのだ。

　俺も犯罪だって言われたら大げさだなって思うし、適当に済ませてもらえたのは嬉うれしい。

　ただし、だから怒ってないかっていうと、また別の話になる。

「……あのさ、マスター」

「どうした」

「俺さ、自分でも驚おどろくぐらい苛いらついてる」

「大切なアイテムが盗まれた。愛着のあるキャラクターが消されてしまった。ルシアンのそれは当然の怒りだろう？」

　そうなんだけど、そうじゃなくて。

「なんつうかさ、説明が難しいんだけど……アイテムが奪われたってのも腹が立つし、俺のキャラが消えたのもむかつくけど、それ以上に。あいつが『ルシアン』の振りをしてアコと話してたのが一番許せないんだよ」

「…………そうか」

　静かに頷うなずくマスター。

「あいつが『ルシアン』の振りをしてみんなに暴言吐いて嫌われてたらって思うとぞっとするし、俺のアコがちょっとの間でも他人に取られてたってのも嫌だし。もしもアコが『ルシアン』が偽物だって気づかなくて酷ひどい目に遭ってたらって想像するだけで──」

「常に存在する危険ではあるな」

　マスターは目を閉じ、苦々しく言った。

「インターネット上の繋つながりは常に本人確認が難点となる。ホームページの乗っ取りやなりすましは大昔から日常的に行われ、常に問題となっている。アカウントさえ奪えば容易に他人に成り代わることができるネットゲームにおいてはなおのことだ」

「なりすます……か」

　ネトゲとリアルは別だと思ってた。

　全然違うものだって、リアルは気にしちゃ駄目だって。

　だからこそ、俺のネトゲの人間関係がこんなにも簡単に奪われるんだってのは、本当にショックだった。

「こんなに脆もろいというか、危ういというか。不安定なものだったんだな、俺達たちの繋がりって」

「そう悪く言うものでもない」

　自じ嘲ちよう気味に言った俺に、マスターはゆっくりと目を開いて言う。

「アコは文字だけの会話でルシアンが別人であることを見抜いた。それがたやすいことだと思うか。考えてもみろ、文字だけの僅かなコミュニケーションで相手の同一性を推し量れる人間関係がどれだけある？　それは確かな繋つながりの証だと言って良い」

「繋がりかあ……そうだな、そうかも」

「だろう？」

　繋がりがある。俺とアコに、俺とみんなに、繋がりがある。

　誰だれかに誇っても良いような繋がりがある。

　そう考えたら──なおのこと、腹が立ってしょうがないんだっての。

「なんかむしろ、あの野郎が許せなくなってきた」

「同意見だ。運営からの返信はまだなのか？」

「ことがことだし、すぐに来ると思う。帰ったら見てみる」

　まずはそこからだ。

　運営チームがしっかり確認してすぐに対処してくれるなら、それでも良い。

　でも──。

「もしも仮に運営があいつを見逃したとしたら……」

「それでも我々現代通信電子遊ゆう戯ぎ部は絶対に奴やつを逃がさん」

　自信と決意に満ちたマスターの声に心が落ち着いていく。

「……悪い、ありがとう」

「ギルドマスターだからな。任せておけ」

　ふっふっふと悪人顔で笑い、ギルドアレイキャッツのマスターはそう請うけ負った。




　帰宅してすぐに確認すると『レジェンダリー・エイジ運営チーム』からのメールが届いていた。

　慌ててＬＡにログインして連絡を取る。


◆ルシアン（仮）：おい、運営チームから連絡来たぞ

◆シュヴァイン：やっと来たか……というかルシアン、その名前のセンスは『ルシ☆アン』を笑えないぜ



　るさいな、わかりやすいのが一番だろ。

　ハックされたアカウントは入らないで置いてるから、もう一個アカウントを作ったんだよ。

　さて、メールの内容は……。

　レジェンダリー・エイジ運営チームです。

　お客様から頂きましたお問い合わせ内容についてご案内させて頂きます。

　今回、お客様からお問い合わせ頂きました時間の接続状況を精査しました所、複数のＩＰによる接続と、連続したパスワードの変更を確認致しました。

　通常であればお客様のパソコン内部に危険なソフトウェアが存在している可能性も踏ふまえた対応の案内をさせて頂いておりますが、今回はＬＡコラボレーションホテル内部での不正ログイン行為であり、運営チームとしても非常に現状を憂ゆう慮りよしています。

　ご報告頂きましたパソコンの使用停止と状況確認を行わせて頂き、改めて御連絡を差し上げる形とさせて頂きたいと考えています。

　大変なご迷惑とご心配を──




◆ルシアン（仮）：意外とまともだ

　テンプレで返ってくるかと思ったのに、割とマジで対応してる感じがある。


◆アプリコット：コラボ先の兼ね合いもある。おざなりな対応はできないだろう

◆ルシアン（仮）：これならちょっと期待できるかな？



　意外となんとかしてくれるかな、と微かすかな希望を持った。

　夏休みはずっと居る、なんて言ってたアコは、今日はログインしてない。

　あいつの為ためにも何とか少しでも状況が改善してくれればいいんだけど。

　──と、画面の下部でチャットメッセージが光った。

◆†黒の魔術師†：ルシアン、少し良くない情報を見つけてしまったので連絡したい

　頼たよれる†黒の魔術師†さんからの連絡だった。

◆ルシアン（仮）：はい、なんです？

　これ以上悪い情報があるもんか。

　何でもこい。


◆†黒の魔術師†：このＵＲＬを見てくれるか

◆ルシアン（仮）：ええと……



　開いてみると、どこにでもありそうなブログだった。

　ただそのタイトルは、

　ＬＯＮのＬＡ詐欺ブログ


◆ルシアン（仮）：なんですかこのふざけたタイトル

◆†黒の魔術師†：それがふざけているわけでもないんだ。あらゆるゲームであらゆる詐欺行為をする有名な詐欺師のブログでね



　有名詐欺師……？

　え、ってことは、まさか。

　嫌な予感がして記事を見てみると、そこには見覚えのあるスクリーンショットと共に日記が書かれていた。





　今回はオフラインまで使った面倒な詐欺にトライ。

　コラボホテルにまで出向いて、バレなさそうな場所のＰＣで、とあるＵＲＬを事前に開いておく。マルウェアもスパイウェアも仕込んでない。公開されたＰＣで、特定ＵＲＬを開いて置いただけだ。俺は何も悪いことはしてない。使った奴やつが悪い。



　やられた俺にはよくわかる。あのＰＣだ。

　何が俺は悪くないだこの野郎。


　あっさり引っかかったお馬鹿さんを即ハック。

　なんと嫁とチャＨ直前ｗ



　ホテル内のアコの部屋のＳＳがそのまま掲載されていた。

　が、すぐバレるｗ

　怪しむアコ。

　そしてルシアンはそんなこと言わない！　と言い切られたＳＳも。


　さっさとアイテムを頂いて逃亡。

　すぐに凍結されたので収入は少ない上に、ふしだらな行為を防ぐという正義の行いをしてしまったので全く俺らしくない。

　無警戒にコラボなんぞに浮かれる奴らに、次回はしっかりとわからせていく。






◆ルシアン（仮）：……なんですか、これ




◆†黒の魔術師†：見た通り、かな

　そいつが俺のアカウントに入り込む所から偽物だとバレる所まで、全部が面白おかしく書いてある。

　しかもなんだ正義の行いって。

　本っ当にクソ野郎じゃねえか。


◆ルシアン（仮）：そういえば俺のアイテム売ってた奴も、名前が……

◆†黒の魔術師†：ロン、という商人だったね



　隠す気ねえなこいつ！

　どんだけ目立ちたがりな詐欺師だよ！


◆†黒の魔術師†：このブログのＵＲＬはこちらから運営に送ってある。君の方からも送っておくといいよ

◆ルシアン（仮）：ありがとうございます



　教えてもらえなかったらこんなのを野放しにしていたのか。くっそ。

　今使っているサブのアカウントで、このブログを運営に報告しておく。

　報告したからどうなるってわけでもないけど──。


◆シュヴァイン：どうした、ルシアン？

◆ルシアン（仮）：ええと……ちょっとこれ見てくれるか



　二人にブログのＵＲＬを伝える。

　しばしの後、シュヴァインが叫んだ。


◆シュヴァイン：なんだこれは

◆ルシアン（仮）：見た通りだよ

◆シュヴァイン：ざけんな……ざっけんじゃねえぞこの※※※野郎！　※※※※磨り潰して※※※にしてやんぞマジで※※※※だな！

◆ルシアン（仮）：おい、伏字伏字



　怒ってくれるのは嬉うれしいけど、それだと全然ピンとこないから。


◆アプリコット：……ギルドマスターとしては、あまりふしだらな行為はだな

◆ルシアン（仮）：やってねえから！



　触れてくるのそこか!?

◆アプリコット：当然冗句だ。調子が出てきたな

　頼たのむよ、本当に。

　さて、後は露ろ店てんを監かん視しするぐらいしかやることがない。

　しかも買い戻す金もないし……どうするかな。

　こうなったらこいつのブログを隅から隅まで漁あさって──

◆ＧＭ０１　Ｎｙａｃｋ：こんにちは




　───おおう？


◆ルシアン（仮）：へ？

◆アプリコット：今度はどうした

◆ルシアン（仮）：なんか画面の上に誰かからのチャットが……



　まるで割り込みをかけてきたみたいに、金色のチャット文字が画面に出てきた。

　これは、えっと、え、あれか？


◆ルシアン（仮）：ＧＭさん？

◆ＧＭ０１　Ｎｙａｃｋ：はい、ＧＭ０１ニャックです



　よくわからんけどニャックさんらしい。

　それでどうしたんだ、と思った次の瞬しゆん間かん。

◆シュヴァイン：な、なにか出てきたぞ！

　何もなかった所ににょきっとキャラがわいた！

　すげえ、完かん璧ぺきに法則とか無視だ。これがＧＭか。

　しかしいきなりＧＭって言われても、ええと、なんだ、どうしたっていうんだ。


◆ＧＭ０１　Ｎｙａｃｋ：今回のアカウントハッキング被害について、運営サイドで確認をさせて頂きました。つきましては、ハッキング行為をしたと通報のあったプレイヤーについて報告をさせていただきます

◆ルシアン（仮）：あ、はい



　あのアコの杖つえと俺の装備売ってた奴やつか！

　そうなんだよ、あいつが俺のアカウントに入ったＬＯＮとかいう奴なんだよ！

　どうなるんだ、永久ＢＡＮか？

　一時的なＢＡＮとかだったら腹立つぞ。


◆ＧＭ０１　Ｎｙａｃｋ：通報のあったキャラクターに不正行為は確認されませんでした

◆ルシアン（仮）：……はい？



　確認できなかった、ですと？


◆アプリコット：それは具体的に、どういうことでしょうか？

◆ＧＭ０１　Ｎｙａｃｋ：詳細についてはお答えできません。通報の内容は受理できませんでした、ということをお伝えさせていただきます



　お役所的な対応だな！

　わかるけど、情報さらせないのはわかるけど！


◆ルシアン（仮）：察するに、アイテムを売っているプレイヤーと、アカウントへの接続ＩＰが違った、とかかな

◆ＧＭ０１　Ｎｙａｃｋ：お答えできません



　そう言いながらも、ニャックさんは沈痛な顔のエモを浮かべた。

　ああ、なんかわかる、多分そうなんだろう。


◆シュヴァイン：そこまでの人間が、実際にやる時に家からやるはずがないってわけ

◆アプリコット：サーバーログからアイテムの追跡などは？

◆ＧＭ０１　Ｎｙａｃｋ：技術的な問題もあり、難しい状態です

◆ルシアン（仮）：くっそ……



　八方塞がりか。

　こいつがやったってわかってるのに、証拠がないと何もできないのか。


◆ＧＭ０１　Ｎｙａｃｋ：憤りは本当に理解しています

◆ＧＭ０１　Ｎｙａｃｋ：今回の不正行為被害は、ホテル内で接続せざるを得ないというイベント上のことで、進行に大きな問題がありました

◆ＧＭ０１　Ｎｙａｃｋ：件のブログも確認しています

◆ＧＭ０１　Ｎｙａｃｋ：こちらとしてもできる限りの対応を行いたいと思っていますが、どうしても限界がある点をお詫びいたします

◆ルシアン（仮）：はい……



　なんか意外と話が通じそうなＧＭさんだった。

　ＧＭなんてプレイヤーのふりをしてレア武器を超強化して全鯖サバに自慢のアナウンス流すような人か、知り合いのプレイヤーに増殖アイテム配るような人ばっかりかと思ってた。

　しかしＧＭさんがまともであっても、捕まえるには証拠がない。

　ＩＰで接続先を確認できるのは警察ぐらいだけど、通報するかは運営側の判断だ。現状では俺が噓うそ吐ついてるのと区別がつかないと思う。

◆アプリコット：このままＲＭＴで現金にされて終わり、か

　マスターが苦々しげに言う。


◆ルシアン（仮）：……ＲＭＴ？

◆アプリコット：リアルマネートレード、ゲーム内の金と現金を取引する行為だが──ルシアン、知らなかったか？



　いや違う、そうじゃなくて。

　確かクソ野郎のブログに、ＲＭＴをしてるってのも書いてあった気がする。

　それも危険な金だ。さっさと換金したがってる、はず。

　ということは。

◆ルシアン（仮）：まだだ

　まだ残ってくれてるＧＭさんに聞いてみる。


◆ルシアン（仮）：もし仮に、ですけど、こちらでなんとかしたら、運営も動いてくれますか

◆ＧＭ０１　Ｎｙａｃｋ：……情報が増えれば、取り得る対応も増えますが



　よし、それで十分！

　集めればいいんだろ、こいつがクロだって情報を！


◆ルシアン（仮）：わかりました、また連絡します

◆ＧＭ０１　Ｎｙａｃｋ：では失礼します



　来た時と同様、何の脈絡もなく消えてなくなるニャックさん。

　ニャックさんからもあいつをなんとかしたいって気持ちは感じられた。そして俺達たちは元より諦あきらめる気なんて欠片かけらもない。

　ならやるしかない。とりあえず動くぞ。


◆ルシアン（仮）：作戦を考えたから手伝ってくれ。俺達も今からブログを作るぞ、ブログ

◆シュヴァイン：ブログ？　詐欺被害ブログ？



　違う、そんなの作ってもしょうがない。


◆ルシアン（仮）：違う、詐欺ブログだよ。あのロンって奴を引っ張り込めるぐらいの詐欺ブログだ

◆アプリコット：そんな物を作ってどうする？

◆ルシアン（仮）：ＵＲＬを送りつけてやるんだよ。あんな好奇心の強そうな奴、似たようなブログがあったら絶対見に来るに決まってる。そしたら犯人のＩＰがわかるだろ？



　自分で作ったブログなら、やってきた人のＩＰを確認できる。

　全く公開していないブログを作れば、あいつのＩＰだけを集められるはずだ。

◆アプリコット：だがそんなもの何の証拠にもならないぞ？

　そりゃＩＰ取って通報しても意味なんてない。

　やるならもっとでっかくだ。

◆ルシアン（仮）：ブログを作るのは序の口だ。大事なのはこっからだ

　やられたらやり返す。

　詐欺られた以上はこっちも騙だましてやる。


◆ルシアン（仮）：思い知らせてやる。頼む、手伝ってくれるか

◆シュヴァイン：よし、一枚乗ろうじゃねえか

◆アプリコット：二度は言わん、任せておけ



　ありがとうな、みんな。

　猫ねこ姫ひめさんは──先生は、とても巻き込めないな。

◆ルシアン（仮）：よし、じゃあギルドアレイキャッツ、今から、凄く悪いことをするぞ




　作るのに半日はかかったが、でき上がったブログは我ながらかなりあくどいものになった。

　色んな人が助けてくれてるだけあって、詐欺をしてるふりをしたＳＳを大量に集められた。

　中でも有名人の†黒の魔ま術じゆつ師し†さんから高額アイテムを盗み取る画像や、最近名前が広がりつつある猫姫親衛隊から会費を集める話なんかはそこそこ良い出来だったと思う。

　ただこっちの違う所は、詐欺をしているブログだという詐欺をしてることだ。実際にそんなことするもんか。

　さらに他のメンバーとも協力して必死に下準備を進めた。

　自室のパソコンでキーボードをカタカタ叩たたきながら、ＬＡ内で連携を取る。


◆シュヴァイン：一年前から三ヶ月前のログ、とりあえずは完成したぞ

◆ルシアン（仮）：さんきゅ。こっちも最近までのログは作った。後はサイトのデザインだ

◆アプリコット：そちらは終わらせてある。ログも三年前から去年まで終わっているぞ

◆ルシアン（仮）：早っ！



　ブログが完成してからも半ば徹てつ夜やで作業を続けてるってのに、マスターだけはやたらと仕事が早いな。あの人は本当によくわからないぐらいスペックが高い。

　いかんせん使い所がいつも無駄な方向を向いてるんだけど。

「よし、ちょっと目め処どが立ったかな。後はマスターのデザインを適用して……」

　んー、と背筋を伸ばす。

　テスト前よりよっぽど集中してるみたいで、ボキボキと骨が鳴った。

　あー、痛いてえ。それにとんでもなく眠い。でも休んでる暇もない。

　やれやれだけど、さっさと続きを──ピンポーン──進めないと……？

　おや？　と耳を澄すませると、再びピンポーンとチャイムが鳴る音が聞こえた。この聞き慣れた音は俺の家だ。こんなタイミングで来客かよ、面倒臭いな。


◆ルシアン（仮）：誰か来たから行ってくる

◆アプリコット：おや？　こんな時間に来客か？

◆ルシアン（仮）：死亡フラグみたいに言うな



　昼だよ。普通に来客のある時間だよ。

　そんなチャットをする間にもピンポーンピンポーンと再び音が響ひびく。

「はいはいわかったわかった、すぐ行くから」

　パソコンデスクを離はなれて部屋を出る。二階の俺の部屋から玄関へ。

　あー、そういや誰が来たのか確認もしてないな……ってちょっと考えたんだけど、何せ徹てつ夜や明けだ。もう眠くて眠くてどうでもいい。

「はーい、何ですかー」

　だらだらと玄関のドアを開け、外の光に吸血鬼みたいに目を細める。うおっ、まぶしっ。

　その先には、

「えへへ……来ちゃった」

　照れたような笑みを浮かべるアコが居た。
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　──ので、すぐにドアを閉めた。

「え、えええええ!?」

　微かすかなアコの声を聞き流しつつ、なんとなくだけど鍵かぎも閉めておいた。

「さて、作業を続けないとな」

　部屋に戻ろうと踵きびすを返す。

　するとドンドンドンガチャガチャガチャピンポンピンポンピンポーン！　と凄すごい音が。

「ルシアンーっ！」

　うっわドア叩たたかれてる！　アコが叫んでる！　怖っ！　借金取りかよ！　わかった、開ける、今すぐ開けるから！

　慌てて玄関のドアを開けると、半泣きのアコが飛びついてきた。

「なんで閉めるんですかあああああ」

「なんかもう反射的に」

　俺も悪いけどアコの台詞せりふも悪い。妖怪月曜日かよ、思わず閉じちゃっただろ。

　っていうかそれ以上に突っ込みどころが山ほどあるんだけど。

「ええと……とりあえず、なんで俺の家を知ってんの？」

　尋ねた俺に、アコは欠片かけらの悪意もなく答えた。

「ルシアンがネトゲのアカウント作ってる時にこっそり覚えました」

「やってることが完かん璧ぺきにストーカーだぞ!?」

「聞けば教えてもらえると思ったので、盗み見ても同じことかなーと」

「そう思ったなら素直に聞けよ！」

　発想がなんか病んでるぞアコ！

　くっ、こんなことなら登録住所を国会議事堂辺りにしておけばよかった。

　思いっきり規約違反だし、問題が起きた時に困るからやらないけども。

「それにルシアンも何な故ぜか私の家を知ってましたし」

「俺はいいの」

「理不尽ですっ！」

　俺の方はアコの住所を何度も入力させられたせいだから。こいつと違って盗み見て覚えたとかじゃないから。決して似たもの夫婦ではないから。

「はあ……まあ話は中でいいか。入れよ」

「はい。ただいまー」

　アコは何の遠えん慮りよもなく家に上がった。むしろ帰宅ぐらいのノリだった。

「ここはお前の自宅か何かか」

「主人の実家は私の実家ですよ？」

「……古風な嫁だなー」

　何を当たり前な、って顔で言われたけど、そういうのって今時はあんまりないと思うなあ。

「さてさてっ」

　座り込んで靴を並べ直したアコはキラキラと目を輝かがやかせて言った。

「私の──ルシアンの部屋はどこなんですか？」

「入るなよ」

「即答ですかっ!?」

　当たり前だろ。何の準備もしてない状態で女の子を部屋に入れられるわけがあるか。

　まだ未実装なんだよ。マップ端の明らかに入れる構造なのに見えない壁かべがある進入禁止エリアと同じだ。もしも入ったらＢＡＮだ。

　しかもアコ、自分の部屋って言いかけてなかったか。なんかもう怖いんだけど。

「それに俺の部屋は散らかってるから、リビングでな」

「私が掃除しましょうか？」

　むんっ、と腕まくりをするアコ。

「つまり俺に死ねと？」

「い、言ってないです！」

　言ったよ。言ってるとの同じことだよ。

　そもそも他人に片付けられるとかどんな拷問だ。男の部屋には女の子に見せられないものがたくさん詰まってるんだよ。

「大丈夫です。たとえルシアンのベッドの下にどんな秘密が隠れていても、私は妻として全てを受け入れますから！　鉄道模型を捨てたりなんてしませんよ！」

「ギャルっぽいアイドルの写真集とかあったらどうすんだよ」

「粛清します」

「受け入れろよ！」

　やっぱり大おお嘘うそじゃねえか！

　別に写真集とか持ってないけど、怖いのでリビングに通しておく。

「座っててくれ。なんか飲み物とかないか見てみるから」

「はい」

　アコがソファーに腰を下ろす。見慣れた場所に見慣れた相手が居るってだけなのに、なんだか不思議な違和感のようなものがあった。

「あの、ルシアンのご両親は？」

「母さんは出かけてる。親父は仕事」

　んで妹もお出かけ。夏休みだし、平日の昼だしな。

　しかし母親が居なくてよかったよ。友達さえほとんど連れて来ない俺が女の子なんて連れ込んだら一体どれだけ大喜びしたかわからん。

「お、紅茶のパックがある。これでいいか？」

「はーい」

　適当にお茶を入れて戻ると、アコは複雑な表情で待っていた。

「二人だけで残念なような、ほっとしたような……。早めにご挨拶をしたかったんですけども」

「何を言う気だ何を」

「息子さんに私をもらわせてください！」

「意味がわからん！」

　日本語がおかしいし、言ってることがおかしいし、全部がおかしい！

　さっきからあれやこれやと突っ込みすぎてもう息が切れてきた。

「あー、ただでさえ寝てないのに余計に疲れてきた」

「そうですね、ルシアンの目に凄すごい隈が……」

「マジ眠いわー、昨日実質寝てないからなー、かー、眠いわー」

「地獄のルシアンみたいなことをっ」

　実質も何も本当に寝てないんだけどな。

「と言ってもまだ一いつ徹てつだから大丈夫。ここから二徹まで行く予定だし」

「死んじゃいますよー！」

「奴やつを殺せるなら本望だ……」

　ふっと遠くを見た俺に、アコが必死に首を振る。

「だめですー！　この年で未亡人は嫌ですー！」

　またそんなことを言って。ゲームとリアルは違うんだから、未亡人も何もないだろ。

　お前は最初から──いや待てよ。

　今ふと思ったんだけどさ。

「なあアコ、俺達たちってもう夫婦じゃないよな？」

「ふえ？」

　きょとんとするアコに言う。

「だってほら、『ルシアン』が消えてるし。指輪からも俺の名前が消えてたし」

　何を今更って話だけど、『ルシアン』が消えて、指輪からもエンゲージの文字が消え、アコの結婚状態も解除されてる。ＬＡ内部のステータスから考えれば俺とアコは既に夫婦でもなんでもないと思う。

「────」

　アコはぽかんと口を開けて固まった後、勢い良く立ち上がった。

「り、りこんですかーっ!?」

「離り婚こんというか、婚姻関係の消滅というか」

　俺とアコが夫婦だったという事実がなかったことになったわけだ。

「むしろ気づいてなかったのか？」

　結構ショック受けてたじゃん、『ルシアン』が消えてた時。

「ルシアンが居なくなったのがショックで……まさか離り婚こんだなんて」

　元俺の嫁はしばし呆ぼう然ぜんとした後、バンバンと強くテーブルを叩たたいた。

「な、なんてことをしてくれたんですか、あのニセルシアンは！　まさかこんな極悪人だなんて！」

「怒るの遅おせえよ！　なんで俺がこんなに腹立ててあれこれやってると思ってたんだ！」

「キャラを消されて装備を取られたら怒って当然かなって」

「それはそれで怒ってないわけじゃないけど」

　それ以上に怒ることがあったんだよ。アコを泣かせたとかアコを悲しませたとかアコを──いや、言わないけどさ。

「ということは、今の私とルシアンの関係って……」

「……友達？」

「そ、そんな……」

　お前が俺の告白スルーしたからな、というちょっとの恨みを込めて言うと、アコの顔からどんどん血の気が引いていった。

　不ふ謹きん慎しんな話だけどそれだけショックを受けてくれるのが嬉うれしかったりする。

「その……もう夫婦じゃないということは、こういうのは差し出がましいですか？」

「おう？」

　アコは恐る恐るといった感じで、持ってきたカバンから袋を取り出した。中には弁当箱。あれだよ、学校でもらってたのと同じやつ。

「何をやってるのかはさっぱりわからなかったんですけど、とっても頑張ってるみたいだったので、ちょっと差し入れをしようって思って……」

「うわ、マジか、超助かる。ありがとう」

　誰だれもいないから昼飯どうしようかと思ってたんだよ。

　何よりもアコが俺を見ててくれたことに元気が出た。自分が頑張ってる理由がよくわかった。我ながら単純だけど、最後まで全力でやってやろうじゃんって気になったぞ。

「お陰でやる気が出た。全部が元通りってわけにはいかないだろうけど、俺達たちはバッチリやり返してやったぜ！　って良い思い出にできるぐらいには、なんとかやってやる」

「それ、私の為ためですか？」

　アコが少し不安げに言った。

　お前だけの為、ってわけでもないかな。

「んー、むしろ俺達の為、かな」

「それは凄すごく嬉しいですけど……無理しないでくださいね。ルシアンが元気で居てくれるのが一番大事なんですから」

　そう気遣わしげに言われた。

　大事な人を応援し、でも気遣って、隣となりにいてくれる人の言葉だった。

　す、すげえ、普通に心配された。なんか確かな愛情みたいなものを感じた。

「……アコ、今のはこれまでにお前が言った台詞せりふの中で最高に嫁っぽかったぞ」

「今は嫁じゃないのにですかっ!?」

　なぜっ!?　と驚おどろくアコの頭をもふもふと撫なでる。

　嫁って設定が消えてもさ、やっぱ俺の嫁なんだよ、お前は。

「うっし、俺はやるぜ、やってやるぜ。飯を食ったらさっそく作業だ」

「はい、ルシアン大勝利で終わらせてください」

　頭に乗せられた手に目を細め、アコは機嫌よく言ったが──

「──いやあ、それはちょっと無理かな」

「……？　はい？」

「いや、何でもない。そうだアコ、食わせてもらって悪いけど、親が戻る前には帰れよ？」

「うううう、夫婦じゃないから文句が言えないー！」

　アコは心底悔しげに唸うなった。

　それから全ての準備を終えるのに丸一日はかかったけど、最後まで頑張れたのはアコのお陰だと思う。

　頑張った甲か斐いはあった。全ては予想通りに運んだ。

　でもごめんなアコ。あんまり胸を張れるわけでもないんだ。

　俺達たち、悪いことする準備をしてるんだよ。




　　　　†††　　　†††　　　†††




　そして数日後、俺達は現代通信電子遊ゆう戯ぎ部、部室に集合していた。

「そろそろ時間だ、準備はいいか？」

「問題ない」

「おっけーよ……って、別にあたしやることないけど」

「大丈夫ですけど、あの……」

　俺達が何をたくらんでいるのか未いまだに知らないアコ。

　その肩を叩たたき、力強い笑み──に見えたらいいなと願いつつ、笑いかけてやる。

「まあ見てろよ。今日は復ふく讐しゆうの日だ。俺達もやられっぱなしじゃないんだぞ」

「……はいっ」

　時計の針が午後三時を示す。

　約束の時間だ。

「はじめるぞ」

「作戦開始」

「作戦開始、らじゃー」

「ら、らじゃー？」

　俺はあらかじめ用意していた初期レベルのキャラクターを起動した。

　名前はルシアンからあやかって、ピロシキ君。

　ピロシキ君を動かし、首都の裏側、人気のない路地に向かう。

　路地の中央で待っていると、前方から似たような初期装備のキャラクターが歩いてきた。

　名前はろん。くそ、丸わかりじゃねえか。ふざけやがって。

「よし、ターゲット確認、間違いない」

「作戦をフェイズ２に移行するわよ」

「フェイズ２了解。プランＮをスタート」

「あ、あの、さっきから何をやってるんです？」

　いいからお前は見てなさい。大事な所だから。

　そして初期装備のキャラクターは俺の前に止まった。

　画面の中央に出るトレード要よう請せいのマーク。

　ゆっくりと間をおいて、トレードを受じゆ諾だくする。

「プランＮ、どうなってる？」

「対応待ちだ、三十秒」

「西にし村むら、持ちそう？」

「持たせるしかないだろ！」

　無言で始まる取引。

　相手側は大量の現金を取引ウインドウに積み、トレード希望を送ってくる。

　お互い何の言葉も交わさないが、画面の向こうから、さっさとＯＫを押せよというプレッシャーが伝ってくるようだ。

「マスター、まだか？」

「十五秒」

「くっ、厳しいわね」

「……あの、私の置いてけぼり感が、すごく寂しいというか」

　このまま取引を完了するわけにはいかない。

　じりじりとしながら待つが──くそ、あちらからキャンセルされた！

「フェイズ２失敗、フェイズ３に移行するぞ！」

「残り五秒、フェイズ３が成功すれば見込みはある」

　よし、頼たのむぞ。

　取引がキャンセルされた後、相手が去っていく前に、今度はこちらからトレード要よう請せいを送る。

　取引をしたかったんだけどちょっと手違いで時間がかかっただけだ、と思わせるように。

　今度こそちゃんとやるぞ、という意思を込めて。

　はたして、再びトレードウインドウが開かれた。

　もう一度積まれる多額の現金。

「おい、プランＮまだか。流石さすがにもう限界だぞ」

「待て、もう少し、もう少しだ────よし、来た」

　マスターの言葉と同時に画面が白く切り替わる。

　一いつ瞬しゆんのロード時間を経て表示されたのは闘とう技ぎ場じようの中央のような空間。

◆ＧＭ０１　Ｎｙａｃｋ：こんにちは

　当たり前のように鎮ちん座ざする、ゲームマスターの姿。




◆ＧＭ０１　Ｎｙａｃｋ：何故ここに転送されたかおわかりになりますでしょうか




◆ろん：……はあ？




「よっしゃあああああああ！」

「釣り上げたぞ！」

「ふぃっしゅ、おーんっ！」

「え、えっと、あの、ええ？」

　歓かん声せいを上げる俺達たちにアコがおろおろと戸惑う。

　後で説明してやるから、一緒に喜んどけ！


◆ＧＭ０１　Ｎｙａｃｋ：今回、運営サイドは、あなた方がＲＭＴ行為をしている、という通報を受けました

◆ろん：なにいってんだ？　んなことしてねえぞ？



　呆ぼう然ぜんとする詐欺野郎。

　んなの知ったことか。悪いが話を進めさせてもらうぞ。


◆ピロシキ：はい、ＲＭＴをしようとしていました

◆ろん：はあっ!?



　驚きよう愕がくするロン。

　そう、俺はこいつとリアルマネートレードをする、ということになっていたのだ。

　ＲＭＴする相手を探すというろくでもない掲示板を介し、まったくの他人として、取引の予約を取りつけた。それをリアルタイムのＧＭコールで通報したわけだ。

　もちろん実際には全て嘘うそだ。大嘘だ。金なんて一銭も払う気はない。まんまと騙だましてやったわけだ。

　いやあびっくりするだろうな。未遂なんだから言い逃れはいくらでもできるのに、わざわざ自白するやつなんて、普通はいないよな。


◆ピロシキ：彼とはＲＭＴ取引サイトで連絡を取りました。今まさにＲＭＴをしている所でした

◆ろん：なんだそれ、おかしいだろ──くそ、掲示板使ってハメやがったな！

◆ピロシキ：最初にハメたのはお前の方だろ



　俺のその言葉に気づいたのか、ロンは舌打ちでもするように言った。

◆ろん：お前あの時の奴かｗ　はっ、馬鹿じゃねえのｗｗｗ

　偉そうに馬鹿笑いするロン。

◆ろん：現金がまだ動いてないＲＭＴ未遂で何が起こるんだよｗｗｗ　散々苦労してアカウント停止三日、お疲れ様でしたｗｗ　はいはい良かったねｗｗｗ

　勝手に勝利宣言してる所に悪いが、そうはならないぞ？

　俺が言おうとする前に、機先を制するようにニャックさんが言う。

◆ＧＭ０１　Ｎｙａｃｋ：いいえ、あなたにはキャラクター名『ロン』にてアカウントハッキングの訴えも出ています。今回の規約違反により過去の違反歴を詳しく精査致しますが、既に証拠も充分に足りており、運営としては不正アクセス禁止法に基づいての告訴も検討しています

　うわあ、超怒ってる。ニャックさんも結構腹に据えかねてるっぽい。

　そりゃそうか、コラボイベント台無しにされたわけだし、あっちも怒ってないわけないよな。


◆ろん：はあ!?　俺はんなことしてねえし！

◆ピロシキ：しただろ、証拠は揃ってるんだぞ

◆ろん：証拠ぉ？



　焦るロンに、ニャックさんが冷静に言う。


◆ＧＭ０１　Ｎｙａｃｋ：当初の通報では不正アクセス犯とあなたが同一であることが確認できませんでした

◆ＧＭ０１　Ｎｙａｃｋ：しかし今回頂いたＲＭＴ掲示板書き込みログのＩＰが、キャラクター『ロン』と同一であり

◆ＧＭ０１　Ｎｙａｃｋ：実際に取引に現れたあなたのＩＰが不正アクセス犯のＩＰと同一であったことから

◆ＧＭ０１　Ｎｙａｃｋ：同一人物が不正アクセスとＲＭＴ行為をしていると判断されました



「……ええと、どういうことです？」

　アコの混乱が限界に来ていた。

　ええとな、説明するとな。

「ＩＰっつうのはネットに繋つないでる人全員に決まってる個人番号みたいなもんで、悪いことするとそれで犯人が特定されて捕まったりするんだけど」

「はい、知ってます」

　そりゃよかった。説明が楽だ。

「んでな、ネトゲの運営とかも、規約違反をした奴やつのＩＰを確認するんだよ。犯人と同じＩＰで繋いでるアカウントを全部調べたりとかな」

「はい、よく聞きます」

　だからこの部室で悪いことをすると俺達たち全員ヤバいんだけどさ。

「それで俺達もアイテム売ってた奴が垢アカハックしたんだから捕まえてくれって頼たのんだんだけど、ＩＰが違うから無理だって言われたんだ」

「……なんで違ったんです？」

「俺が集めたＩＰから調べると、普段は自宅でゲームしてて、本当に悪いことをする時だけはネカフェを使ってたみたいだな」

　既に全ての情報は手元にあるのだ。

「状況証拠から犯人は特定できるけど、ＩＰが違うってんじゃ捕まえられない。運営もＢＡＮするってわけにいかない。そこで二つのＩＰが同一人物だって証拠を集めようと思ってさ」

　そこで使ったのがＲＭＴ専用の取引掲示板、というわけだ。

「あいつさ、取引掲示板には自宅のＩＰで書き込んで、実際に取引する時はネカフェからやったんだよ。すると二つのＩＰに相関関係ができるから──誰だれから見ても見事な同一人物だ」

「それで、こうなったんですか」

　こう、とＧＭに問い詰められる詐欺師を示す。

　画面の中ではロンが無駄な抵抗を試みている所だった。


◆ろん：掲示板だあ？　俺はＩＰの出る掲示板になんて書いてないぞ

◆ＧＭ０１　Ｎｙａｃｋ：こちらで書き込みログを確認しています

◆ろん：やってねえっつってんだろ！



　いやいや、やったじゃねえかお前。


◆ピロシキ：お前書いただろ。悪い奴しかいない、ＲＭＴ取引掲示板なんてのに

◆ろん：書いてねえし。仮に書いたとしても、ああいうサイトが運営にＩＰ流すわけねえだろ、何年やってると思ってんだ

◆ピロシキ：だろ？　そう見えただろ？

◆ろん：あ？



　短い一言にロンの焦りが伝わってきた。

　俺が垢ハックにあった時みたいな、いやーな予感があるんじゃないか？

　そしてそれ、大当たりだから！


◆ピロシキ：裏切るも何も、あれは三日前に作った俺のサイトなんだよな

◆ろん：は？　何言ってんだ、何年も前からログが……

◆ピロシキ：いやあ苦労した。それっぽいログを何年分も捏造するのは

◆ろん：は、な、おまえ、まさか



　そう、そのまさか。

◆ろん：俺をハメるためにサイト一つまるごと偽造したのか!?

　ははははは、騙だまされただろう！

　俺のニセ詐欺ブログからしかリンクされてないニセ優良ＲＭＴサイトに！

　そう、俺はロンにしか見られない状態の『ニセ詐欺行為ブログ』からしかリンクしていない『ニセ優良ＲＭＴサイト』を作ったんだよ！

「こういう奴やつは好奇心だけは無駄に強いもんね」

「それっぽいサイトがあったらとりあえず確認しないと気が済まないんだろーな」

　んで見てみたら、他のサイトより明らかに、しかし怪しまれない程度に取引の値段が高い、あんまり流は行やってない裏掲示板。

　裏っぽい雰囲気がこいつ好みにできてる。絶対捕まると思ってた。

　掲示板が裏切るわけがないと思い込んでるから素直に自宅から書きこむのはわかってた。後は規約に、取引を行う際は自宅で行わないように、なんて書いたりして、実際に取引する時はネカフェに行くように仕向ける。

　ブログやサイトの管理権限までそえて運営にメールを送れば、アイテムを売ってた奴と詐欺ブログを書いてＲＭＴまでしてるアカハック犯が同一人物だって証拠ができるわけだ。

　今回は上う手まく運んでくれたけど、別にこれで釣れなくてもよかったんだ。

　とにかく集める限りの情報を集める。今回限定ならとにかく運営が信じるに足る証拠さえあれば動いてくれると確信があった。


◆ピロシキ：いやー、ホテル巻き込んだのは失敗だったな。コラボ先が被害にあってんだから運営だってすぐに動くぞ

◆ろん：お前、馬鹿じゃねえのか、一人騙す為にそんな無駄な



　自分を棚に上げて何を甘えたことを。

　どうだよ、天下にとどろく詐欺師さんが騙された気分は。

「俺の嫁を泣かしてただで済むと思ってんじゃねえっての」

「ルシアン……」


◆ＧＭ０１　Ｎｙａｃｋ：今回の件で、ホテルフローレス、レジェンダリー・エイジ運営チームの双方からお伺いしたいことがあります。つきましては連絡の付く電話番号、メールアドレス等をお聞かせいただけますか

◆ろん：あー、くだらねくだらね。もう興味ねえから勝手にやれよ。

◆ＧＭ０１　Ｎｙａｃｋ：その場合、プロバイダーへの情報開示申請などを

◆ろん：あーうっぜ、んなクソゲー二度としねえし関係ねーから



　話を聞きもせず、捨て台詞ぜりふだけを吐いて、ロンは消えて行った。

　見苦しいことこの上ないが、いやあ、スッキリしたよ。

◆ＧＭ０１　Ｎｙａｃｋ：ろんさんに関しては、こちらでもさらに情報の精査を行います

　ロンが居なくなったからか、ニャックさんは俺に話を向けた。

◆ＧＭ０１　Ｎｙａｃｋ：永久ＢＡＮについては間違いなくお約束できますが、それ以上については不透明な状態です

　警察が動く──とはならないか。そりゃそうだな。

　素人が集めた証拠しかないのに運営が動いてくれただけで御の字かな。

「とりあえず二度と俺達たちの前に現れることはない、ってだけで十分か」

「大勝利ですね！」

「……勝利、ではないかな」

「……？」

◆ＧＭ０１　Ｎｙａｃｋ：また今回の、ピロシキさんの規約違反についでです

　さあ、来たぞ。

　ルシアン大敗北の時だ。

「ルシアンの、規約違反？」

「そりゃそうだよ。ＲＭＴ未遂だし、ＲＭＴ掲示板作ったし」

　余裕の規約違反なんだよな、これが。

　どんな処罰が下っても驚おどろきはしない。


◆ＧＭ０１　Ｎｙａｃｋ：明確な証拠がなければＧＭが介入することがないのは事実ですが、その為であれ規約違反は許されません。ピロシキさんには反省を求めます

◆ピロシキ：はい

◆ＧＭ０１　Ｎｙａｃｋ：では、ピロシキさんのアカウントに対し『一週間のアカウント停止』を行います

◆ピロシキ：はい

◆ＧＭ０１　Ｎｙａｃｋ：以上です



「…………はい？」

　え？　だけ？

　他には？　何か罰ないの？

◆ＧＭ０１　Ｎｙａｃｋ：また不正アクセスによりキャラクターが消去されたアカウントですが、こちらは特殊な事情を鑑み、消去された前日時点でのデータからキャラクターデータのみの復旧を行いました

「えっ、えっ」

「どゆこと？」

「ルシアンのキャラだけ復活させてやろう、ということではないか？」

　混乱する俺をよそに話を続けるニャックさん。


◆ＧＭ０１　Ｎｙａｃｋ：一部クエストやギルド所属、結婚状態などが解除されますが、こちらについてはご了承ください。伝達事項は以上ですが、ご質問などはありますか？

◆ピロシキ：あの……『ルシアン』のアカウントへの処罰とかは？



　明らかに同一人物なんだし、メインアカウントだし、こっちも最低でもアカウント停止とかあるんじゃないか──と恐る恐る聞いてみた。

◆ＧＭ０１　Ｎｙａｃｋ：運営サイドの見解と致しましては　

　ニャックさんは言葉を切ると、

◆ＧＭ０１　Ｎｙａｃｋ：当該キャラクターに不正行為は確認されませんでした

　そう、笑顔で言い切った。

「ニャックたん、マジイケメンね」

「ＧＭかっけえ」

　やばい、この人マジかっけえ。

◆ＧＭ０１　Ｎｙａｃｋ：では、今後ともレジェンダリー・エイジをよろしくお願い致します

　ふっと画面が切り替わる。

　短いロード時間を経て、ピロシキ君は元の路地裏に戻されていた。

　ありがとうピロシキ君。君の役目は終わりだ。

　ありがとうＧＭニャックたん。あなたのことは忘れません。

「あの、ルシアン、復旧したって言ってましたけど」

　アコが恐る恐る手を挙げた。

　そういや復旧した、って言った以上は、もう直ってるのかも。

「見てみるかね」

　いつものルシアンアカウントを起動。パスワードを入れて、キャラクターを選択。

　そこには、いつも使ってる盾はないし、鎧よろいもない、随分と情けない姿になった俺のメインキャラが、しっかりと待っていてくれた。

「ル、ルシアン！　ルシアンですよっ！」

「おう、そうだな」

　あー、良かった。育て直しとか面倒なことこの上ないからなあ。

「私のルシアンが帰ってきましたああああああ」

「はいはい、ただいまー。ずっとここに居るけどなー」

「るしあんー！」

　狂喜乱らん舞ぶするアコにやれやれと苦笑した。

　なんだよ、ルシアンが戻ってこないと調子が出ないのかお前は。

「良かったわー。西にし村むらのレベル上げを手伝うとかお断りだったもの」

　もうちょっとマシな祝い方しろよ、という俺の視線が通じたのか。

「……良かったわね」

「さんきゅ」

　瀬せ川がわもちょっと嬉うれしそうに言ってくれた。

「では無事解決した祝いなのだが──少し小旅行はどうだ？」

　と、マスターがぴらりと何かのチケットを見せた。

「実はホテルフローレスという所で、レジェンダリー・エイジ、コラボレーション企画、というのを行っていてな」

「いやと言うほど知ってるけど……まさか」

「そのまさかだ」

　マスターが置いたチケットには、無料ご招待券、の文字が。

「我々の素早い対応のおかげで被害が抑えられたことの感謝と、不手際で迷惑をかけたことのお詫わびに、だそうだ。ネトゲを愛する者として応じるのが人情だと思うが……どうだ？」

「…………」

「…………」

　なんとなく微妙な心境で顔を見合わせる。

　正直良い思い出がない、ってのは事実だけど……。

「……よし、行くか」

「良いんですか、ルシアン？」

「あのホテル、トラウマになってるんじゃないの？」

　勝手にトラウマにすんな。

「途中までは楽しかったのに最後でケチがついたんだしさ。折角の合宿が悪い思い出で終わったら嫌だろ？」

　な、とアコを見ると、彼女もちょっと笑って頷うなずいた。

「そうですね、とっても楽しかったです」

「んじゃ決定な」

「まあ、あんたが良いならあたしは大丈夫だけど」

　まだ納得していないらしい瀬川に、俺は最後の本音を漏らした。

「それにホテルのコラボアイテム、超強かったのに、俺の垢アカから全部消えてるし」

「ああ……納得したわ」

　そっちで納得するのかよ。いいけどさ。

　夏合宿第二回。

　今度こそ楽しいもので終わらせよう。




　　　　†††　　　†††　　　†††




「あのね、先生はね、なんとか警察に動いてもらおうって相談してたのよ？」

　ことの顛てん末まつを聞いた猫ねこ姫ひめさんは、それはもう見事に、がっくりと落ち込んでしまった。

「でも犯人は捕まえて運営に突き出しましたし」

「おかしいでしょう。なんで被害者がそんなことしてるの」

「私達たちがやらずに誰だれがやる、ですよっ」

「アコ、あんた何もしてないでしょ」

「あなた達いったい何なのよ……」

　うなだれてそう言う先生に、マスターは無駄に得意げに言った。

「何と言われても、現代通信電子遊ゆう戯ぎ部ですが」

「……あ、そう」

　はあ、と息をついて、猫姫さんは立ち上がった。

「ま、いいわ。みんなのおかげでホテルに招待なんてされたわけだしね。先生は部屋に居るから、あなた達だけでイベントしてきなさい」

「はーい」

「猫姫せんせー、若さがないわよー」

「何？　今からビーチバレーする？」

「あ、あははは……じゃあまた後でー」

　黒いオーラを広げる猫姫さんに、瀬せ川がわがひきつった笑みを浮かべて逃げて行った。

「では私も行くか。このコラボアイテムを二つ持っているプレイヤーなどなかなか居ないだろう」

　マスターがその後を追っていく。

「じゃあ私達も……」

「その前に、アコ」

　アコの手を取る。

「えっと……？」

「ちょっとさ、行きたい所があるんだ。付き合ってくれないか？」




　俺はホテルに隣りん接せつしたチャペルにアコを連れ出した。

　ＬＡ内、首都にある宿屋の外観がホテルを模しているように、このチャペルもＬＡにある教会のモデルになったものだ。

「ここって……」

「どうだ、見覚えあるか？」

「私とルシアンが、結婚した時のっ」

「そう、その教会」

　具体的に言うと、俺とアコがゲーム内で結婚した教会のもとになった場所だ。

　俺が合宿中に告白できないチキンだった場合、マスターは俺とアコをここに放り込むつもりだったらしい。

「あそこ、モデルがあったんですねっ」

　アコは目を輝かがやかせてチャペルに入っていく。

　今日は結婚式もないらしく、中は一般に開放されていた。

　アコに遅れて足を踏ふみ入れると、あいつはもう奥の祭さい壇だんの前でステンドグラスを見上げていた。

「うわあ……」

「綺き麗れいなもんだな」

　似たものをゲームの中で見ていても、やっぱりリアルで見た感動は違う。

　うん、違う。違うよな。

「なあアコ。久しぶりに言うんだけどさ」

「はい？」

　俺を見返すアコに言う。

「ゲームとリアルは別なんだよな、やっぱ」

「……そう、ですか？」

　アコはすっと俺から視線を逸そらした。

　はっきり反論をするつもりもないけど、同意するつもりもない、みたいな。そんな顔。

「うん、やっぱ違うと思うんだよ。本当にさ、あの時そう思ったんだよ」

「あの時？」

「『ルシアン』が盗まれた時」

　そして、アコが奪われた時。

「びっくりするぐらいにあっさりだったんだよ。ルシアンの中に入られただけで、簡単に俺とアコの関係まで奪われそうになって、正直ショックでさ」

「……それは、私も……ああいえ、私は悪くないですけど！」

　おお、覚えてるじゃん。偉い偉い。

「ん。でさ、やっぱこのままは嫌だなーと思ったわけだよ」

　一歩、アコの方に近づく。

「あのな、アコ。今の俺とアコって夫婦じゃないだろ」

「うう……はい、そうですね」

　一度キャラが消えて復旧したせいで結婚状態が解除されてる。

　まあシステム的に解除されただけで他に何が変わったわけでもないんだけど、アコ的に言えば間違いなく俺達たちは他人だ。

「だからさ、アコ、大事な話だ」

「は、はい」

　さあ行くぞ。三度目の正直。

「アコ、俺はな」

「うう……待ってください、凄すごく続きを聞きたくないんですけど」

「我慢して聞きなさい」

　こら、混ぜ返すな。

　俺だってアコの返事がどれだけ聞きたくなくてもちゃんと聞いたんだから。

「アコ……玉たま置き亜あ子こ、さん」

「……はい」

　じっとアコを見つめる。

　アコは恐怖と怯おびえと、ちょっとの喜びが混ざった視線で俺を見上げた。

　自分の鼓動が驚おどろくぐらいに早い。呼吸が不安定で喉から変な音が出そうになる。

　もういいだろ、そろそろ慣れてくれよ。

　噛かむな、噛むなよ。ちゃんと言え。一言だけでいいから。

　動いてくれ、俺の体。

「あなたが好きです。俺と──付き合ってください」

　言えた。

　ちゃんと言えた。

　それでもいまだにとけない緊きん張ちようを抱いたままアコの返事を待つ。

　彼女から帰ってきた言葉は──。




「……え？」




「……え？　じゃねえよおおおおおっ！」

「ご、ごめんなさいっ！」

　謝らなくていいから！　むしろちょっとみじめだから！

「だって、あの、なんだか混乱しちゃって」

　何を混乱することがあろうか！

　はいって一言言ってくれれば解決だろ！

「なんだ、何が不満だ！　そんなに俺のこと嫌いか！」

「そんなことないです！　けど、どうしてこうなったのかさっぱりわからなくて！」

　わかるだろ！　わかれ！　わかってくれ！

「嫌だったんだよ、アコが取られるの！　『ルシアン』の中に入ったってだけで、他の奴やつの嫁になっちゃうのが嫌だったんだよ！」

「私も嫌です！　ルシアンが別の人になっちゃうのも、私のルシアンが、別の私にとられちゃうのも！」

　お前がそう思ってくれるなら、だったら、頼たのむから！

「ならゲームの『ルシアン』じゃない、リアルの俺を──西にし村むら英ひで騎きのことを、ちょっとでいいから、好きになってくれっ！」

「…………」

　すがるような気持ちで言った。

　そんな俺に、アコは少しだけ目を丸くした。

　次に──にっこりと満面の笑みを浮かべた。
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　そして。




「──無理ですっ」




　──。

「だって、ちょっとなんかじゃなく、もうとっくに大好きなんですっ！」

　────。

　──────。

「だから、もしも、もしもこんな私でも嫌いにならないでくれるなら……ここに居る私のことも……あれ？　ルシアン？」

「……し、心臓が」

　ちょっとの間だけど、間違いなく、止まった。止まってた。俺の血の流れ止まってたって。だって視界がきゅーって狭くなって、目の前にいるアコが遠くなって、意識が地面の方に吸い込まれている感じがあったもん！

「頼たのむから告白ぐらい普通に受けてくれよ……危うく死ぬ所だった」

「それは困りますっ、ルシアンが死んだら私も死にますよっ」

　俺の嫁の愛が重い！

　いや、違うか。

　俺の彼女の愛が重い、だな。

「危うい所だったけど、上う手まくいったってことでいいのかな……ああもう、これはこれでアコらしいか……」

「あの、褒ほめてるんでしょうか」

「褒めてるよ、大好きだよ」

「ひゃうっ」

　ちょっと不満げだったアコをぐいっと引き寄せ、腕の中に抱きしめる。

　そういや向こうから抱きついてくることはよくあったけど、こうして俺から引っ張り込むのは初めてかも。

　ぎゅっと抱きしめたアコはあったかくて、やわらかくて、小さくて──石せつ鹸けんの匂いがした。

「なあアコ」

「はい？」

　胸の中で俺を見上げるアコの顔を、ふわっと長い前髪がおおう。

　うーん……。

「ちょっと前髪切ってみないか？」

「ええええええっ!?」

　なんとなく言うと、アコはこっちが驚おどろくぐらいにショックを受けていた。

「そんなに驚おどろくことか？　なんで切りたくないんだ？」

「だ、だって！　怖いじゃないですか！　他の人と目を合わせるの！」

　んな理由で伸ばしてたのか。

　どんな辛つらい事情だよ。

「ルシアンがどうしても切れっていうなら考えますけど……どうしてです？」

「ちょっと思っただけなんだけどな」

「はい」

「その、な」

「はい」

「ええと……」

　前髪がそんなに長いと、俺が顔を近づけた時に髪が邪じや魔まだなって──

「い、言えるかああああああっ」

「逆切れですか!?」

「決して逆じゃない！　これは俺が正しい！　異論は認める！」

「異議ありますうううううう！」

「却下だ！」

「異論を認めてないじゃないですか！」

　うるさい、様式美だ。

「さっきのは忘れろ。冗談だ。思い付きだ。気にしなくていい！」

「なら良いですけど……」

　今まで散々アコに合わせてきたんだから、もうちょっと合わせるぐらいなんてことはない。

「よし、イベント行こうぜ。コラボアイテムちゃんと取らないと」

「そうです！　今度こそぽわりんイヤホンジャックを取らないと！」

　忘れてたわ、それ。

　そんなのもあったなあ。いろいろあったから忘れてた。

　そうだ、いろいろだ。

　いろいろ面倒なことがあって、いろいろ厄介なことがあったけど。

　でもアコに俺の気持ちを言えただけで十分に頑張った甲か斐いがあった。

「なあアコ、イベント終わった後、もう一度海に行かないか？」

「いいですけど、どうしてですか？」

「嫁と恋人だと違うように見えるのかなーと思って」

「き、緊きん張ちようするのでやめてくださいっ」

　やっと、俺達たちの夏が始まった気がした。
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　ＬＡの中で俺とアコの結婚式が行われたのは、それから三日後のことだ。

　垢アカハックに対応するために知り合いの知り合いの知り合いぐらいまで協力を頼たのんだせいで、俺のキャラクター復帰と『ロン』の永久ＢＡＮ情報は手がつけられない範はん囲いで広がってしまった。

　その結果、前回をはるかに超える、とんでもない数の出席者が集まる結婚式になった。

　ギルドアレイキャッツはもちろん、†黒の魔ま術じゆつ師し†さんのギルドの人、猫ねこ姫ひめ親衛隊に俺の昔のフレンドから『ロン』に詐欺られた被害者まで、とにかくいろんな人が来た。

　その全員の前で、アコは満面の笑みで宣言した。




◆アコ：私はルシアンの嫁を続けますよっ！




　万雷の拍手で迎えられたこの発言に、背中に重荷が増したような気がしなくもなかった。

　ともかく、そこは元の鞘さやに収まったってことで問題ない。

　厄介なのは他の部分だ。


◆ルシアン：……この装備じゃ盾はきついな

◆シュヴァイン：今の貴様よりは俺様の方が硬いぜ？

◆アコ：ヒールが追いつかないですー



　それはいつものことだろうアコ。

　そう、厄介というのは俺の、ルシアンの装備が足りないということだ。

　もともと盾役として、各ダンジョン、各モンスター相手に最適化した装備をそろえて戦っていたというのに、垢ハックでその大半が売り払われてしまった。

　一部は買い戻せたけどそれじゃ全く足りやしない。

◆アプリコット：これは仕方あるまいな……

　マスターが重々しく言った。


◆ルシアン：仕方ないって、どうするんだ？

◆アプリコット：決まっているだろう！



　どどーんと花火が上がり、大きなチャット文字が表示された。


◆アプリコット：ルシアン再生計画！　現代通信電子遊戯部、夏休み週五で部活動計画！

◆猫姫：嫌なのにゃああああああああ！



　マジか……週五か……。

　猫姫さんが嫌がってるけど、どうせ押し切られるんだろうなあ、あの人。

「やれやれ、忙しい夏になるな」

　モニターから目を離はなしてそう言った俺に、隣となりから機嫌の良い声が返る。

「良いじゃないですか。ずっと一緒ですよ？」

「まーな」

　別に大した話じゃないぞ？

　アコの家で一緒にネトゲしてただけだ。

　他人に言えないふしだらなことは何もしてない。本当本当。

　……このノートＰＣはそろそろマスターに返さないといけないかもしれないけど。

「退屈な夏休みよりはいいけど、週五は多いな」

「ルシアンと二人の時間もちょっと欲しいですね」

　可愛かわいいことを言ってくれるじゃないか。

　ちょっと頬ほおを染めるアコに、幸せってこういうことを言うんだなあと目を細める。

「そうだよな、二人の時間も欲しいよな」

　何せ恋人なんだし。

「夫婦なんですからね」

「部活がなくてもアコとは大体一緒だったろうしなあ」

「夫婦ですからね」

「……なあアコ」

「はい？」

　何だろうおかしい。

　明らかに話にズレがある。

　しかもやたらと懐なつかしい、でもちょっと新しい感じのズレが。

「な、なあアコ。俺達たちの関係って……何だっけ？」

「妻と夫ですよ？」

「…………俺の認識とちょっと違うな」

　どうしてこうなった。どうしてこうなったんだ。

「なあアコ、あのチャペルでさ、付き合おうって話になったじゃないか」

　そこから俺の勘違いかと思ったんだが、アコはふにゃっと幸せいっぱいの顔で、

「はい。すっごく嬉うれしかったですっ」

　そうだよね？　間違ってないよね？

「だから俺達って付き合ってるんじゃ、ないの？」

「え、でもそのあとちゃんと結婚しましたよね？」

「……え？」

　したよ。確かにしたよ。

　それはそれはたくさんの人に祝福されて結婚したよ。

　でもそれはゲーム内の話──で──。

「……まさか上書きされてんの!?」

「何ですか、上書きって。お付き合いしてたのが結婚して、立派な夫婦じゃないですか」

「そ、そうだけどっ！」

　ああああああ！

　失敗したああああああ！

　『ルシアン』と『アコ』が結婚してないとアコが不安そうだし、経験値ボーナスとか相互召喚スキルとかいろいろ便利だから深く考えずにまた結婚したけど！

　そりゃアコとまた結婚したらこうなるに決まってんじゃん！

　俺は普通の青春がしたいの！

　この年で嫁が居るとか、そういうのは無理なの！

「あ、あの、アコ、さん」

「はい？」

　機嫌よく返事をするアコに、恐る恐る尋ねた。

「あの──俺の恋人に、なってくれないか？」

　俺の嫁はそれはもう見み惚とれるぐらいの笑顔で答えた。




「絶対に、嫌ですっ！」







　　　あとがき




　取引チャお借りします。

　ご無沙汰しております、もしくは初めまして。

　聴き猫ねこ芝し居ばいでございます。

『ネトゲの嫁は女の子じゃないと思った？』シリーズも三巻目となりました。

　こうして続いているのは本当に、冗談やお世辞なんかではなく本当の本当に、この本を手に取っていただいた皆さんのお陰です。本当にありがとうございます。

　さてさてこのシリーズですが、ネットゲームであればそろそろフィールドも移動するかもしれないＬｖ．３まで経験値を積んでまいりました。スキルもかなり使いこなしている頃合いで、装備なんかも変わってくるかもしれません。とても面白い時期です。

　この一冊もＬｖ．３ということで、この本を読みこなしている読者の皆さんが楽しんでいただける本になっていれば何よりです。作者と一緒に楽しんでいただけていればいいのですが。




　ちなみにまたしても私事になりますが、既刊で書いたように、私もゲーム内で悲しい離り婚こんを経験しております。

　ゲーム内で女キャラクターと結婚したのに、女キャラクターと浮気されて離り婚こんしたわけなのですが、彼女は一度私の元に戻ってきたことがあります。

　曰く『浮気相手の中身がおっさんだった』とのことです。そんなこと言われても知りません。

　そしてあなたの中身はどうなんですか、と聞く勇気はありませんでした。

　取引チャで失礼しました。




　では謝辞御礼など。

　イラストのHisasiさん。男心にビシっとくるイラストを本当にありがとうございます。餅もちは餅屋というし、お任せしよう！　と丸投げしていて本当に申し訳ありません。感謝感謝です。

　段々とネタだらけの小説に慣れてきた担当さん。ご指摘いつも助かっております。今後ともよろしくお願いします。そろそろネトゲをはじめてみませんか？

　また各地のネトゲでネタを集めている私と一緒に遊んでくださったプレイヤーの皆さん、そして今後どこかでお会いする皆さんもあわせて御礼を。

　ではまたこうしてお会いできましたら幸いです。

　聴猫芝居でした。
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聴き猫ねこ芝しば居い

↓　日々の仕事に励む作者（画像はイメージです）何をしていても腰が痛いのが日常になりつつある今日この頃、たまには体をほぐそうかと外に出かけた結果こうして全米大学対抗川下り選手権に出場するとことになってしまったのだった。
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Hisasi

大人の漫画描いてます。

最近では、ラノベの挿絵なども描かせてもらっています。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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